
 

 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DA0101 看護学研究法特論 D  １年/前期 ２ 

担当教員 課程 

 伊藤千晴 篠崎恵美子 天野薫 正司孝太郎   博士前期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

研究の基本的なデザインを学び、自立した実践リーダー・管理者・教育者になるために看護の実践や教育

の場において専門的な知識・技術の向上、ケアプログラムやケアシステムの改善・開発など実践的研究活動

が行われるようにする。国内外の文献で、先行研究のレビューをして、研究の新規性・独創性・社会的価値

を考慮した研究テーマと研究目的に合致する研究デザインを選択する。 

 研究の方法として疫学的手法を取り入れた量的研究法、質的研究法、実験的研究法、混合研究法を学び研

究の進め方、研究デザインの組み立て方、倫理的配慮と申請方法、データの収集方法、考察、結論の書き方

を含めて研究プロセスにおける研究の質管理方法、研究論文作成方法について学修する。 

授業内容 

基本的な研究方法とその研究プロセスを学習し、同時に研究者の責任（マナー）や倫理的配慮について理

解する。研究テーマ・研究目的について社会的ニーズの分析・研究の新規性・独創性・社会的価値・研究倫

理を検討する。 

 研究計画書の作成において文献検索（英論文・和論文）から国内外の研究論文を研究方法の妥当性・信頼

性を評価する能力を養う。適切な研究データ収集法、研究スケジュールを含めて研究の実施計画、研究過程

における研究の量や質を高めるためにデータの管理と解析方法を検討し､具体的で実行可能な研究計画書作

成の準備をする。基本的研究方法を量的研究方法と質的研究方法に分け、それぞれにその特徴とプロセスを

学習する。学習した基本的研究方法の妥当性・信頼性の見地から、文献クリティークすることを試みる。研

究計画発表会に向けて、研究倫理を踏まえた研究計画を検討することができる。 

１．基本的な研究方法と研究プロセスが説明できる。 

２．研究者の責任や倫理的配慮について説明できる。 

３．文献のクリティークの方法について説明できる。 

 

（オムニバス方式／１５回  伊藤千晴 3 回 篠崎恵美子２回 天野薫５回 正司孝太郎５回 

留意事項 

１．英語論文を含む科学的な文献などから情報収集と分析、論理的な文章化が求められる。 

２．レポートなどの提出物は期日ごとに提出する。 

３．授業への出席率と授業毎の復習、研究への積極的な取り組み、行動力が求められる。 

教材 

教科書 

各自必要な文献を用いること。そのため、特に教科書は指定しない。 

 

参考書、参考資料等 

１．教員が必要に応じて研究テキスト・研究論文・資料を紹介する。 

２．学生は自己の研究課題に関連した参考文献は自身で検索する。 

授業計画 (１５回) 

1 看護研究とは（篠崎） 

2 研究方法概論（篠崎）                                     

3 研究倫理  （伊藤） 

4 量的研究方法（１）：量的研究の特徴とアプローチ  （正司） 

5．量的研究方法（２）：研究課題、仮説、研究デザイン①（実験）（正司） 

6 量的研究方法（３）：研究デザイン②  （正司） 

7 量的研究方法（４）：研究のプロセス  （正司） 

8 量的研究方法（５）：量的研究における文献クリティーク  （正司） 

9 質的研究方法（１）：質的研究の特徴、質的研究のアプローチ（記述民俗学、現象学）（天野） 

10 質的研究方法（２）：質的研究のアプローチ（GTA、質的統合法、内容分析）（天野） 

11 質的研究方法（３）：質的研究のプロセスと方法 （天野） 

12 質的研究方法（４）：質的研究の評価基準 （天野） 

13 質的研究方法（５）：質的研究のクリティーク（学生による発表・討議）（天野） 

14 倫理審査申請書・博士論文の書き方、論文構成  （伊藤） 



 

 

15 まとめ（伊藤） 

評価方法 

発表、討議への参加度、レポート 

伊藤 20点 篠崎 10点 天野 35 点 正司 35点 
 

評価基準 

科目の到達目標の到達度により評価   

Ａ(100～80点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60 点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．基本的な研究のデザインと研究デザインの基礎を学ぶことができる。     

２．基本的な研究方法とプロセスが理解できる。     

３．研究者の責任や倫理的配慮について説明できる。     

４．研究の課題について国内外の先行研究をレビューし、新規性・独創性・社会的価

値のある研究デザインを検討することができる。 
    

５．自身の論文作成に結び付けて、倫理的配慮を充分に踏まえた計画書作成の準備が

できる。 
    

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DA0201 疫学応用統計学Ｄ 1年/後期 2単位 

担当教員 課程 

箕浦 哲嗣 博士後期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

結果には原因がありますが、実際の現象では原因と結果が一対一に対応しているような単純な例はほとん

どありません。様々な要因が重なり合って、一つの事柄を説明しているのが現実です。本講義では、重回帰分

析や因子分析をはじめとする多変量解析法を用いて、複雑に絡み合った物事を分かり易く理解する技術およ

び証明する技術を習得することを目標とします。 

授業内容 

多変量解析（重回帰分析、ロジスティック回帰分析、主成分分析、因子分析、パス解析）を中心とした統計

分析法を演習形式で講義します。また、自身の研究で参考となる論文を正しく読みこなせるよう、可能な限

り毎回、先行研究の PDFファイルを授業支援 CMS にアップロードしてください。 

留意事項 

1.授業に積極的に参加する 

2.授業内容について事前に情報を収集し、必要に応じて分析を試みる 

3.授業内容を自己の研究の計画立案や実践に反映させる 

教材 

授業支援 CMS（担当教員が準備します）より PDF ファイルを事前配布し、授業当日に印刷物を配付します。 

授業計画(15回) 

第 1回 実際のデータに対するクリーニング方法、縦持ち入力法、高機能テキストエディタの使い方 

第 2回 SPSSの使い方（ケースの選択、値の再割り当て等） 

第 3回 SPSSでの独立サンプルの平均値の差の検定、対応サンプルの平均値の差の検定 

第 4回 SPSSでの一元配置分散分析と多重比較 

第 5回 SPSSでの相関係数の算出と分析、気を付けるべき点 

第 6回 SPSSでのクロス集計とカイ二乗検定、イエーツの連続補正、Fisherの直接確率法 

第 7回 効果量や検出力などの最近重要視されているパラメータの意味 

第 8回 重回帰分析 

第 9回 数量化理論Ⅰ類、ダミー変数の作り方と注意点 

第 10回 ロジスティック回帰分析 

第 11回 主成分分析 

第 12回 探索的因子分析 

第 13回 確証的因子分析と既存の尺度 

第 14回 共分散構造分析の基礎 

第 15回 EZRを使った各種分析と必要サンプル数の算出 

評価方法 

課題レポート 70％ 講義に対するアクティビティ 30％ 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

データを分析に適した形に加工出来る     

高機能統計ソフトウェアの仕組みを理解する     

算出される数値を適切に理解し、意味を述べることが出来る     



 
 

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DB0101 看護教育学特論Ｄ 1年／前期 2 

担当教員 課程 

 篠崎惠美子 伊藤千晴 山口貴子 原好恵 博士後期 
 
授業計画詳細 

授業目的 

 本課程の目的は、グローバルな視点に立ちながら、研究と実践の相互関係を促す実践科学として看護学の

発展に貢献できる自立した研究者、教育者の育成にある。そのため、特論Ｄでは、看護教育学の教育者・研究

者になることを目指して、教育学、教育心理学、学習心理学、社会学、医学、保健学などの看護学周辺諸科学

の知見を踏まえつつ、わが国内外の看護教育制度と社会動向を反映させながら授業を進める。 

 具体的には、わが国の社会的・教育的現状を反映した看護教育カリキュラムの開発、看護学教育への教育

介入プログラムの作成と評価、看護学実習における教育環境の分析に基づく教育システムの構築、現場の実

践活動を効果的にするためのエキスパート看護師に対する教育方策とその評価などの課題の修得による教育

方略力や教育評価力を高めること、などを内容とする。こうした課題に関する諸研究を熟読し、クリティー

クすることにより、自己の独創的な研究計画や博士論文作成に寄与させる。 

授業内容 

具体的な授業内容 

１．わが国の看護教育学における教育と研究上の課題を、国内外の看護教育制度と社会動向を反映した教育

現状との関連で分析する 

２．看護学教育への教育介入プログラムの作成と評価 

３．わが国の社会的・教育的現状を反映した看護教育カリキュラムの開発―日米比較 

４．体験学習理論を背景にした看護学教育授業展開における教育介入プログラムとの作成と評価法 

５．看護学実習における教育環境の分析に基づく教育システムの構築 

６．看護学教育プログラムの開発による教育介入研究や評価研究などについての修得によって、自己の研究

計画にどのように活用するのかについて討議する    （オムニバス方式／全 15回） 

留意事項 

１．授業に積極的参加を期待する。 

２．授業の課題について事前に情報収集と必要に応じて分析を試みる。 

３．授業の中で自己の研究計画と実践力強化に反映させる。 

教材 

必要に応じて適宜使用。 

授業計画 (１５回) 

授業はオムニバス方式により、下記の内容で、講義・討議で進める。 

１-２ わが国の看護教育学における教育と研究上の課題を、国内外の看護教育制度と社会動向を反映し 

た教育現状との関連で分析する                      （篠崎惠美子／２回） 

３-４ 看護学教育への教育介入プログラムの作成と評価 

（篠崎惠美子／２回）  

５-６ わが国の社会的・教育的現状を反映した看護教育カリキュラムの開発―日米比較 

（篠崎惠美子／２回）  

７-９ 体験学習理論を背景にした看護学教育授業展開における教育介入プログラムとの作成と評価法 

（山口貴子／３回）  

１０-１２ 看護学実習における教育環境の分析に基づく教育システムの構築 

（原好恵／３回） 

１３-１５ 看護学教育プログラムの開発による教育介入研究や評価研究などの修得によって、自己の 

研究計画にどのように活用するのかについての討議とまとめ 



 
 

（伊藤千晴／３回） 

評価方法 

1.授業中の質疑・討議40％  2.情報収集・分析30％  3.課題に関する資料作成と発表30％ 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．看護学教育における研究上の課題を、教育現状との関連で分析できる。     

２．アセスメント能力を高める教育介入研究のプロセスを理解し、分析できる。     

３．看護学生の実習環境システム研究を分析して、教育指導の在り方を検討すること

ができる。 
    

４．体験学習理論に基づき、教育介入プロセスを理解し分析できる。     

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DB0201 看護教育学演習Ｄ 1年／通年 2 

担当教員 課程 

篠崎惠美子 伊藤千晴 山口貴子 原好恵 博士後期 
 
授業計画詳細 

授業目的 

 看護教育学や看護の基盤となる基礎看護領域の構成概念・理論・モデルを創造することに貢献する教育力・

研究力を高めることを目的とする。そのために、概念分析、国内外の文献検討を修得し、具体的な研究例を用

いて、教育介入研究、教育評価研究、ケアアウトカム測定尺度の開発、教育プログラム及び教育システムの開

発とその検証などについて論理的に理解し、自己の研究計画や論文作成に活用させる。 

授業内容 

本演習では、以下の内容を扱うものである。 

国内外のシステマティックレビューおよび文献検討と概念分析に関する基礎理解をする。 

国内外の諸看護教育学研究の理論生成過程の分析や教育介入研究について、国内外の文献検討をして、クリ

ティークと研究テーマの概念分析をするために、以下を理解するものとする 

（オムニバス方式／30回） 

留意事項 

１．授業に積極的参加を期待する。 

２．授業の課題について事前に情報収集と必要に応じて分析を試みる。 

３．授業の中で自己の研究計画と実践力強化に反映させる。 

教材 

１．各教員により研究論文を中心に適宜使用。 

２．参考図書： 

１）杉森みど里・舟島なをみ（2012）．看護教育学 第５版，医学書院． 

２） Kolb,D.A.（1984）. Experiential Learning: Experience as the Source of Learning and Development, 

Prentice-hall, New Jersey. 

３）小笠原知枝・松木光子編（2012）．これからの看護研究－基礎と応用 第３版 

授業計画 (１５回) 

1-3 システマティックレビューおよび文献検討と概念分析に関する基礎理解                   

（篠崎惠美子／３回） 

4-9 看護学教育への教育介入研究（教育プログラムの開発を含む）に関する文献検討と概念分析： 

・看護アセスメント領域、対人関係看護介入領域における教育プログラムの開発とその検証                                      

（篠崎惠美子／６回） 

10-12 看護学教育への教育介入研究（教育プログラムの開発を含む）に関する文献検討と概念分析： 

・倫理的態度領域における教育プログラムの開発とその検証             

（伊藤千晴／３回） 

13-15 正確な臨床判断力を高めるための思考過程の分析と教育プログラムの開発    

（篠崎惠美子／３回） 

16-20 看護学教育の教育評価研究（測定尺度の開発を含む）に関する文献検討と概念分析                                     

（篠崎惠美子／５回） 

21-23 教育システムの開発とその検証などにおける文献検討と概念分析 

（原好恵／４回） 

24-29 実習指導と実習環境間の教育システムの開発に関する文献検討と概念分析 

（山口貴子／５回） 

30 まとめ：研究と実践の相互関係的な発展をめざした研究例を通して、どのように自己の研究計画に活用 



 
 

するのかについての討議とレポート提出          （篠崎惠美子、伊藤千晴／１回）共同 

 

評価方法 

1.授業中の質疑・討議40％  2.情報収集・分析30％  3.課題に関する資料作成と発表30％ 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．文献検討と概念分析について理解し、その意義を説明できる。     

２．アセスメント能力育成を目的とした教育介入研究のための文献検討に基づく概念

分析ができる。 
    

３．倫理的態度育成のための教育介入研究に関する文献検討に基づく概念分析ができ

る。 
    

４．臨床実習環境、実習指導と実習評価の文献検討に基づく概念分析ができる。     

５．教育評価尺度の開発に関する文献検討に基づく概念分析ができる。     

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DB9101 看護教育管理学特別研究ＤⅠ 1年／通年 2 

担当教員 課程 

篠崎惠美子、伊藤千晴、山口貴子、原好恵 博士後期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

 本研究では、看護教育と看護管理の質保証をめざし、看護活動の改善・改革のための先進的な課題で実践

的研究に取り組む看護教育学と看護管理学の領域を看護教育管理学看護学分野としている。その２つの領域

での分野は国内外で研究を広げ革新的なケアプログラムの開発やケアシステムの開発を行う。 

 またグローバルな研究によって専門的で高度な実践と研究の相互発展を促進させる研究者や看護教育者に

なるために特別研究ＤⅠでは適切で実行可能な研究計画書を作成するために計画発表会で発表し、研究計画

審査の準備を目指す。 

授業内容 

 本授業内容は、看護の質保証を重視して専門性の高い看護を行うための科学的な知見を明らかにしていく。

看護の現象をより、とらえやすい諸要素に分解し、それらの要素間にどのような関連があるのかについての

枠組みを明確化し、看護の実践に有用な研究を国内外の文献を通して幅広く行う。研究は分野の広い視点を

基盤として２つの領域のいずれかについて深める。看護教育学では看護の改善・改革のために、教育プログ

ラムの開発、これに基づく教育介入研究、教育システムの構築を行う。看護管理学は臨床現場での看護管理

実践やヘルスケアシステムの改善などについて取り組む。研究の過程を理解し、研究計画書を作成する。研

究計画書には研究タイトル、研究動機、研究背景、研究対象、研究枠組みなど、研究の意義（研究の新規性・

独創性・看護における意義、社会的価値）、研究デザイン、データ収集法、分析方法、研究の精度を保つ質管

理方法、倫理的配慮などを加え、研究計画書を完成する。看護教育学領域では看護教育者として、国際的視点

を視野に入れた看護教育学の教育プログラムの開発、看護教育介入方法、教育システムの構築、教育評価、実

習評価、看護介入アウトカムのための測定尺度の開発と看護理論モデルについて広く研究に取り組む。 

（篠崎惠美子） 

 研究テーマはさらに国際的に見地を深め、アセスメント能力と対人関係能力の育成のための教育プログラ

ムの開発と教育介入研究を探求する。 

（伊藤千晴） 

 研究テーマはさらに国際的に見地を深め、倫理的態度育成のための教育プログラムの開発と教育介入研究

である。 

留意事項 

１．国内外の文献などから情報収集を行い、レビューを作成する。 

２．授業への出席率と研究への積極的な取り組みが求められる。 

３．レポートなどの提出物と発表資料は期日ごとに提出する。 

教材 

・学生は自己の研究課題に関連した文献を教員の支援により、検索する。 

・教員は必要に応じて、研究テキスト、研究論文、資料を紹介する。 

授業計画 (30回) 

１-６ 看護教育管理学分野の個人に対して講義・演習・討論形式で授業展開：共通性が高く有用な研究課題

と手法の代表的な研究例などを用いて下記のプロセスに沿って授業展開を行う。 

７-８ 原著水準の副論文 1 件以上（学術誌の原著論文として採用される）と博士（看護学）学位論文の完成

を目指す条件の確認 

９-11 研究テーマと目的を決定：自己の関連研究において国内外文献のクリティークを行い、研究テーマ・

研究目的を検討し、研究に関する社会的ニーズの分析・研究の新規性、独創性・社会的価値・研究倫理

を明確にする。 



 
 

12-14 研究デザインの選定、論文レポートと研究方法の適切性・妥当性を具体的に検討 

15-16 研究目的を達成するために実行可能なデータ収集法を選択 

17-19 データ分析法の選択 

20-21 研究プロセスにおいて研究の精度を保つ質管理方法 

22-26 研究計画書を作成 

27-28 看護学研究科委員会による学生と教員参加の「発表会」において適切な準備の上で発表・討論 

29-30 発表した研究計画の評価に基づいて修正し、研究計画書を完成 

評価方法 

研究計画書の作成 80％ 発表 20％ 

評価基準 

科目の到達目標の到達度により評価 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．学術誌での原著論文の水準を確認できる     

２．研究テーマと目的について社会的ニーズの分析・研究の新規性・独創性・社会的価

値・研究倫理を明確にし、研究テーマと目的を決定させる 
    

３．適切な研究デザインを選択し、研究の具体的な方法を決定できる     

４．研究データ収集方法の具体化とデータ分析方法を決定できる     

５．研究プロセスにおける質管理方法を理解し活用できる     

６．「発表会」に適切な準備の上で発表し、評価が受けられる     

７．看護実践の改善、変革または政策への提言のために新しい知見が得られる研究計画

書を完成させる。 
    

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DB9201 看護教育管理学特別研究ＤⅡ 2年／通年 2 

担当教員 課程 

篠崎惠美子、伊藤千晴、山口貴子、原好恵 博士後期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

本科目では、看護教育と看護管理の質保証をめざし、看護活動の改善・改革のために独創性と新規性の高

い実践的研究に取り組む。看護教育管理学分野において実践科学として学問的発展に貢献できるようになる

ために研究を行う。看護教育管理学分野の教員が指導をする。専門的で高度な実践と研究の相互発展を促進

させる研究者や看護教育者になるために、本科目の目的は特別研究 DⅠで準備をした研究計画の審査に合格

し、倫理委員会に提出する。また、計画に沿って研究を進め、中間発表会Ⅰで発表する。副論文を学術誌に投

稿することを目指して研究をすすめる。 

授業内容 

本授業内容は、分析において国際的視点で教育プログラム開発やシステム開発、または、看護保健管理学

の研究テーマに沿って、現場の看護マネジメントの視点から看護実践の改善・変革のための提案ができる研

究を行う。看護教育管理学に関する研究計画に沿って研究を進める。 

①研究データの収集 

②データの分析 

③精度の高い結果を導き、その解釈、妥当性を検討 

④十分な文献による考察、結論を導く。 

⑤「発表会」で評価を得て論文を修正、博士論文の全体的な計画を実行しながら論文を完成する。 

⑥学術誌に投稿する。 

 看護教育学領域では看護教育者として、国際的視点の視野に入れた看護教育学の教育プログラムの開発、

看護教育介入方法、教育システムの構築、教育評価、実習評価、看護介入アウトカムのための測定尺度の開発

と看護理論モデルについて広く研究に取り組む。 

（篠崎惠美子） 

 研究テーマはアセスメント能力と対人関係能力の育成のための教育プログラムの開発と教育介入研究。 

（伊藤千晴） 

 倫理的態度育成のための教育プログラムの開発と教育介入研究 

留意事項 

研究の推進、データの収集・分析、データ分析内容に即した副論文の作成、学会発表、学内中間発表の発表 

内容の精度、内容、評価 

教材 

・学生は自己の研究課題に関連した文献を教員の支援により、検索する。 

・教員は必要に応じて、研究テキスト、研究論文、資料を紹介する。 

授業計画 (１５回) 

１-２ 特別研究Ⅰの研究計画について、研究倫理審査委員会の承認を得て、研究計画に沿って研究の実施準備 

３-６ 研究の精度を保つ方法でデータを収集 

７-11 効率的なデータ入力方法、適切なデータ分析方法によって、研究結果について信頼性と妥当性を検討

して図、表を加えて文章化 

12-16 研究結果に基づいて、副論文について適切な考察と結論を導き論理的にまとめる 

17-23 研究目的から結論までの論旨一貫性と信頼性・妥当性を検討 

24-25 「発表会」において適切な準備の上で発表・討論 

26-30 論文の中間発表会の評価に基づいて論文の修正、学術誌に投稿 

評価方法 



 
 

倫理審査の承認 60％  研究の実施 20％ 成果発表 20％ 

評価基準 

科目の到達目標の到達度により評価 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．研究計画の審査に合格することができる     

２．倫理審査申請書を提出し、承認を得ることができる     

３．本研究を国際的な研究動向に位置づけて研究を進めることができる     

４．研究計画に基づいて適切なデータ分析方法によって分析ができる。     

５．分析結果に基づいて考察と結論を適切に導くことができる。     

６．研究目的から結論まで論旨一貫性を検討確認できる。     

７．論文の中間発表会Ⅰで発表し、質疑に適切に対応できる。     

８．博士（看護学）学位論文に関連する副論文の学術誌を目指して研究を進めることが

できる。 
    

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DB9301 看護教育管理学特別研究ＤⅢ 3年／通年 2 

担当教員 課程 

篠崎惠美子、伊藤千晴、山口貴子、原好恵 博士後期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

 本研究では、看護教育・看護保健管理の質保証をめざして、看護活動の改善・改革のための先進的な課題で

実践的研究に取り組む看護教育学と看護保健管理学の領域を看護教育管理学分野としている。その２つの領

域での広い分野でいずれかについても深め、革新的なケアプログラムの開発やケアシステムの開発などを行

う。グローバルな研究によって専門的で高度な実践と研究の相互発展を促進させる研究者や看護教育者にな

ることをめざす。特別研究ＤⅢの目的は、独創性があり先駆的な論文を作成することである。そのために国

際学会での発表、副論文の学術誌への掲載、中間発表会Ⅱでの発表、博士論文予備審査を経て、博士本論文を

期限内に提出することを目指す。 

授業内容 

特別研究ＤⅢでは、以下のプロセスに沿って授業展開を行う。 

 特別研究Ⅰ・Ⅱの内容水準と研究プロセスを経て博士学位論文の予備審査に合格した後、本論文の博士（看

護学）学位論文を完成させ、その最終審査に合格することである。 

 特別研究ＤⅡの研究経過に基づいて、研究結果を見直し、適切な考察と結論を導きまとめる。研究目的か

ら結論までの論旨一貫性と信頼性・妥当性を検討、「博士（看護学）学位論文中間発表会（２回目）、研究科委

員会において論文審査委員（３名）の口答試問による予備審査に合格し、論文の最終審査に合格できるよう

にする。 

 看護教育学領域では看護教育者として、国際的視点を視野に入れた看護教育学の教育プログラムの開発、

看護教育介入方法、教育システムの構築、教育評価、実習評価、看護介入アウトカムのための測定尺度の開発

と看護理論モデルについて広く研究に取り組む。 

（篠崎惠美子） 

 研究テーマはアセスメント能力と対人関係能力の育成のための教育プログラムの開発と教育介入研究 

（伊藤千晴） 

 倫理的態度育成のための教育プログラムの開発と教育介入研究 

（篠崎惠美子 伊藤千晴） 

 学生の研究テーマに沿って研究の集大成として特別研究 DⅢでは、独創性があり、先駆的な論文（例えば、

看護教育学では患者や家族をサポートする看護学生に対人関係能力育成の教育プログラムの開発など）を

作成する。 

留意事項 

１）現場志向型研究の過程と方法を修得する。  ２）論理的・分析的思考に基づいた論文作成 

３）期日までに論文を仕上げる 

教材 

・学生は自己の研究課題に関連した文献を教員の支援により、検索する。 

・教員は必要に応じて、研究テキスト、研究論文、資料を紹介する。 

授業計画 (30回) 

１-５ グループと個人に対して講義・演習・討論形式で授業展開 

１-６ 特別研究ＤⅡの研究経過に基づいてさらに研究結果を見直し、適切な考察と結論を記述 

７-14 研究目的から結論までの論旨一貫性と信頼性・妥当性を検討 

15-20 研究科委員会が開催する学生と教員参加による「論文発表」において適切な準備の上で発表・討論 

21-30 発表した論文の評価に基づいて修正 独創性・新規性のある論文を作成し、原著論文として投稿 

評価方法 



 
 

博士論文の作成 70％ 研究成果の発表 30％ 

評価基準 

独創性があり先駆的な原著論文を作成する。 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．博士論文の作成に向けて研究を進めることができる．     

２．学術集会への発表など研究成果を報告することができる．     

３．研究成果として独創性・新規性・社会的価値について述べることができる．     

４．独立した研究者としての能力を備え、幅広く深い知識を基盤としたさらなる 

研究を展開することができる． 
    

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DG2101 生涯発達看護学特論 D １年/前期 ２ 

担当教員 課程 

山根友絵 宮田延実 深谷久子  博士後期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

人間の生涯発達に関する諸理論の変遷を概観し、重要と考えられる理論の分析、関連領域の研究のクリテ

ィークを行い、生涯発達看護学領域における研究の動向と課題、および変化する社会への役割を追究し、新

たな生涯発達看護学の方向性を探究する。 

授業内容 

人間の生涯発達に関わる諸要因、ケアの課題、ケアシステムのあり方など、生涯看護学領域の課題を明ら

かにし、生涯発達看護学におけるあらゆる側面からヘルスケアシステムの構築、技術開発、健康問題解決な

どに向けた研究方法が理解できる。また、グローバルで学際的な視点をもち国内外の生涯発達看護学に関す

る保健・医療・福祉分野の諸問題や、世界の動きに注目し、国際的な看護関係学会の知見をとおして関連領

域の研究成果を深め、研究の進め方の概要を理解する。 

 

１．生涯発達に関する概念／理論の探究 

２．関連領域の保健政策と医療・看護の現状、および対象とその家族へのケアシステム体制と看護の専門性

の検討 

３．対象の課題解決とケアの質的向上に向けた理論的背景の理解、課題達成のための分析方法、アウトカム

測定方法、ケアプログラムの開発、システム構築の方法の概観 

４．１）生涯発達看護学領域の研究のクリティーク、関心ある現象に対する研究デザインの選択 

２）国際学会の知見や関連領域の研究成果の検討 

３）研究課題の明確化 

留意事項 

各課題のレポート作成、発表、討論への参加、自己の研究課題解決に向けた関連図書および学術研究報告

書などの文献的考察などを行う。 

教材 

必要に応じて文献、論文などは、その都度提示する。 

授業計画 (１５回) 

１-２人間の生涯発達に関する諸理論について看護への適用と研究上の課題（深谷久子）          

３-５ 関連領域の保健政策と医療・看護の現状、および対象とその家族へのケアシステム体制と看護の専門

性の検討（深谷久子）                         

６₋10 対象の課題解決とケアの質的向上に向けた理論的背景の理解、課題達成のための分析方法、アウトカ 

ム測定方法、ケアプログラムの開発、システム構築の方法の理解（宮田延実） 

11-15 生涯発達看護学領域の研究のクリティーク、関心ある現象に対する研究デザインの選択（山根友絵） 

国際的な視野を踏まえた関連学会の知見や関連領域の研究成果の検討を行う   

研究課題の明確化 

対象の健康に関わる諸要因、ケアの課題、ケアシステムのあり方などの課題が明らかにできる。 

評価基準 

問題・課題の発見、専門書および論文の選択と内容の理解、討論・プレゼンテーション内容、レポート内 

容などから総合的に評価する。 



 
 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．生涯発達看護学領域における保健・医療政策と現状について、論じることができる。     

２．生涯発達を遂げる対象への看護の諸問題、対象とその家族へのケアシステムと看護

の専門性の検討ができる。 
    

３．生涯発達の視点からヘルスケアシステムの構築、技術開発、健康問題解決等に向

けた研究の方法が理解できる。 
    

４．生涯発達を遂げる対象の健康に関わる諸要因、ケアの課題、ケアシステムのあり方

など、生涯発達看護学領域の課題を明らかにし、検討できる。 
    

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DG2201 生涯発達看護学演習 D １年/通年 ２ 

担当教員 課程 

山根友絵 宮田延実 深谷久子  博士後期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

生涯発達を遂げる対象への新たな介入の創造と開発を目標に、他学問分野の方法論をも加味して関連領域

研究のクリティークを行う。対象のQOLの向上やセルフケアの向上、ケアシステムの質的向上を目指し、顕

在的・潜在的な健康課題や問題解決のために必要な看護学理論や方法論・技法の開発に繋げることをねらい

とする。 

授業内容 

理論の構築、看護方法論の開発ができる能力を培うように、生涯発達看護領域の学問的・社会的・国際的

な研究に関してさらに演習で深める。生涯発達を遂げる対象への新たな介入の創造と開発を目標に、他学問

分野の方法論をも加味して関連領域研究のクリティークを行う。対象のQOLの向上やセルフケアの向上、ケ

アシステムの質的向上をめざし、顕在的・潜在的な健康課題や問題解決のために必要な看護学理論や方法

論・技法の開発に繋げることをねらいとする。世界的な健康問題と対策などの広い視野をもち、生涯発達看

護学における研究課題について、文献レビュー、課題の明確化、研究方法に関する演習を行い、研究課題の

探求・進め方の基盤となるようにする。 

 

１．関連領域の研究の国内外の文献検討後、諸問題と将来展望を考察。生涯発達看護学における今日的課題

に関連する文献の検索とクリティーク、および新規性のある研究課題の検討、方法論の選択。（１６回） 

２．既存文献の検討から新規性のある研究課題と方法論の整理・決定、妥当性の理論的説明、研究計画書の

草案作成、フィールドワーク。（７回） 

３．研究課題の方法論とその実現可能性の検討、倫理的な妥当性をふまえた研究計画書の作成、生涯発達看

護学領域における研究課題の重要性・新規性・学術的意義の明確化。（７回） 

留意事項 

各課題のレポート作成、発表、討論への参加、研究課題の関連図書及び学術研究報告書などの文献的考察 

などを行う。 

教材 

必要に応じて文献、論文などは、その都度提示する。 

授業計画 (３０回) 

１-16 生涯発達看護学に関する研究の国内外の文献検討後、諸問題や国際活動の将来展望を考察する。 

次に、生涯発達看護学領域における今日的問題を踏まえ、必要な看護学理論や方法論・技法の追求・

構築のための研究課題、および学生の志向する課題に関連する文献の検索とクリティークを行う中か

ら、新規性のある研究課題を検討し、方法論の選択を行う。特に、健康に関わる諸要因、ケアの課

題、ヘルスケアシステムの構築、知識・技術開発、健康問題解決等に向けた研究は実証的に探究、ク

リティークを行う。                          

17-23 既存文献の検討から新規性のある研究課題と方法を決定する。研究課題と方法論を整理し、妥当性を

理論的に説明する。研究計画書の草案を作成する。本研究課題の概念／理論の探究・分析・展開など

についてフィールド演習を行う。         

24-30 研究課題を決定し、方法論とその実現可能性を検討し、倫理的な妥当性を踏まえて研究計画書の作成

を行う。生涯発達看護学領域における本研究課題の重要性・新規性を明確にする。 

評価基準 

文献レビュー、課題の明確化、研究方法の内容、討論・プレゼンテーション内容、レポート内容等から総 

合的に評価する。 



 
 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．関心のあるテーマについての文献検討から、課題を明確にできる。     

２．文献検討の発表・討議を通して、対象への支援のための方法論を追究できる。     

３．文献検討で得られた示唆を基に、対象と社会に寄与することのできる知見や技術

を探究し、看護実践モデルや生涯発達を遂げる対象への看護の質を向上させる研

究への適用について考究できる。 

    

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DG4101 エンド・オブ・ライフケア看護学特論Ｄ 1年/前期 2単位 

担当教員 課程 

天野 薫 博士後期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

 本学の博士課程が目指す看護人材像（教育目的）は、グローバルな視点を持って学問的発展に貢献できる活動的・創

造的で自立した研究者と教育者の育成である。そのため、エンドオライフケア看護学では、海外の終末期ケアやがん看

護領域の研究で生成された理論・概念・モデルを基盤に、わが国の社会的・文化的背景を考慮したエンドオブライフケ

ア看護学を探求する。さらに、がんあるいは非がんの対象者のエンドオブライフ期を生きる人々のQOLを高めることに貢

献できる研究力を育成する。 

 そこで、エンドオブライフケア看護学特論Dでは、エンド・オブ・ライフケアに関連する研究を発展させていくため

に、エンドオブライフ期を生きる人々を巡る国内外の制度、ケアシステム、研究動向を理解し、わが国の医療制度・エ

ンドオブライフケア研究に関する課題を分析する。エンドオブライフケアの発展に向けて、実践的研究からエビデンス

を分析し、新たな知識や理論の構築のプロセスを理解する。さらに、本特論Dでは、看護学関連の学問領域で得られた知

見と海外のエンドオブライフケアの質評価に関する先行研究を基盤に、エンドオブライフケアの特徴、ケアシステムや

その評価方法、ケアの質管理方法を学修することによって、各自の研究課題に反映させる。 

授業内容 

上記目標達成に向け、以下のとおり学修する。授業は、講義、学生による文献検討を中心としたプレゼンテーショ

ン、グループディスカッションにより進める。 

がん看護領域のエンド・オブ・ライフケアだけでなく、非がんのエンド・オブ・ライフケアについて学修する。また

病棟・ホスピス・施設・在宅などのさまざまな療養環境におけるエンド・オブ・ライフケアについて授業を展開する。 

 授業内容には、1）諸外国におけるエンド・オブ・ライフケア制度、ケアシステムの実態との比較・分析したわが国の

エンドオブライフ期を生きる人々を巡る課題、2）エンドオブライフ期にある人々と家族の療養環境のアセスメントとケ

ア評価、3）エンドオブライフ期にある人々と家族のDying Careと看取りケアにおける諸外国との比較、4）看護学関連

の学問領域で得られた知見と海外のエンドオブライフケアの質評価に関する先行研究などを含む。 

（全15回） 

（４回） エンドオブライフ患者と家族のエンド・オブ・ライフケアにおける諸外国との比較、Death & Dying Care, 

Spiritual Care, Grief & Mourning careなどのケアリングに関与する諸要因 

（２回）エンドオブライフ患者と家族のケアシステムとその評価方法 

（２回）エンドオブライフ患者へのケア介入研究とケアシステム開発 

（２回）諸外国におけるエンド・オブ・ライフケア制度、ケアシステムの実態と研究の動向から分析した 

わが国の課題 

（２回）エンド・オブ・ライフケア患者と家族の療養環境のアセスメントとケア評価 

（２回）測定尺度の開発と緩和ケアに対するエンド・オブ・ライフケア評価 

（１回）まとめ  

エンド・オブ・ライフケア看護学特論Ｄで修得した内容と各自の研究課題に関連づけた討議とレポート 

留意事項 

１．授業に主体的参加を期待する。 

２．授業の課題について事前に情報収集・分析をする。 

３．自己の実践力強化と研究計画に反映させる。 

なお、本科目の単位習得には、授業時間以外に文献研究、発表準備等、およそ授業時間の 2倍程度の自己学習を要します。 

教材 

必要に応じてその都度、提示配布する。 

教科書 



 
 

１．谷本真理子・増島麻里子編（2022）：エンドオブライフケア，南江堂 

参考図書 

１．小笠原知枝編（2018）「エンド・オブ・ライフケア看護学‐基礎と実践‐」ヌーヴェルヒロカワ出版２．小笠原知

枝・松木光子編（2012）これからの看護研究 基礎と応用 第３版、ヌーヴェルヒロカワ出版 

３．小笠原知枝・久米弥寿子（2000）ターミナル期にあるがん患者の痛み管理とサポートケアを妨害する諸 

因子の抽出とその対策（日米比較研究を含む）平成９〜11年度科学研究費補助金報告書 

４．C. Ogasawara, Y. Kume and M. Andouh（2003）Family Satisfaction with Perception of and Barriers 

to Terminal Care in Japan, Oncology Nursing Forum 30(5）: E100-105. 

５．島内節、内田陽子（2014）「在宅におけるエンド・オブ・ライフケア実践書－死を迎える人の人生の質・価値を高

めるために」ミネルヴァ書房 

６．内田陽子、島内節編（2014）「施設におけるエンド・オブ・ライフケア実践書－死を迎える人に人生の質・価値を

高めるために」ミネルヴァ書房 

７．島内節、薬袋淳子（2008）「在宅エンド・オブ・ライフケア利用者アウトカムと専門職の実践力を高めるケアプロ

グラムの応用」イニシア? 

８．島内節、友安直子、内田陽子（2002）「在宅ケア－アウトカム評価と質改善の方法」医学書院 

授業計画 (１５回) 

1-2 諸外国におけるエンド・オブ・ライフケア制度、ケアシステムの実態と研究の動向から分析したわが国の課題（２

回） 

 以下3‐14回では、下記のテーマに関する実践的研究から新たな知識や理論の構築のプロセスについて理解する。 

3-4 エンド・オブ・ライフケア患者と家族の生活環境のアセスメントとケア評価 （２回） 

5-6 エンドオブライフ患者と家族のエンド・オブ・ライフケアにおける諸外国との比較（２回） 

7-8 Total Painの測定尺度の開発と緩和ケアに対するエンド・オブ・ライフケア評価（２回） 

9-10 Death & Dying Care, Spiritual Care, Grief & Mourning careなどのケアリングに関与する諸要因（２回） 

11-12 エンドオブライフ患者へのケア介入研究とケアシステム開発（２回） 

13-14 エンドオブライフ患者と家族のケアシステムとその評価方法（２回） 

15 まとめ  

エンド・オブ・ライフケア看護学特論Ｄで修得した内容と各自の研究課題に関連づけた討議とレポート（１回） 

評価方法 

1.授業中の質疑・討議40％  2.情報収集・分析30％  3.課題に関する資料作成と発表30％ 

評価基準 

Ａ(100～80点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１． エンド・オブ・ライフケア看護学領域における主要な概念構造や理論について説明するこ

とができる。 
    

２．エンド・オブ・ライフケアに関する看護理論の生成過程と、看護研究と実践との関連性に

ついて説明できる。 
    

３．海外におけるエンド・オブ・ライフケアにおける緩和ケアの実践と評価方法を理解し、わ

が国での活用の可能性を検討できる。 
    

４．終末期患者と家族のニーズと支援の実態および研究例を分析することができる。     

５．エンド・オブ・ライフケアの評価指標の開発とケアシステムのモデル開発例を分析し、ク

リティークすることができる。 
    



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DG4201 エンド・オブ・ライフケア看護学演習Ｄ 1年/通年 2 

担当教員 課程 

天野 薫 博士後期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

 本学の博士課程が目指す看護人材像（教育目的）は、グローバルな視点を持って学問的発展に貢献できる活動的創造

的で自立した研究者と教育者の育成である。そのため、海外の終末期ケア学研究とがん看護学研究に基づく生成された

理論・概念・モデルを探求する。さらに終末期におけるがん・非がんのあらゆる対象者の心身のニーズの対応、家族支

援を含めた終末期患者のQOLを高めるケアリングのための研究力、教育力を促す。 

 本演習Dでは、さまざまな学問領域の研究成果を参考文献にして、ケアの質管理方法を明確にしながら、がん患者の緩

和ケアのチームケアとこうか評価方法、スピリチュアルケア、在宅エンドオブライフの経過時期別ニーズの変化、介入

研究とその評価方法、教育実践プログラムと有効性検証などについてシステマティック・レビューや概念分析を行う。

また実践例でのケア展開と文献検討を行って、看護研究と実践との相互発展を促進する研究の進め方を理解し、自己の

研究プロセス（テーマ設定・研究計画・研究実施・論文作成）に反映させる。 

授業内容 

本演習では、以下の内容を扱うものである。 

１．システマティック・レビューと概念分析に関する基礎理解をする。 

  国内外のエンドオブライフケア研究の理論生成過程の分析や介入研究について、システマティック・レビューをし

て、クリティークと研究テーマの概念分析をするために、以下を理解するものとする。 

２．がん患者の症状緩和ケア介入プログラムの開発と効果評価に関するシステマティック・レビューと概念分析 

３．システマティック・レビューと概念分析 

４．エンドオブライフ期にある人々とその家族のDying Careと看取ケアを効果的に行うためのエキスパートナースに対

する教育介入プログラムの開発とその評価研究に関するシステマティック・レビューと概念分析 

５．スピリチュアルケアの日米比較研究に関するシステマティック・レビューと概念分析 

６．在宅エンドオブライフの経過時期別ニーズの変化とケアパス開発とその有効性検証に関するシステ 

マティック・レビューと概念分析 

（全30回） 

（９回）システマティック・レビューと概念分析方法の修得、エンド・オブ・ライフケアの実践教育プログラムの開発

とその有効性検証 

（４回）在宅エンドオブライフの経過時期別ニーズの変化とケアパス開発によるケア評価方法 

（３回）がん患者の家族のグリーフケアと効果評価研究 

（４回）がん患者の症状緩和ケア介入プログラムの開発とその効果評価方法 

（４回）エンドオブライフ期にある人々とその家族のDying Careと看取ケアを効果的に行うためのエキスパートナース

に対する教育介入プログラムの開発とその評価研究 

（２回）まとめ：学生のレポート発表と討論「看護の開発的研究と実践の相互的発展を促す研究の進め方」 

留意事項 

１．授業に積極的参加を期待する。 

２．授業の課題について事前に情報収集・分析をする。 

３．自己の実践力強化と研究計画に反映させる。 

 なお、本科目の単位習得には、授業時間以外に文献研究、発表準備等、およそ授業時間の 2倍程度の自己学習を要しま

す。 

教材 

必要に応じてその都度、提示配布する。 

教科書 



 
 

１．小笠原知枝編（2018）「エンド・オブ・ライフケア看護学‐基礎と実践‐」ヌーヴェルヒロカワ出版 

参考図書 

１．小笠原知枝・松木光子編（2012）「これからの看護研究 基礎と応用 第３版」ヌーヴェルヒロカワ出版 

２．松木光子・小笠原知枝・久米弥寿子編（2006）「看護理論 理論と実践のリンケージ」ヌーヴェルヒロカワ出版 

３．小笠原知枝・久米弥寿子編（2000）日本における末期乳がん患者の看護診断と看護介入：異なる入院 

目的による比較 Journal of Nursing Terminologies and Classification 16（３〜４）：54〜64 

４．島内節・内田陽子（2014）「在宅におけるエンド・オブ・ライフケア実践書－死を迎える人の人生の質・価値を高

めるために」ミネルヴァ書房 

５．内田陽子・島内節編（2014）「施設におけるエンド・オブ・ライフケア実践書－死を迎える人生の質・価値を高め

るために」ミネルヴァ書房 

６．島内節・薬袋淳子（2008）「在宅エンド・オブ・ライフケア利用者アウトカムと専門職の実践力を高めるケアプロ

グラムの応用」イニシア 

７．島内節・友安直子・内田陽子（2002）「在宅ケア－アウトカム評価と質改善の方法」医学書院 

授業計画 (１５回) 

授業は講義・演習・討議形式によって展開する。 

システマティック・レビューと概念分析について理解をした上で、下記のテーマに関連して、システマティック・レ

ビューを行う。ケアシステムや効果評価研究を比較検討しながら進める。 

1-2 システマティック・レビューと概念分析方法の修得（２回） 

3-5  概念分析と測定尺度の開発 （３回） 

6－9 がん患者の症状緩和ケア介入プログラムの開発とその効果評価方法（４回） 

10-13 エンドオブライフ患者とその家族のDying Careと看取ケアを効果的に行うためのエキスパート 

ナースに対する教育介入プログラムの開発とその評価研究（４回） 

14-16 がん患者の家族のグリーフケアと効果評価研究（３回） 

17-20 エンド・オブ・ライフケア看護における介入研究とその効果評価研究（４回） 

21-24 在宅エンドオブライフの経過時期別ニーズの変化とケアパス開発によるケア評価方法（４回） 

25-28 エンド・オブ・ライフケアの実践教育プログラムの開発とその有効性検証（４回） 

29-30 まとめ：学生のレポート発表と討論「看護の開発的研究と実践の相互的発展を促す研究の進め方」（２回） 

評価方法 

1.授業中の質疑・討議40％  2.情報収集・分析30％  3.課題に関する資料作成と発表30％ 

評価基準 

Ａ(100～80点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．システマティック・レビューの方法について理解できる。     

２．がん患者の緩和ケアにおけるチームケアおよびその効果評価方法を理解し、具体的な活用

を検討できる。 
    

３．グリーフケア研究事例について分析し、ケア効果を評価し課題について検討できる。     

４．在宅エンドオブライフの経過時期別ニーズの変化によるケア評価方法について、事例を分

析し検討できる。 
    

５．エンド・オブ・ライフケアの実践教育プログラムの開発過程を理解し、とその有効性検証

の方法について検討できる。 
    

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DG9101 実践看護学特別研究 DⅠ １年/通年 ２ 

担当教員 課程 

山根友絵 宮田延実 深谷久子 博士課程後期 
 
授業計画詳細 

授業目的 

本科目では、生涯発達看護学とエンド・オブ・ライフケア看護学の領域を実践看護学分野として、生涯発

達看護とエンド・オブ・ライフケア看護の質保証をめざし、看護活動の改善・改革のための先進的な課題で

実践的研究に取り組む。実践看護学分野の研究において広い視野が持てるように、グローバルな視点の研究

による専門的で高度な実践と研究の相互発展を促進させる研究者や看護教育者になるために特別研究ＤⅠで

は適切で実行可能な研究計画書を作成する。さらに、研究倫理審査委員会への提出をめざす。 

授業内容 

本授業内容は、生涯発達看護とエンド・オブ・ライフケア看護の質保証を重視して専門性の高い看護を行

うための科学的な知見を明らかにしていく。看護の現象をよりとらえやすい諸要素に分解し、それらの要素

間にどのような関連があるのかについての枠組みを明確化して看護の実践に有用な研究を行う。そのため看

護の改善・改革のために教育プログラムの開発、教育介入研究、教育システムの構築、臨床現場での看護管

理実践やヘルスケアシステムの改善などについて展開し研究のプロセスを理解し、研究計画書を作成する。

研究計画書には研究タイトル、研究動機、研究背景、研究対象、研究枠組みなど、研究の意義（研究の新規

性・独創性・看護における意義、社会的価値）、研究デザイン、データ収集法、分析方法、研究の精度を保

つ質管理方法、倫理的配慮などを加え、研究計画書を完成する。   

                

        

【担当教員の指導目的・指導の焦点・指導方法・研究テーマ】                             

（山根友絵） 

生涯発達看護学における老年看護に関して、高齢者とその家族の生活の質向上につながるテーマを設定す

る。超高齢社会にあり、地域包括ケアシステムが推進される日本の現状を踏まえ、在宅高齢者と介護する家

族への支援、認知症高齢者への支援、訪問看護における看護の質保証など、学生の関心のある分野の課題を

探求する。研究手法としては、質的研究、量的研究を組み合わせ、実践に活用可能なプログラムの開発を目指

す。 

 

（宮田延実） 

生涯発達看護学において、児童期から思春期にかけて心身の成長発達が著しい時期にかかわるテーマを設

定する。特に、子どもたちの仲間集団や集団適応を視点にして、心理学や教育学的アプローチを用いて、学生

の関心のある分野の課題を探求する。研究手法としては、主に量的研究を用いて、実践に活用可能なプログ

ラムの開発を目指す。 

 

（深谷久子） 

生涯発達看護学における、子どもとその家族への看護の質の向上と対象者の最善の利益の保障を追究した

テーマとする。発達段階からみた子どもの看護過程、先天性の疾患をもつ子どもと家族の看護に関する研究、

NICUにおけるファミリーケア・NICU医療チームと家族の協働、子育て支援、子どもの看護ケアや家族への支

援、健康に課題のある子どものきょうだい支援、健康に課題のある子どもと家族がかかえる課題など、学生

自身が興味関心のある分野の研究を探究する。研究手法としては、質的研究方法を主に用いて、子どもとそ

の家族の健康増進、生活の質保証となるような支援方法や実践プログラムの開発をめざす。 

 

 



 
 

留意事項 

１．国内外の文献などから情報収集を行い、レビューを作成する。 

２．授業への出席率と研究への積極的な取り組みが求められる。 

３．レポートなどの提出物と発表資料は期日ごとに提出する。 

教材 

・学生は自己の研究課題に関連した文献を教員の支援により、検索する。 

・教員は必要に応じて、研究テキスト、研究論文、資料を紹介する。 

授業計画 (３０回) 

１-５ 共通性が高く有用な研究課題と手法の代表的な研究例などを用いて講義演習を行う。 

６-11 研究テーマと目的を決定：自己の関連研究において国内外文献のクリティークを行い、研究テーマ・

研究目的を検討し、研究に関する社会的ニーズの分析・研究の新規性、独創性・社会的価値・研究倫

理を明確にする。 

12-14 研究デザインの選定、論文レポートと研究方法の適切性・妥当性を具体的に検討 

15-16 研究目的を達成するために実行可能なデータ収集法を選択 

17-19 データ分析法の選択 

20-21 研究プロセスにおいて研究の精度を保つ質管理方法 

22-26 研究計画書を作成 

27-28 「研究計画発表会」の準備 

29-30 発表した研究計画の評価に基づいて修正し、研究計画書を完成 

評価基準 

科目の到達目標の到達度により評価 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．学術誌での原著論文の水準を確認できる     

２．研究テーマと目的について社会的ニーズの分析・研究の新規性・独創性・社会的価

値・研究倫理を明確にし、研究テーマと目的を決定できる 
    

３．適切な研究デザインを選択し、研究の具体的な方法を決定できる     

４．研究データ収集方法の具体化とデータ分析方法を決定できる     

５．研究プロセスにおける質管理方法を理解し活用できる     

６．発表に適切な準備の上で「研究計画発表会」で発表し、質疑に適切に対応できる     

７．看護実践の改善、変革への提言のために新しい知見が得られる研究計画書を作成

できるように進める。 
    

８．博士論文の計画審査の準備ができる     

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DG9202 実践看護学特別研究ＤⅡ ２年/通年 ２ 

担当教員 課程 

山根友絵 宮田延実 深谷久子 博士後期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

本科目では、生涯発達看護学とエンド・オブ・ライフケア看護学の質保証をめざし、看護活動の改善・改

革のための先進的な課題で実践的研究に取り組む。その２つの領域での分野は国内外で研究を広げ革新的な

ケアプログラムの開発やケアシステムの開発などを行う。またグローバルな研究によって専門的で高度な実

践と研究の相互発展を促進させる研究者や看護教育者になるために、特別研究ＤⅡでは、特別研究ＤⅠで示

した研究領域の選択内での各自が設定した研究計画に沿って研究を実行しながら論文作成を行う。さらに、

国際学会での発表、学術学会誌への論文投稿を目指す。 

授業内容 

本授業内容は、特別研究ＤⅠで示した研究領域の選択内で各自が設定した研究計画に沿って研究を進め 

る。研究データの収集、データの分析、精度の高い結果を導き、その解釈、妥当性を検討、十分な文献によ 

る考察、結論を導く準備を行う。「中間発表会」で評価を得て論文を修正、論文の全体的な計画を実行しな

がら論文作成を目指す。 

 

 

【担当教員の指導目的・指導の焦点・指導方法・研究テーマ】 

（山根友絵） 

生涯発達看護学における老年看護に関して、実践看護学特別研究 DⅠで作成した研究計画書に基づき研究

を遂行する。適切なデータ収集、分析を行い、先行研究を踏まえた考察を導く。老年看護の改善・改革のため

に、実践に活用できる支援方法や看護介入、支援モデルの開発など、新しい知見を得るための研究指導を行

う。 

 

（宮田延実） 

 生涯発達看護学において、児童期から思春期にかけて心身の成長発達が著しい時期にかかわるテーマにつ

いて、実践看護学特別研究 DⅠで作成した研究計画書に基づき研究を遂行する。研究推進においては Amos を

用いて演習を行い、学生自身が興味関心のある分野の研究を探究する。 

 

（深谷久子） 

生涯発達看護学における、子どもとその家族への看護の質の向上と対象者の最善の利益の保障を追究した

テーマについて、実践看護学特別研究 DⅠで作成した研究計画書に基づき研究を遂行する。健康に課題のある

子どもと家族がかかえる課題など、学生自身が興味関心のある分野の研究を探究する。中間発表会に向けた

準備ができる。 

 

 

留意事項 

１．国内外の文献などから情報収集を行い、文献レビューを作成する。 

２．授業への出席率と研究への積極的な取り組みが求められる。 

３．レポートなどの提出物と発表資料は期日ごとに提出する。 

教材 

・学生は自己の研究課題に関連した文献を教員の支援により、検索する。 

・教員は必要に応じて、研究テキスト、研究論文、資料を紹介する。 



 
 

授業計画 (３０回) 

学生の個別研究 

研究プロセスにおけるレポート作成・発表・討論を継続し、研究を進める。 

１- ２ 研究計画の審査を経て、研究倫理審査承認を得て、研究計画に沿って研究の実施準備 

３-６ 研究の精度を保つ方法でデータを収集 

７-11 効率的なデータ入力方法、適切なデータ分析方法によって、研究結果について信頼性と妥当性を検討 

して図、表を加えて文章化 

12-16 研究結果に基づいて、副論文について適切な考察と結論を導き論理的にまとめ 

17-23 研究目的から結論までの論旨一貫性と信頼性・妥当性を検討 

24-25 「中間発表会」において適切な準備の上で発表・討論 

26-28 論文の発表会の評価に基づいて論文の修正 

29-30 論文を学術誌に投稿する準備 

評価基準 

 研究の推進、データの収集・分析、データ分析内容に即した論文の作成、学会発表、学内中間発表の発表 

内容の精度、内容、評価 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．博士論文研究計画書審査に合格することができる。     

２．研究倫理審査申請書の提出ができる。     

３．研究計画に沿って精度を保つ方法でデータが収集できる。     

４．適切なデータ分析方法によって研究結果の信頼性と妥当性を検討できる。     

５．分析に基づいて研究目的から結果・考察を適切に導くことができる。     

６．博士論文中間発表会で発表し、質疑に適切に対応できる。     

７．国際学会等において発表する準備ができる。     

８．副論文の学術誌投稿を目指して研究を進めることができる。     

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DG9301 実践看護学特別研究ＤⅢ ３年/通年 ２ 

担当教員 課程 

山根友絵 宮田延実 深谷久子 博士後期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

本科目では、生涯発達看護とエンド・オブ・ライフケア看護の質保証をめざし、看護活動の改善・改革の

ための先進的な課題で実践的研究に取り組む生涯発達看護学とエンド・オブ・ライフケア看護学の領域を実

践看護学分野としている。その２つの領域での分野は国内外で研究を広げ革新的なケアプログラムの開発や

ケアシステムの開発などを行う。またグローバルな視点による研究によって専門的で高度な実践と研究の相

互発展を促進させる研究者や看護教育者になることを目指す。独創性があり先駆的な論文を作成し、博士論

文を提出することを目指す。 

授業内容 

実践看護学特別研究ＤⅡの研究経過に基づいて、研究結果をまとめ、適切な考察と結論を導き論文を作成

する。研究目的から結論までの論旨一貫性と信頼性・妥当性を検討し、博士論文をまとめる。具体的には、

各看護学領域の多様な課題に、理論の構築、看護方法論の開発・創造等により、学問的発展に貢献できる研

究論文の作成を行う。また、臨床研究のケア評価などから、科学的なエビデンスに基づき看護の質や関連す

る施策の改善に寄与し、かつ教育的にも有用な研究成果を期待できる研究を行う。そして、研究結果から、

理論を用いた検証を行うことで、さらに自己の研究を深められるようにする。 

 

 

【担当教員の指導目的・指導の焦点・指導方法・研究テーマ】 

（山根友絵） 

生涯発達看護学における老年看護に関して、実践看護学特別研究 DⅠ、Ⅱをさらに発展・深化させ、研究結

果から適切な考察と結論を導き、論文をまとめる。博士論文は、研究目的から結論まで、論旨の一貫性、及び

信頼性・妥当性・客観性が求められる。老年看護学における課題に対して、教育・実践方法の開発、看護介入

やプログラム開発、看護モデル・理論の開発等、新たな知見を創造できるように研究指導を行う。 

 

（宮田延実） 

 生涯発達看護学において、児童期から思春期にかけて心身の成長発達が著しい時期にかかわるテーマにつ

いて、実践看護学特別研究 DⅠ、Ⅱをさらに発展・深化させる。そして、研究結果から適切な考察と結論を導

き、論文をまとめる。研究推進においては、パスモデルの構築を通して、教育的にも有用な研究成果が期待で

きる研究を行う。 

 

（深谷久子） 

生涯発達看護学における、子どもとその家族への看護の質の向上と対象者の最善の利益の保障を追究した

テーマについて、実践看護学特別研究 DⅠ・DⅡをさらに洗練させ、研究論文をまとめあげる。健康に課題の

ある子どもと家族がかかえる課題など、学生自身が興味関心のある分野の研究課題に対して、新規性・独創

性・学術的価値・社会的価値のある独創的な研究とする。 

 

留意事項 

１．現場志向型研究の過程と方法を修得する。 

２．論理的・分析的思考に基づいた論文作成 

３．期日までに論文を仕上げる 

教材 



 
 

・学生は自己の研究課題に関連した文献を教員の支援により、検索する。 

・教員は必要に応じて、研究テキスト、研究論文、資料を紹介する。 

授業計画 (３０回) 

１-６ 特別研究ＤⅡの研究経過に基づいてさらに研究結果を見直し、適切な考察と結論を記述 

７-14 研究目的から結論までの論旨一貫性と信頼性・妥当性を検討 

15-20 評価に基づいて修正 

21-30 博士論文としてまとめ、「最終発表会」で発表 

評価基準 

独創性があり先駆的な原著論文を作成する。 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．博士論文の作成に向けて研究を進めることができる。      

２．学術集会への発表など研究成果を報告することができる。      

３．研究成果として独創性・新規性・社会的価値について述べることができる。     

４．独立した研究者としての能力を備え、幅広く深い知識を基盤としたさらなる研究を

展開することができる。 
    

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DE2101 地域看護学特論 D 1年/前期 2 

担当教員 課程 

松原紀子 博士後期課程 
 

授業計画詳細 

授業目的 

地域で生活する人々の健康水準の向上をめざして、地域看護の実践と研究の相互関係的な進め方

を講義と討論を中心として展開する。そこでエビデンスに基づいて地域看護活動の方向性と地域看

護活動課題を見出す。地域の人々が保健行動を改善し、定着化できる力量を身につけていくことを

めざす。そのために、自立して地区踏査、行政データの分析、調査等を通じて、地域の健康課題と、

健康に関連する諸要因を明らかにし、課題解決に向けて行政と住民と各種組織・団体がチームで取

り組むために、具体的な行動に移せる計画を住民や関係者と立案し、実行し、評価し、次の活動に

生かす行動がとれるようになることをねらいとする。 

授業内容 

地域の人々の健康を守るために、地区診断の理論や、健康支援の理論、健康行動変容のための理

論を応用して、地域看護活動の対象である集団と個（母子、児童生徒、成人、高齢者、難病、感染

症、災害弱者など）を対象に焦点化して、現在の看護活動の改善と改革的提案を行い住民や各種関

係機関の人々との共同計画によって取り組みの方法と評価指標を用いて実施できるようにする。ま

た、諸外国の活動と我が国の活動を比較することで、今後の日本における活動の課題や展望を考察

する。 

（15回） 

（7 回）地域看護活動における諸外国の制度、サービス提供システム、住民の健康課題別地域

看護活動の動向を分析し、我が国における研究と実践課題の明確化をする。地域看護活動の

対象者別（高齢者･ｽﾗﾑ生活者）に健康水準について先行研究をクリティークし､因果関係･健康阻

害要因に関するデータ分析、健康課題をレビューする。地域看護活動の実践事例から住民の

健康水準の変化を地域的、経年的、季節的、時間的変化について、データの偏りを排除した

解析を用いて、信頼性と妥当性のある研究的評価を行い、実態を明らかにする。 

実践例を用いて保健事業活動の展開を阻害する要因（課題）を明確にし、改善方法を見   

す。健康課題に対する地域看護活動の方向性と地域の社会資源（関係機関、関係職種）を活

用した個と集団のサービスプログラムと保健医療福祉サービス圏域におけるサービスシステ

ムのあり方を検討し開発する。 

（6 回）地域看護活動の対象者別（母子、成人、難病、感染症･災害弱者）に健康水準について先行

研究をクリティークし､因果関係･健康阻害要因に関するデータ分析、健康課題をレビューす

る。 

住民の健康水準の経年的変化と地域看護活動の実際について人、物、金の側面から新たなる

改善方法を検討する。 

健康課題の解決のための方向性を住民・地域組織、地域の専門職などの人々と共有する。 

そのために住民や関係者に対して根拠のある健康情報を開示し、住民とともにあるべき方向

を探るための計画の在り方を考察する。 

（松原紀子/1回）明らかになった健康実態把握に対し、健康問題解決のための方法論としてイ

ンタビューなどの質的研究及び社会学的、易学的な量的研究を行い、健康に影響する要因、

様因の因果関係や関連、健康阻害要因を明らかにする。 

（1 回）地域の人々の健康水準評価と地域看護活動展開の評価研究について、学生の内容学修

度と課題についてレポート発表と討論でまとめを行う。 

留意事項 

授業に①積極的に参加すること、②授業の課題について事前に情報収集・分析しておくこと、③授業の

中で自己の実践力強化と研究計画に反映させること。 



 
 

教材 

資料（書名、必要な文献など）は、その都度紹介する。 

授業計画 (１５回) 

1-2. 地域看護活動における諸外国の制度、サービス提供システム、住民の健康課題別地域看護活

動の動向を分析し、我が国における研究と実践課題の明確化する。（巽あさみ/松原紀子/2 回） 

3-4. 地域看護活動の対象者別（高齢者･ｽﾗﾑ生活者）に健康水準について先行研究をクリティークし､

因果関係･健康阻害要因に関するデータ分析、健康課題をレビューする。（2回） 

5-6 地域看護活動の実践事例から住民の健康水準の変化を地域的、経年的、季節的、時間的変化に

ついて、データの偏りを排除した解析を用いて、信頼性と妥当性のある研究的評価を行い、

実態を明らかにする。（2回） 

7.  実践例を用いて保健事業活動の展開を阻害する要因（課題）を明確にし、改善方法を見出す。 

健康課題に対する地域看護活動の方向性と地域の社会資源（関係機関、関係職種）を活用し

た個と集団のサービスプログラムと保健医療福祉サービス圏域におけるサービスシステムの

あり方を検討し開発する。（1回） 

8-10. 地域看護活動の対象者別（母子、成人、難病、感染症･災害弱者）に健康水準について先行研究をク

リティークし､因果関係･健康阻害要因に関するデータ分析、健康課題をレビューする。（3回） 

11-12. 住民の健康水準の経年的変化と地域看護活動の実際について人、物、金の側面から新たな 

改善方法を検討する。（2回） 

13. 健康課題の解決のための方向性を住民・地域組織、地域の専門職などの人々と共有する。その

ために住民や関係者に対して根拠のある健康情報を開示し、住民とともにあるべき方向を探る

ための計画の在り方を考察する。（1回） 

14. 明らかになった健康実態把握に対し、健康問題解決のための方法論としてインタビューなどの

質的研究及び社会学的、疫学的な量的研究を行い、健康に影響する要因、要因の因果関係や関

連、健康阻害要因を明らかにする。（1回） 

15. 地域の人々の健康水準評価と地域看護活動展開の評価研究について、学生の内容学修度と課

題についてレポート発表と討論でまとめを行う。（1回） 

評価方法 

１.授業中の発表・質疑・討論 40％  ２.情報収集・分析 30％  ３.レポート 30％ 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

地域の人々の健康を守るための地区診断の理論や、健康支援の理論、健康行動

変容のための理論を理解し応用できる。 
    

地域看護活動の対象である集団と個（母子、成人、高齢者、難病、感染症、災

害弱者など）を対象に焦点化して健康課題の抽出ができる。 
    

健康課題に沿って、現在の看護活動の改善と改革的提案を行うことができる。     

提案した値域看護活動について、住民や各種関係機関の人々との共同計画によ

って取り組みの調整ができる。 
    

諸外国の活動と我が国の活動を比較することで、今後の日本における活動の課

題や展望の考察ができる。 
    

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DE2201 地域看護学演習 D 1年/通年 2 

担当教員 課程 

松原紀子 博士後期課程 
 

授業計画詳細 

授業目的 

地域看護学特論 D」において、理論や展開方法を講義で行った地域看護課題の内容について研究的視点と

方法を用いて実践での具体的な展開方法を演習によって行い、研究と実践の相互関係的発展を促す進め方に

ついて基盤となる能力を修得する。                                       

そのために国内外の文献検討を踏まえ、地域看護活動の具体的な対象集団に対し、分野別の健康課題解決に

向けて、研究的に取り組むための検討を行い考察を深める。同時に住民の健康水準向上のための問題解決方

策を住民が主体的に取り組むことができるよう、その支援方法についての研究を自立して行うことができる

ようになる。「地域看護学特論 D」の内容を基盤にして、地域看護活動を進めるために具体的な対象集団に対

し、海外及び国内自治体等から公表されているデータと、地域看護活動や住民からの聞き取り等から得られ

るフィールドワークを分析し、健康課題解決のための要因を明らかにする。また、住民と健康課題を共有

し、健康水準向上のための活動計画を立案することができる。本演習の過程から、学生が自己の研究課題に

ついての探求する基盤を修得する。 

授業内容 

地域看護活動における諸外国の制度、サービス提供システム、住民の健康課題別地域看護活動の動向と我

が国活動課題を明確化する。対象者別の集団・個別の健康の水準について先行研究をクリティークし、因果

関係や健康阻害要因に関するデータ分析を行い住民の健康課題をレビューする。 

地域看護活動の実践事例から住民の健康水準の変化を地域的、経年的、季節的、時間的変化について、信頼

性と妥当性のある研究方法と評価の在り方を追究する。健康に影響する要因と因果関係や関連、健康阻害要

因を明らかにする。実践例を用いて保健事業活動の展開を阻害する要因を明確にし、改善方法を見出す。健

康水準の経年的変化と地域看護活動の実際について人、物、金の側面から新たなる改善方法を検討する。健

康課題の解決の方向性を住民・地域組織、地域の専門職などと共有した上での解決策を見出し、根拠のある

健康情報の開示・提供の有効な方法について検討、具体的に方策を提案する。個と集団のサービスプログラ

ムと保健医療福祉サービス圏域におけるサービスシステムのあり方を開発する。地域看護活動展開の評価研

究について、学生の学修度と課題についてレポート発表と討論を行う。  

（全 30回） 

（4 回）地域看護活動における諸外国の制度、サービス提供システム、住民の健康課題別地域看護活動の動向

を分析し、我が国の研究と実践課題を明確化する。 

（10回）国内・外の地域看護活動の対象者別の集団・個別に健康の水準について先行研究をクリティーク

し、因果関係や健康阻害要因に関するデータ分析を行い住民の健康課題をレビューする。 

（4 回）地域看護活動の実践事例から住民の健康水準の変化を地域的、経年的、季節的、時間的変化につい

て、データの偏りを排除した解析を用いて、信頼性と妥当性のある研究方法と評価の在り方を追究する。健

康実態把握と健康問題解決のための方法論をインタビューなどの質的研究及び社会学的、疫学的な量的研究

方法を追究し、健康に影響する要因と因果関係や関連、健康阻害要因を明らかにする。 

（10回）実践例を用いて保健事業活動の展開を阻害する要因（課題）を明確にし、海外文献等も検討の上、

改善方法を見出す。民の健康水準の経年的変化と地域看護活動の実際について人、物、金の側面から新たな

る改善方法を検討する。健康課題の解決の方向性を住民・地域組織、地域の専門職などと共有した上での解

決策を見出す。住民や関係者に根拠のある健康情報の開示・提供の有効な方法について検討、具体的に方策

を提案する。健康課題に対する地域看護活動の方向性と地域の社会資源（関係機関、関係職種）を活用した

個と集団のサービスプログラムと保健医療福祉サービス圏域におけるサービスシステムのあり方を検討し開

発する。 

（2 回）まとめ。地域の人々の健康水準評価と地域看護活動展開の評価研究について、学生の内容学修度と

課題についてレポート発表と討論を行う。  

留意事項 

・授業に①積極的に参加すること、②授業の課題について事前に情報収集・分析しておくこと、③授業の

中で自己の実践力強化と研究計画に反映させること。共通科目 B(ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ特論、臨床薬理学特論、病



 
 

態生理学特論)の履修が望ましい。 

教材 

資料（書名、必要な文献など）は、その都度紹介する。 

授業計画 (１５回) 

1-4．地域看護活動における諸外国の制度、サービス提供システム、住民の健康課題別地域看護活動の動向を

分析し、我が国の研究と実践課題を明確化する。（4回） 

5-14．国内・外の地域看護活動の対象者別の集団・個別（母子：3 成人：３、高齢者：１、精神：１、難病：

１、感染症･災害弱者：１）に健康の水準について先行研究をクリティークし、因果関係や健康阻害要因

に関するデータ分析を行い住民の健康課題をレビューする。（10回） 

15-16．地域看護活動の実践事例から住民の健康水準の変化を地域的、経年的、季節的、時間的変化について、

データの偏りを排除した解析を用いて、信頼性と妥当性のある研究方法と評価の在り方を追究する。                

（2 回） 

17-18 ．健康実態把握と健康問題解決のための方法論をインタビューなどの質的研究及び社会学的、疫学的

な量的研究方法を追究し、健康に影響する要因と因果関係や関連、健康阻害要因を明らかにする。                  

（2 回） 

19-20．実践例を用いて保健事業活動の展開を阻害する要因（課題）を明確にし、海外文献等も検討の上、改

善方法を見出す。（2回） 

21-22．住民の健康水準の経年的変化と地域看護活動の実際について人、物、金の側面から新たなる改善方法

を検討する。（2回）           

23-24．健康課題の解決の方向性を住民・地域組織、地域の専門職などと共有した上での解決策を見出す。住

民や関係者に根拠のある健康情報の開示・提供の有効な方法について検討、具体的に方策を提案する。                         

（2 回） 

25-28．健康課題に対する地域看護活動の方向性と地域の社会資源（関係機関、関係職種）を活用した個と集

団のサービスプログラムと保健医療福祉サービス圏域におけるサービスシステムのあり方を検討し開発

する。（4回） 

29-30．まとめ。地域の人々の健康水準評価と地域看護活動展開の評価研究について、学生の内容学修度と課

題についてレポート発表と討論を行う。（2回） 

評価方法 

1.演習中の質疑・討議 40％、2.情報収集・分析 30％、3.レポート作成と発表 30％ 

評価基準 

１.授業中の発表・質疑・討論 40％  ２.情報収集・分析 30％  ３.レポート 30％ 

教員別の配点は、授業の時間比率で算出する。 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．地域で生活する人々の健康上の課題を抽出することができる。     

２．海外の先進・後進国のデータを我が国の健康水準と比較検討し、具体例を用いて実

践的な評価ができる。 
    

３．地域の人々や関係機関、関係職種に健康課題を解決するための必要性について説明

でき、対象集団、関係機関等と課題解決に向けたシステム構築の説明ができる。 
    

４．健康課題別に生活圏域において、適切なサービス計画やサービスシステムに取り組

むことができる。 
    

５．学修を自己の研究課題や研究計画書作成に反映させることができる。     

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DE9101 広域看護学特別研究ＤⅠ 1年/通年 ２単位 

担当教員 課程 

 松原紀子 博士後期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

目的は地域看護学、国際保健看護学の領域を広域看護学分野としている。看護の対象となる人々の QOL の

向上を目指して、社会情勢の急激な変化から生じる顕在化した健康課題や潜在する健康課題を解決するため

に、研究を用いて解決の方法を見出すことにある。最初の段階である課題を明確にすること、さらに研究目

的、方法（対象と調査方法）を明確にし、介入研究、ケースコントロール研究、コホート研究などのよりエビ

デンス水準の高い研究計画や複雑な現象を、厳密性を確保した方法で読み解き、ケアの質向上に寄与できる

研究計画について教授する。看護研究と実践の相互関係的発展を促進させる実践科学として学問的発展に貢

献できる高度で活動的・創造的な自立した研究者・教育者をめざし、初年度は、研究計画書の作成をし、博士

論文計画審査準備を行う。さらに、研究倫理審査委員会への提出を目指す。 

授業内容 

明らかにしようとする課題を明確に定め、国内外の文献検討を行い、研究の現象をよりとらえやすい諸要 

素に分解し、それらの要素間にどのような関連があるのかについての概念枠組みを明確化（関心を持ってい 

る課題が、どのような要因、変数、過程にどのように関連しているのか）し、理論的・一般的な前提での仮 

説設定を行う。そのうえで、研究過程（対象者と調査方法、データ収集、データ分析、結果と考察）を概観し、

研究計画を策定する。仮説を科学的に実証していくための厳格な調査・実験等の方法についてしっかりと学

んで計画を立てること。また、研究過程でとらえた解釈の限界も十分に認識し考察しておく。研究計画書に

は研究タイトル、研究動機、研究背景、研究対象のとらえ方（研究枠組みなど）研究の意義（研究の新規性・

独創性・看護における意義、社会的価値）、実施計画、必要経費、倫理的配慮について記載する。さらに研究

デザインと具体的な研究方法の選択、研究方法の適切性・妥当性の検討、研究の対象、データ収集法・データ

分析法・研究のプロセスにおける質管理方に法を含めて検討する。明らかにしたい看護の課題について①厳

密な研究対象の選定や介入研究など精度の高い研究方法の選択を行うなど、より高いエビデンスを生み出す

ための方法を吟味して、研究計画書を作成する。 

グローバル化に伴う、世界的な健康問題や国境を超えて移動している人々、来日外国人の健康問題、健康

課題の研究指導を行う。海外で実施する研究も含む。新興・再興感染症、グローバル化に伴う国際的な感染症

の拡がりなど、感染症に対する看護職者の役割は益々重要となっている。ハンセン病やエイズに見るように、

感染者、家族への差別が予防や医療の遅れを生み、また社会的な偏見や差別の対象となっている人々やコミ

ュニケーションが不自由な来日外国人では対策が届きにくいなどの課題が生じている。一方で新型インフル

エンザや SARS には迅速な対応が地域や医療の場面に求められており、今日の感染症には多面的な視点を持っ

た研究が必要となっている。HIV などの感染症をテーマに、発生動向、疫学研究、感染リスクと予防対策、医

療と看護などの先行研究を多面的な視点から総括し、地域や医療の場面で必要とされる課題について解明す

る研究を行う。研究デザインと具体的な研究方法の選択、研究方法の適切性と妥当性の検討、研究対象者、デ

ータ収集法・データ分析法・研究プロセスなどの研究計画書を作成する。 

 

留意事項 

１．科学文献などから情報収集と分析、論理的な思考とレビューを作成すること。 

２．レポートなどの提出物は期限を厳守のこと。 

３．授業および研究への積極的な取り組み、行動が求められる。 

教材 

１．学生は自己の研究課題に関連した国内外の文献をレビューすること。 

２．教員は必要に応じて研究テキスト・研究論文・資料を示す。 



 
 

授業計画 (１５回) 

１〜４ 広域看護学分野の教員の参加のもと、研究課題の認識。 

５〜８ 自己の関連研究において国内外文献のクリティークを行い、研究テーマ・研究目的を検討し、 

研究に関する社会的ニーズの分析・研究の新規性・独創性・社会的価値・研究倫理を検討。

研究テーマと目的を決定。 

９〜13 概念枠組みの明確化と仮説の設定。 

14〜19 研究対象と研究方法の設定（決研究目的を達成するために実行可能なデータ収集法とデータ

分析法を検討）。 

調査方法の選択（研究デザインの選択と研究方法の適切性・妥当性を具体的に検討し決定）。 

研究の限界の検討（結果解釈の限界を明確にしておく）。 

研究プロセスにおいて研究の精度を保つ質管理方法を検討。 

20〜22 研究計画書を作成。 

23〜26 研究科委員会が開催する学生と教員の参加による「発表会」での発表・討論準備。 

27〜28 発表した研究計画の評価に基づいて修正し、研究計画書を完成。 

29〜30 研究計画書を研究倫理審査委員会へ提出をめざす。 

評価方法 

1.授業中の質疑-討議 40％、2.文献検討と課題の抽出 30％、研究計画書の作成 30％ 

評価基準 

科目の到達目標の到達度により評価 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

・研究テーマと目的について社会的ニーズの分析・研究の新規性・独創性・社会的価値・

研究倫理を検討し、研究テーマと目的を決定できる 
    

・適切な研究デザインを選択し、研究の具体的な方法を決定できる     

・研究データ収集方法の具体化とデータ分析法を決定できる     

・研究プロセスにおける質管理方法を理解し活用できる     

・「研究計画発表会」に適切な準備の上で発表し、質疑に適切に対応できる。     

・看護実践の改善、変革または政策への提言のために新しい知見が得られる研究計画書

作成できるように進める。 
    

・博士論文の計画審査の準備ができる     

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DE9201 広域看護学特別研究ＤⅡ 2年/通年 ２単位 

担当教員 課程 

 松原紀子 博士後期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

目的は地域看護学、国際保健看護学の領域を広域看護学分野としている。看護の対象となる人々の QOL の

向上を目指して、社会情勢の急激な変化から生じる顕在化した健康課題や潜在する健康課題を解決するため

に、研究を用いて解決の方法を見出すことにある。最初の段階である課題を明確にすること、さらに研究目

的、方法（対象と調査方法）を明確にし、介入研究、ケースコントロール研究、コホート研究などのよりエビ

デンス水準の高い研究計画や複雑な現象を、厳密性を確保した方法で読み解き、ケアの質向上に寄与できる

研究計画について教授する。倫理審査提出前に 3 名による審査合格、倫理審査提出、中間発表会Ⅰで発表を

する。看護研究と実践の相互関係的発展を促進させる実践科学として学問的発展に貢献できる高度で活動的・

創造的な自立した研究者・教育者をめざし、フィールドに出て対象者からデータの収集を行い、得られたデ

ータを解析し、信頼性と妥当性を備えた結果解釈を行い、考察へと導く。さらに国際学会に発表をめざし、論

文を学会誌に投稿するための準備ができる。 

授業内容 

特別研究ＤⅠで作成した研究計画書に従って、データの収集を行う。得られたデータの分析は質的データ・ 

量的データにより異なる。量的データは記述統計を行い、その後目的を明らかにできる統計手法を用いて、 

分析し結果を整理する。結果から仮説の検証と解釈を行う。質的データは事実の記述・説明、具体例の提示、 

関係性の理論、理論の発見について、これまでなかった新知見を理論的な手段で整理しまとめる。 

国際保健看護の研究で、グローバル化に伴う、世界的な健康問題や国境を超えて移動している人々、来日

外国人の健康問題、健康課題の研究指導を行う。海外での調査研究。新興・再興感染症、グローバル化に伴う

国際的な感染症の拡がりなど、感染症に対する看護職者の役割は益々重要となっている。HIVなどの感染症に

関する先行研究を多面的な視点から総括し、地域や医療の場面で必要とされる課題を解明する研究について、

研究計画審査、倫理審査委員会承認を得て、研究を開始する。研究の成果を副論文として学術誌への投稿を

目指し研究を進める。 

留意事項 

研究の推進、データの収集・分析、データ分析、解釈、発表などに積極的に取り組む。 

教材 

適宜、必要に応じて示す。 

授業計画 (３０回) 

１-２ 特別研究Ⅰの研究計画について、研究倫理審査委員会の承認を得て、研究計画に沿って研究

の実施準備 

３-６ 研究の精度を保つ方法でデータを収集 

７-11 効率的なデータ入力方法、適切なデータ分析方法によって、研究結果について信頼性と妥当

性を検討して図、表を加えて文章化 

12-16 研究結果に基づいて、論文（副論文を含む）について適切な考察（結論を含む場合がある）を

導き論理的にまとめ 

17-20 研究目的から考察（結論を含む場合がある）までの論旨一貫性 を検討 

21-22「発表会Ⅱ（博士論文中間）」において適切な準備の上で発表・討論 

23-25論文の発表会の意見・討論に基づいて論文の修正 

26-27 研究成果を国内・国際学会において発表の準備 

28-30 副論文を学術誌に投稿準備 

評価方法 



 
 

1.授業中の質疑-討議 40％、2.データの収集・分析 30％、3.論文作成の準備 30％  

評価基準 

科目の到達目標の到達度により評価する 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

・研究計画に沿って精度を保つ方法でデータが収集できる。     

・適切なデータ分析方法によって研究結果の信頼性と妥当性を検討できる。     

・分析に基づいて研究目的から結果・考察を適切に導くことができる。     

・倫理審査提出前に 3名による審査に合格できる     

・倫理審査申請書の提出ができる     

・博士論文中間発表会Ⅰで発表し、質疑に適切に対応できる。     

・研究したものを国際学会において発表する準備ができる。     

・副論文を学術誌に投稿する準備を進めることができる。（3月末までをめざす）     

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DE9301 広域看護学特別研究ＤⅢ 3年/通年 ２単位 

担当教員 課程 

松原紀子 博士後期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

 地域看護学、国際保健看護学の領域を広域看護学分野としている。看護の対象となる人々の QOL の向上を

目指して、社会情勢の急激な変化から生じる顕在化した健康課題や潜在する健康課題を解決するために、研

究を用いて解決の方法を見出すことにある。得られた結果を、十分に吟味し、期日までに博士論文をまとめ

て提出をめざす。中間発表会Ⅱ発表を行う。博士論文予備審査を受ける。副論文の掲載又は掲載証明を得る。

国際学会発表できる。最終発表会発表をめざす。 

授業内容 

特別研究ＤⅢの目的は、特別研究ＤⅠと特別研究ＤⅡで行ってきた研究結果を用いて研究枠組みの検証を

行い、一般化への提言をまとめ、原著論文の作成を行う。国内外の発表と、原著論文の投稿をする。 

グローバル化に伴う、世界的な健康問題や国境を超えて移動している人々、来日外国人の健康問題、健康

課題の研究指導を行う。新興・再興感染症、グローバル化に伴う国際的な感染症の拡がりなど、感染症に対す

る看護職者の役割は益々重要となっている。HIVなどの感染症に関する先行研究を多面的な視点から総括し、

地域や医療の場面で必要とされる課題を解明する研究課題について、国際学会発表、副論文掲載、得られた

研究成果の博士論文作成、提出を目指し研究を進める。 

留意事項 

科学的知見に基づいた論文作成を行う 

教材 

・教員は必要に応じて研究テキスト・研究論文・資料を紹介する。 

授業計画 (３０回) 

１〜10 特別研究ＤⅡの研究結果に基づいて、さらに研究結果を見直し適切な考察と結論を記述する 

11〜14 研究目的から結論までの論旨一貫性と信頼性・妥当性を検討する。 

15～17看護における研究の意義について再考し、論文としてまとめる。 

18～20 発表会Ⅲ（博士論文中間）において適切な準備の上で発表と討論を行う。 

21～22中間発表した論文の意見・評価に基づいて修正する。 

23～25論文最終発表会において適切な発表と質疑ができる。 

26～27期日までに論文を完成させる。 

29～30 論文の審査において説明と質疑に適切に対応できる。 

評価方法 

1.授業中の質疑-討議 40％、2.論文の作成 30％、3.研究発表と質疑応答 30％ 

評価基準 

科目の到達目標の到達度により評価する 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．博士論文の作成に向けて研究を進めることができる．     

２．学術集会への発表など研究成果を報告することができる．     

３．研究成果として独創性・新規性・社会的価値について述べることができる．     



 
 

４．独立した研究者としての能力を備え、幅広く深い知識を基盤としたさらなる 

研究を展開することができる． 
    

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DF2101 助産学特論 D 1年/前期 ２ 

担当教員 課程 

杉下佳文  後期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

リプロダクティブへルスや助産学の歴史および理論を学び、母性と父性を育む看護学とジェンダー視点から

今日的課題の生殖医療における倫理と女性の人権を守る視座で、女性のエンパワーメントを高める健康支援

の課題を明確にする。また、助産学的観点から周産期および思春期から更年期までの女性とその家族を対象

に近年のトレンドとなる助産ケアの方略を探求する。 

授業内容 

自立した実践リーダー・管理者・教育者の育成のために性と生殖に関する健康課題や健康問題から、近年の

動向について研究論文をもとに講述する。Well-being の維持や各健康問題に対する援助方法論では、看護理

論やその活用法を講義しディスカッションする。院生は生殖医療の倫理的問題や施策を理解し、女性がリプ

ロダクトの正しい知識や意志決定ができ次世代育成遂行に向け、看護活動や研究ができるよう助産ケアの本

質から論文をクリティカルに分析し、助産学として新しい理論構築の方法を学ぶ。 

評価方法 

課題についてプレゼンテーション 50%、討議・ディベ－ト 50% 

留意事項 

助産学課題研究Ⅰと連動している。講義及び課題についてプレゼンテーションやレポ－ト発表や、討議・デ

ィベ－トを行うので、積極的に参加することを期待する。本科目の単位取得にあたり、30 時間の自己学習が

必要である。 

教材 

適時、配布資料として紹介する。 

授業計画( 回) 

1． 母性看護に有用な概念と理論     
2． 母性看護に有用な概念と理論 
3． 助産学における概念と理論 
4． 助産学における概念と理論 
5． 助産学に有用な概念と理論における課題 発表と討論 
6． 助産学に有用な概念と理論における課題 発表と討論 
7． 海外における助産ケアの文献検討 
8． 海外における助産ケアの文献検討 
9． 海外における助産ケアにおける課題 発表と討論 
10． 海外における助産ケアにおける課題 発表と討論 
11． 夫婦関係・家族関係における助産学的文献検討 
12． 子育て支援における助産学的文献検討 
13． 対象理解のためのアプローチ方法  
14． 疫学的な研究手法 質的帰納的な研究手法・生理的な測定方法 
15． 自己の課題発表と討論および評価            

  
評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 



 
 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1.リプロダクティブヘルスおよび助産学に関する健康問題と健康課題の国内外の

今日的動向を分析し、探究すべき課題の提示ができる。 

    

2.リプロダクティブヘルスケアおよび助産学に関する健康課題や健康問題への科

学的アプローチの方法を説明できる。 

    

3.助産ケアについて研究的視点を持った実践方法を説明できる。     

 

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DF2201 助産学演習 D 1年/後期 2 

担当教員 課程 

杉下佳文  後期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

助産学の視座から生涯を通じた女性の健康支援の学問分野から知識に依拠し，子どもを産み育てるケアの本

質を追究する方法と理論を教授し、自己の関心課題を中心に，文献検討を通し研究的感性を培う。更に自己

の研究課題を明確にできるよう事例を用い問題や課題を討議し、健康に関わる研究をクリティカルに分析し、

女性の安寧を考慮した理論構築とケアシステム確立に向かう博士論文作成を容易にする。 

授業内容 

助産学の文献の分析で看護介入モデルを検討し、自己の研究課題を明確にできるよう実践から女性の健康を

考え、研究的に発展させる。特に、周産期および助産ケアを必要とする思春期・更年期講座や子育て家族や、

医療施設の実践活動に参加し対象のアセスメントから、研究課題を探求する。また、今日的動向を取り上げ講

述しながら、Well-being の維持や各健康問題の看護援助の方法論では理論やその活用法を講義し、質疑し討

議する。 

評価方法 

１回の授業時間：９０分、助産学および母性看護理論や今日的課題や動向を中心に進める。 

講義及び課題についてプレゼンテーションやレポ－ト発表や、討議・ディベ－トを行うので、積極的に参加

することが必要である。 

留意事項 

講義と課題学習に毎回参加して、討議やプレゼンテーションを積極的に行うことを求める。また、学会参加

および発表、可能な範囲で地域へ出向き演習として体験学習を期待する。講義の必携テキストは多く提示さ

れているが、文献に親しみ読破することを望む。 

教材 

1.APA 論文作成マニアル：APA 著、江藤裕之他：医学書院・2000：3800＋税     
2.グランデッド・セオリ－・アプロ－チ－実践ワ－クブック：さい木クレイグヒル滋子著：日本看護協会出版会・2010、 

2400＋税 
3.質的研究方法ゼミナ－ル：さい木クレイグヒル滋子著：医学書院・2008、2600＋税 
4.研究デザイン－質的・量的そしてミックス法：John W. Cresewell 著、 操 華子他：日本看護協会出版会・2008：3000

＋税. 

研究論文を中心に適宜使用 

授業計画( 回) 

1-3：自己の課題とエビデンスの創造 
1）ガイダンス・自己の課題の発表 
2）自らの関心領域の文献調査、討論、クリティークレポート作成                        
3）教員や学生が相互に質疑・討議して効果的に進める。   

           
4-9: 周産期周辺の助産や看護における業務管理､ケア評価、周産期周辺の母子支援システムを充実・

発展させるうえでのリーダーシップ、社会参画の方法リーダーの役割能力・コンサルテーショ

ン能力向上 

1）母子支援システムと、ケアの質保証のためにスタッフへのケア支援 
2）他職種・機関との連携調整方法の実際 
3）倫理的調整の方法 
4）中間管理者としてのリーダーの役割・機能 



 
 

10-12:文献検討の課題の討論・まとめを行う。 
13-18:周産期センターにおける看護業務管理、ケア評価について                      

1）個人情報の保護の方法 
2）個別事例と家族のケアの質管理方法 
3）事例ケアの質保証のためのケアの組織化とケア評価、及びケア体制づくり 
4）人事管理と組織力強化  
5）周産期センターにおける危機管理 
6）ケアの質管理と経営管理を両立させる方法 

19-21:文献検討および考察の課題の討論・まとめを行う。               
 
22-27: 海外における助産ケアの文献検討 
  1）夫婦関係・家族関係における助産学的文献検討  
  2）子育て支援における助産学的文献検討 
                                              
28-30:これまでの課題をレポートし、発表・討論・まとめを行う。                       
                                               
評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1. 助産学領域における自らの研究課題を明示できる。     

2. 助産学に関する健康問題と健康課題の国内外の今日的動向を分析し、探究すべき課

題の提示ができる。 

    

3．助産学に関する健康課題や健康問題への科学的アプローチの方法を説明できる。     

4. 科学的根拠を持った助産ケアの方法を説明することができる。     

5. 自らの積極的な意見を持ち、活発な討議を行うことができる。     

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DF9101 助産学特別研究 DⅠ １年/通年 ２ 

担当教員 課程 

杉下佳文 博士課程後期 
 
授業計画詳細 

授業目的 

本科目の目的は、助産学の質保証をめざし、看護活動の改善・改革のための先進的な課題で実践的研究に

取り組む。発達看護学分野の研究において広い視野が持てるようにするために、分野単位で共同学修をした

あとに二つの領域のいずれかにおいて個別研究を行う。グローバルな視点の研究による専門的で高度な実践

と研究の相互発展を促進させる研究者や看護教育者になるために特別研究ＤⅠでは適切で実行可能な研究計

画書を作成する。さらに、研究倫理審査委員会への提出を目指す。 

授業内容 

本授業内容は、助産学の質保証を重視して専門性の高い看護を行うための科学的な知見を明らかにしてい

く。看護の現象をよりとらえやすい諸要素に分解し、それらの要素間にどのような関連があるのかについて

の枠組みを明確化して看護の実践に有用な研究を行う。分野で共同学修をした後に２つの領域のいずれかに

おいて個別研究を行う。そのため看護の改善・改革のために教育プログラムの開発、教育介入研究、教育シ

ステムの構築、臨床現場での看護管理実践やヘルスケアシステムの改善などについて展開し研究のプロセス

を理解し、研究計画書を作成する。研究計画書には研究タイトル、研究動機、研究背景、研究対象、研究枠

組みなど、研究の意義（研究の新規性・独創性・看護における意義、社会的価値）、研究デザイン、データ

収集法、分析方法、研究の精度を保つ質管理方法、倫理的配慮などを加え、研究計画書を完成する。                         

留意事項 

１．国内外の文献などから情報収集を行い、レビューを作成する。 

２．授業への出席率と研究への積極的な取り組みが求められる。 

３．レポートなどの提出物と発表資料は期日ごとに提出する。 

教材 

・学生は自己の研究課題に関連した文献を教員の支援により、検索する。 

・教員は必要に応じて、研究テキスト、研究論文、資料を紹介する。 

授業計画 (３０回) 

１-５ 共通性が高く有用な研究課題と手法の代表的な研究例などを用いて講義演習を行う。 

６-11 研究テーマと目的を決定：自己の関連研究において国内外文献のクリティークを行い、研究テーマ・

研究目的を検討し、研究に関する社会的ニーズの分析・研究の新規性、独創性・社会的価値・研究倫

理を明確にする。 

12-14 研究デザインの選定、論文レポートと研究方法の適切性・妥当性を具体的に検討 

15-16 研究目的を達成するために実行可能なデータ収集法を選択 

17-19 データ分析法の選択 

20-21 研究プロセスにおいて研究の精度を保つ質管理方法 

22-26 研究計画書を作成 

27-28 「研究計画発表会」の準備 

29-30 発表した研究計画の評価に基づいて修正し、研究計画書を完成 

評価方法 

課題についてプレゼンテーション50%、討議・ディベ－ト50% 

評価基準 

科目の到達目標の到達度により評価 



 
 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．学術誌での原著論文の水準を確認できる     

２．研究テーマと目的について社会的ニーズの分析・研究の新規性・独創性・社会的価

値・研究倫理を明確にし、研究テーマと目的を決定できる 
    

３．適切な研究デザインを選択し、研究の具体的な方法を決定できる     

４．研究データ収集方法の具体化とデータ分析方法を決定できる     

５．研究プロセスにおける質管理方法を理解し活用できる     

６．発表に適切な準備の上で「研究計画発表会」で発表し、質疑に適切に対応できる     

７．看護実践の改善、変革への提言のために新しい知見が得られる研究計画書を作成

できるように進める。 
    

８．博士論文の計画審査の準備ができる     

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DF9202 助産学特別研究 DⅡ ２年/通年 ２ 

担当教員 課程 

杉下佳文 博士後期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

本研究では、助産学およびリプロダクティブヘルス看護学の質保証をめざし、看護活動の改善・改革のた 

め先進的な課題で実践的研究に取り組む分野としている。国内外で研究を広げ革新的なケアプログラムの開

発やケアシステムの開発などを行う。またグローバルな研究によって専門的で高度な実践と研究の相互発展

を促進させる研究者や看護教育者になるために、特別研究Ⅱでは、特別研究ＤⅠで示した研究領域の選択内

での各自が設定した研究計画に沿って研究を実行しながら論文を作成する。さらに、国際学会に発表し、論

文を学術学会誌に投稿するための準備ができる。 

授業内容 

本授業内容は、特別研究ＤⅠで示した研究領域の選択内での各自が設定した研究計画に沿って研究を進め 

る。研究データの収集、データの分析、精度の高い結果を導き、その解釈、妥当性を検討、十分な文献によ 

る考察、結論を導く。「中間発表会Ⅰ」で評価を得て論文を修正、論文の全体的な計画を実行しながら論文

を完成する。 

 具体的には助産学およびリプロダクティブヘルスに関して、海外文献を抄読し、国内文献クリティークか

ら文献レビューして知見をひろげ、倫理的問題や心理的ケア、ケアシステム研究に着目した授業展開であ

る。 

【担当教員の指導目的・指導の焦点・指導方法・研究テーマ】 

① 助産やリプロダクティブヘルスに関して、なかでも周産期周辺の母子関係、母乳育児支援、産褥期の母

親役割、思春期の性行動と親性、性教育と親役割達成、などの性と生殖の健康に関わる研究疑問に対す

る質のよい看護援助法を探求する。  

② 研究テーマは母乳育児支援、周産期周辺の母子関係などに関する研究に取り組む研究領域では、リプロ

ダクティブヘルスに関して、なかでも周産期周辺の母子関係、母乳育児支援、産褥期の母親役割、思春

期の性行動と親性、性教育と親役割達成などの性と生殖の健康に関わる研究疑問に対する質のよい看護

援助法を探究する。博士課程ではこれらの臨床疑問について、質的・量的に探究する研究手法を用い、

看護援助法の開発や概念研究の研究過程の講義をする。 

留意事項 

１．国内外の文献などから情報収集を行い、文献レビューを作成する。 

２．授業への出席率と研究への積極的な取り組みが求められる。 

３．レポートなどの提出物と発表資料は期日ごとに提出する。 

教材 

・学生は自己の研究課題に関連した文献を教員の支援により、検索する。 

・教員は必要に応じて、研究テキスト、研究論文、資料を紹介する。 

授業計画 (３０回) 

学生の個別研究 

研究プロセスにおけるレポート作成・発表・討論を継続し、研究を進める。 

１- ２ 研究計画の審査を経て、研究倫理審査承認を得て、研究計画に沿って研究の実施準備 

３-６ 研究の精度を保つ方法でデータを収集 

７-11 効率的なデータ入力方法、適切なデータ分析方法によって、研究結果について信頼性と妥当性を検討 

して図、表を加えて文章化 

12-16 研究結果に基づいて、副論文について適切な考察と結論を導き論理的にまとめ 

17-23 研究目的から結論までの論旨一貫性と信頼性・妥当性を検討 



 
 

24-25 「中間発表会Ⅰ」において適切な準備の上で発表・討論 

26-28 論文の発表会の評価に基づいて論文の修正 

29-30 論文を学術誌に投稿する準備 

評価方法 

課題についてプレゼンテーション50%、討議・ディベ－ト50% 

評価基準 

 研究の推進、データの収集・分析、データ分析内容に即した論文の作成、学会発表、学内中間発表の発表 

内容の精度、内容、評価 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．博士論文研究計画書審査に合格することができる。     

２．研究倫理審査申請書の提出ができる。     

３．研究計画に沿って精度を保つ方法でデータが収集できる。     

４．適切なデータ分析方法によって研究結果の信頼性と妥当性を検討できる。     

５．分析に基づいて研究目的から結果・考察を適切に導くことができる。     

６．博士論文中間発表会Ⅰで発表し、質疑に適切に対応できる。     

７．国際学会等において発表する準備ができる。     

８．副論文の学術誌投稿を目指して研究を進めることができる。     

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

DF9301 助産学特別研究 DⅢ ３年/通年 ２ 

担当教員 課程 

杉下佳文 博士後期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

本特別研究DⅢは、助産学の質保証をめざし、看護活動の改善・改革のための先進的な課題で実践的研究

に取り組む分野である。国内外で研究を広げ革新的なケアプログラムの開発やケアシステムの開発などを行

う。またグローバルな視点による研究によって専門的で高度な実践と研究の相互発展を促進させる研究者や

看護教育者になることを目指す。独創性があり先駆的な博士論文としてまとめることができる。 

授業内容 

助産学においての特別研究ＤⅡの研究経過に基づいて、研究結果をまとめ、適切な考察と結論を導き論文

をまとめる。研究目的から結論までの論旨一貫性と信頼性・妥当性を検討、博士（看護学）論文発表会後、

論文の修正をし、学会誌に投稿する。具体的には、臨床研究のケア評価などから、科学的なエビデンスに基

づき看護の問題や関連する施策の改善に寄与し、研究結果から、汎用可能で、かつ、教育的にも有用な研究

成果を期待できる研究方法ができるようにする。そして，学生が周産期の研究結果から、理論を用いた検証

方法を学ぶことで、さらに自己の研究を深められるようにする。 

留意事項 

１．現場志向型研究の過程と方法を修得する。２．論理的・分析的思考に基づいた論文作成 

３．期日までに論文を仕上げる 

教材 

・学生は自己の研究課題に関連した文献を教員の支援により、検索する。 

・教員は必要に応じて、研究テキスト、研究論文、資料を紹介する。 

授業計画 (３０回) 

１-６ 特別研究ＤⅡの研究経過に基づいてさらに研究結果を見直し、適切な考察と結論を記述 

７-14 研究目的から結論までの論旨一貫性と信頼性・妥当性を検討 

15-16 「中間発表会Ⅱ」において適切な準備の上で発表・討論 

17-20 発表した論文の評価に基づいて修正 

21-30 博士論文としてまとめ、「最終発表会」で発表 

評価方法 

課題についてプレゼンテーション50%、討議・ディベ－ト50% 

評価基準 

独創性があり先駆的な原著論文を作成する。 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１． 博士論文の作成に向けて研究を進めることができる．     

２．学術集会への発表など研究成果を報告することができる．     

３．研究成果として独創性・新規性・社会的価値について述べることができる．     

４．独立した研究者としての能力を備え、幅広く深い知識を基盤としたさらなる 

研究を展開することができる． 
    



 
 

 



 

 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MA0101 看護学研究法特論 M  １年/前期 ２ 

担当教員 課程 

 伊藤千晴 篠崎恵美子 天野薫 正司孝太郎   博士前期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

研究の基本的なデザインを学び、自立した実践リーダー・管理者・教育者になるために看護の実践や教育

の場において専門的な知識・技術の向上、ケアプログラムやケアシステムの改善・開発など実践的研究活動

が行われるようにする。国内外の文献で、先行研究のレビューをして、研究の新規性・独創性・社会的価値

を考慮した研究テーマと研究目的に合致する研究デザインを選択する。 

 研究の方法として疫学的手法を取り入れた量的研究法、質的研究法、実験的研究法、混合研究法を学び研

究の進め方、研究デザインの組み立て方、倫理的配慮と申請方法、データの収集方法、考察、結論の書き方

を含めて研究プロセスにおける研究の質管理方法、研究論文作成方法について学修する。 

授業内容 

基本的な研究方法とその研究プロセスを学習し、同時に研究者の責任（マナー）や倫理的配慮について理

解する。研究テーマ・研究目的について社会的ニーズの分析・研究の新規性・独創性・社会的価値・研究倫

理を検討する。 

 研究計画書の作成において文献検索（英論文・和論文）から国内外の研究論文を研究方法の妥当性・信頼

性を評価する能力を養う。適切な研究データ収集法、研究スケジュールを含めて研究の実施計画、研究過程

における研究の量や質を高めるためにデータの管理と解析方法を検討し､具体的で実行可能な研究計画書作

成の準備をする。基本的研究方法を量的研究方法と質的研究方法に分け、それぞれにその特徴とプロセスを

学習する。学習した基本的研究方法の妥当性・信頼性の見地から、文献クリティークすることを試みる。研

究計画発表会に向けて、研究倫理を踏まえた研究計画を検討することができる。 

１．基本的な研究方法と研究プロセスが説明できる。 

２．研究者の責任や倫理的配慮について説明できる。 

３．文献のクリティークの方法について説明できる。 

 

（オムニバス方式／１５回  伊藤千晴 3 回 篠崎恵美子２回 天野薫５回 正司孝太郎５回 

留意事項 

１．英語論文を含む科学的な文献などから情報収集と分析、論理的な文章化が求められる。 

２．レポートなどの提出物は期日ごとに提出する。 

３．授業への出席率と授業毎の復習、研究への積極的な取り組み、行動力が求められる。 

教材 

教科書 

各自必要な文献を用いること。そのため、特に教科書は指定しない。 

参考書、参考資料等 

１．教員が必要に応じて研究テキスト・研究論文・資料を紹介する。 

２．学生は自己の研究課題に関連した参考文献は自身で検索する。 

授業計画 (１５回) 

1 看護研究とは（篠崎） 

2 研究方法概論（篠崎）                                     

3 研究倫理  （伊藤） 

4 量的研究方法（１）：量的研究の特徴とアプローチ  （正司） 

5．量的研究方法（２）：研究課題、仮説、研究デザイン①（実験）（正司） 

6 量的研究方法（３）：研究デザイン②  （正司） 

7 量的研究方法（４）：研究のプロセス  （正司） 

8 量的研究方法（５）：量的研究における文献クリティーク  （正司） 

9 質的研究方法（１）：質的研究の特徴、質的研究のアプローチ（記述民俗学、現象学）（天野） 

10 質的研究方法（２）：質的研究のアプローチ（GTA、質的統合法、内容分析）（天野） 

11 質的研究方法（３）：質的研究のプロセスと方法 （天野） 

12 質的研究方法（４）：質的研究の評価基準 （天野） 

13 質的研究方法（５）：質的研究のクリティーク（学生による発表・討議）（天野） 

14 倫理審査申請書・修士論文・博士論文の書き方、論文構成  （伊藤） 

15 まとめ（伊藤） 



 

 

評価方法 

発表、討議への参加度、レポート 

伊藤 20点 篠崎 10点 天野 35 点 正司 35点 
 

評価基準 

科目の到達目標の到達度により評価   

Ａ(100～80点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60 点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．基本的な研究のデザインと研究デザインの基礎を学ぶことができる。     

２．基本的な研究方法とプロセスが理解できる。     

３．研究者の責任や倫理的配慮について説明できる。     

４．研究の課題について国内外の先行研究をレビューし、新規性・独創性・社会的価

値のある研究デザインを検討することができる。 
    

５．自身の論文作成に結び付けて、倫理的配慮を充分に踏まえた計画書作成の準備が

できる。 
    

 



 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MA0201 疫学統計学ＭⅠ (必修) 1年/前期 2単位 

担当教員 課程 

箕浦 哲嗣 博士前期課程 
 

授業計画詳細 

授業目的 

パソコンの発達・普及とともに、保健師や看護師が自ら収集したデータを簡単に分析できるようになりま

した。しかしながら統計学を修得していなければ、分析方法の選定や分析結果の解釈は不可能であり、最悪

の場合には、間違った結論を導いてしまう危険さえあります。 

医療、看護および保健の分野で必須である統計学について、量的研究の論文を読解できるようになること

を目的に、記述統計および推測統計を理解してもらいます。また、医療分野で多く使われている多変量解析

に関しても、重回帰分析を中心に教授します。 

 

授業内容 

本講義は記述統計だけでなく、推測統計の基本である母平均・母比率の推定、平均値の差の検定および比

率の差の検定、さらに重回帰分析をはじめとする多変量解析の初歩までを範囲として、実際に Excel、SPSSあ

るいは EZR を用いて計算しながら理解を深めます。また、自身の研究で参考となる論文を正しく読みこなせ

るよう、可能な限り毎回、先行研究の PDFファイルを授業支援 CMSにアップロードしてください。 

留意事項 

1.授業に積極的に参加する 

2.授業内容について事前に情報を収集し、必要に応じて分析を試みる 

3.授業内容を自己の研究の計画立案や実践に反映させる 

教材 

授業支援 CMS（担当教員が準備します）より PDF ファイルを事前に配布します。印刷物も配付します。 

授業計画(15回) 

第1回  統計学の基本的概念（保健統計の必要性、データの種類） 

第2回  記述的解析（度数分布、特性値、散布度、質的データの記述的解析） 

第3回  記述的解析（グラフの作成、統計的推論の準備）と論文上の標記の解釈 

第4回  分布（色々な分布、確率分布、正規分布の基礎） 

第5回  統計的推論（母集団平均の点推定と区間推定、割合の推定） 

第6回  統計的推論（割合の推定）、仮説検定の考え方 

第7回  平均値の差の検定（母集団と標本とのつの比較） 

第8回  平均値の差の検定（２つの母集団の平均値の差の検定） 

第9回  分散分析法、ノンパラメトリック検定 

第10回  比率の差の検定（分割表による検定、カイ二乗検定） 

第11回  相関と回帰、母相関検定 

第12回  各種検定の演習 

第13回  重回帰分析、ロジスティック回帰分析について 

第14回  EZR による記述統計の算出、各種検定、重回帰分析およびロジスティック回帰分析 

第15回  まとめ 

評価方法 

課題レポート 70％ 講義に対するアクティビティ 30％ 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 



 

 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

保健医療データを統計分析する上で基本となる分布や基本統計量についての理解     

基本的な検定の考え方についての理解     

相関係数と母相関検定の考え方の理解     

多変量解析の初歩についての理解     

     

 



 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MA0301 疫学統計学ＭⅡ (選択) 1年/後期 2単位 

担当教員 課程 

箕浦 哲嗣 博士前期課程 
 

授業計画詳細 

授業目的 

結果には原因がありますが、実際の現象では原因と結果が一対一に対応しているような単純な例はほとん

どありません。様々な要因が重なり合って、一つの事柄を説明しているのが現実です。本講義では、重回帰分

析や因子分析をはじめとする多変量解析法を用いて、複雑に絡み合った物事を分かり易く理解する技術およ

び証明する技術を習得することを目標とします。 

授業内容 

多変量解析（重回帰分析、ロジスティック回帰分析、主成分分析、因子分析、パス解析）を中心とした統計

分析法を演習形式で講義します。また、また、自身の研究で参考となる論文を正しく読みこなせるよう、可能

な限り毎回、先行研究の PDFファイルを授業支援 CMSにアップロードしてください。 

留意事項 

1.授業に積極的に参加する 

2.授業内容について事前に情報を収集し、必要に応じて疑問点の洗い出しを試みる 

3.授業で扱った分析手法を自己の研究の計画立案や実践に反映させる  

教材 

授業支援 CMS（担当教員が準備します）より PDF ファイルを事前配布し、授業当日に印刷物を配付します。 

授業計画(15回) 

第 1回 実際のデータに対するクリーニング方法、高機能テキストエディタの使い方 

第 2回 SPSSの使い方（ケースの選択、値の再割り当て等） 

第 3回 SPSSでの独立サンプルの平均値の差の検定、対応サンプルの平均値の差の検定 

第 4回 SPSSでの一元配置分散分析と多重比較 

第 5回 SPSSでの相関係数の算出と分析、気を付けるべき点 

第 6回 SPSSでのクロス集計とカイ二乗検定、イエーツの連続補正、Fisherの直接確率法 

第 7回 効果量や検出力などの最近重要視されているパラメータの意味 

第 8回 重回帰分析 

第 9回 数量化理論Ⅰ類、ダミー変数の作り方と注意点 

第 10回 ロジスティック回帰分析 

第 11回 主成分分析 

第 12回 探索的因子分析 

第 13回 確証的因子分析と既存の尺度 

第 14回 共分散構造分析の基礎 

第 15回 EZRを使った各種分析と必要サンプル数の算出 

 

評価方法 

課題レポート 70％ 講義に対するアクティビティ 30％ 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

データを分析に適した形に加工出来る     

高機能統計ソフトウェアの仕組みを理解する     

算出される数値を適切に理解し、意味を述べることが出来る     

 





 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MA0401 看護理論特論Ｍ 1年／前期 2 

担当教員 課程 

渡邉順子 博士前期課程 
 

授業計画詳細 

授業目的 

 看護理論の変遷とさまざまな理論の構造と特徴及び限界について知識を深めるとともに、看護理論の活用

方法を探求し、各看護専門領域の実践・教育・研究に不可欠な論理的な思考能力を高めることを目的とする。 

授業内容 

 授業内容は、理論の定義とその生成過程、理論の変遷、看護大理論（発達モデル、ニード論、相互作用モデ

ル、システムモデル、ケアリングモデル等）の特徴、実践の基盤となる中小範囲理論（患者の理解と援助のた

めの発達理論・ニード論・ストレス・コーピング理論、危機介入モデル、ソーシャルサポート・システム論、

症状マネージメントモデル等）、理論および EBNの検索、理論開発の意義、などを含み、討議の積み重ねによ

り論理的思考を習得する。 

留意事項 

１．積極的な姿勢で授業に参加し、自身の考えを他者に伝える工夫をする。 

２．授業の課題について事前に情報収集・分析をしておく。 

３．授業で獲得した知識・技術を自身の実践力強化と研究計画に反映させる。 

教材 

１．筒井真優美（2020）：看護理論家の業績と理論評価 第2版、医学書院 

２．野川道子（2016）：看護実践に活かす中範囲理論、メヂカルフレンド社 

授業計画 (１５回) 

1. 看護理論の意義 

2. 看護理論の定義と用語の理解 

3. 看護理論の歴史的変遷（その１）： 

4. 看護理論の歴史的変遷（その２）： 

5. 看護大理論の構造と特徴（その１）：発達モデル、ニード論、相互作用モデル 

6. 看護大理論の構造と特徴（その２）：システムモデル、ケアリングモデル 

7. 看護理論（大理論）に関する課題の発表と討議（その１） 

8. 看護理論（大理論）に関する課題の発表と討議（その２） 

9. 中小範囲理論の構造と特徴（その１）：ストレス・コーピング理論、危機介入モデル 

10. 中小範囲理論の構造と特徴（その２）：ソーシャルサポート・システム論、症状マネージメントモデル 

11. 看護過程と看護診断分類・看護介入分類・看護成果分類（その１） 

12. 看護過程と看護診断分類・看護介入分類・看護成果分類（その２） 

13. 看護理論（中範囲理論）に関する課題の発表と討議（その１） 

14. 看護理論（中範囲理論）に関する課題の発表と討議（その２） 

15. まとめと課題 （渡邉順子／15回） 

注）授業は 2コマ連続開講を予定している。 

評価方法 

授業中の質疑・討議30％  2.情報収集・分析30％  3.課題に関する資料作成と発表40％ 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 



 

 

到達目標 A B C D 

１．看護専門領域における看護の実践や研究の基礎となる看護理論や看護モデルを理

解し、その特徴と限界について説明できる。 
    

２．看護の具体的な実践の基盤となる中範囲理論の特徴を理解し、具体的な場面でど

のように活用できるのかについて検討できる。 
    

３．看護実践と看護理論と看護研究との相互の関連性について考察し、看護理論の意

義と開発の必要性を検討できる。 
    

４．特定の看護理論を用いて、具体的な事例の看護過程に適用して、その長所・短所を

分析できる。 
    

５．看護理論が看護実践と看護研究にどのように貢献するのかについて説明できる。     

 



 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MA0601 看護倫理特論 M １年/前期 2 

担当教員 課程 

伊藤千晴 博士前期課程  
 

授業計画詳細 

授業目的 

１）看護倫理の意義と歴史的な変遷を土台として、看護倫理の歴史的発展を理解する。 

２）看護者の倫理綱領およびサラＴフライの倫理原則について内容を理解する。 

３）倫理的課題の解決に向けて、基盤となる諸理論・諸概念を理解する。 

４）倫理的課題に対する解決に向けた方法を実践できる。 

５）倫理的課題に対する組織のとりくみについて理解する。 

授業内容 

看護倫理の意義や目的を理解し、現代の医療現場で遭遇する倫理的課題を探求する。また解決に向けて方法

論を理解し、対応策を導き出す。さらに最近の看護倫理の研究動向を知り、議論することで省察する。（全

15回） 

留意事項 

1．授業に主体的に参加することを期待する。 

2．授業の課題について積極的に取り組む。 

教材 

その都度必要な資料は配布する 

＜参考書＞ 

①臨床倫理学 赤林朗、蔵田伸雄、児玉聡、新興医学出版社 

②看護倫理 南江堂 

③看護者の倫理綱領 日本看護協会出版会  

授業計画 (１５回) 

1．感性と倫理・看護倫理の意義と目的・看護倫理教育の歴史 

2．現代の臨床倫理問題 

3．終末期医療における倫理的課題 

4．高齢者の意思決定支援  

5．看護者の倫理綱領とサラ T フライの倫理原則 

6．倫理的問題の解決方法・ナラティブアプローチ 

7．臨床倫理の４分割法を用いた事例展開 

8．4 ステップモデルを用いた事例展開 

9．事例（臨床経験から倫理問題を提起し，解決へ導く） 

10．事例（臨床経験から倫理問題を提起し，解決へ導く） 

11．発表 

12．発表 

13．臨床での看護倫理教育の進め方・組織としての取り組み 

14．看護倫理に関する最近の研究動向 事例検討 

15．看護倫理に関する最近の研究動向 まとめ 

評価方法 

1.授業中の質疑・討議 40％  2.情報収集・分析 30％  3.課題に関する資料作成と発表 30％ 

評価基準 



 

 

Ａ(100～80 点)： 到達目標に達している (Very Good) 

Ｂ( 79～70 点)：  到達目標に達しているが不十分な点がある (Good) 

Ｃ( 69～60 点)：  到達目標の最低限は満たしている (Pass) 

Ｄ( 60点未満)：  到達目標の最低限を満たしていない (Failure) 

到達目標 A B C D 

1．看護倫理の意義と目的を理解する。     

2．倫理的課題の解決に向けた基礎的知識を理解する。     

3．倫理的課題の解決に向けて基盤となる諸理論・諸概念を理解し討議する。     

4．組織としての対策・取り組みについて理解する。     

5． 自身の倫理的価値観を省察できる。       

 



 

 

                                                                                                                                                                                                       

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MA0701 看護管理特論Ｍ 1年/後期 ２単位 

担当教員 課程 

鈴木 正子 博士前期課程 
 

授業計画詳細 

授業目的 

医療組織で良質な看護サービスを提供するために、職場内の看護組織、看護チームの運営や組織力の強化

に必要な知識･技術を学ぶ。 

授業内容 

 医療現場で良質な看護サービスを提供するためには、看護組織、看護チームを構成する個々の看護職員が

役割を認識し、円滑に看護実践を遂行することが求められている。本科目では、看護管理者として、看護組織

力を強化し、効果的･効率的な看護ケアが実践できる知識･技術の修得をめざす。このために、看護管理に関

する知識と諸理論を基盤とする科学的思考力を学び、組織的に問題を解決する方法を修得する。 

留意事項 

授業内容について自己の課題と照合させ、事前に関連文献等に目を通しておき、授業中は積極的に討論が

できる準備をしておくこと。プレゼンテーションは、テーマの理論概説、先行研究や既存資料の観察などを

通した現状分析、自身の体験事例などを統合させて、改善策の提言、看護実践への応用などを含む討議内容

をふまえて課題レポートを作成する。 

なお、本科目の単位修得には、授業時間以外に文献研究、発表時間等、およそ授業時間の 3 倍程度の自己 

学修を要します。 

教材 

必要文献は、必要に応じて提示する。 

（参考書） 

・吉田千文ほか編者：看護管理、5版 メディカ出版 2023年 定価 2,800円 

・井部俊子監修、増野園惠編集：看護管理学習テキスト、第 3版 第 1巻 ヘルスケアシステム論 2023年版、

日本看護協会出版会、定価 2,640円 

・井部俊子監修、秋山智弥編集：看護管理学習テキスト 第 3版 第 2巻 看護サービスの質管理 2023年版、

日本看護協会出版会、定価 4,400円 

・井部俊子監修、手島恵編集：看護管理学習テキスト 第 3版 第 3巻 人材管理論 2023年版、日本看護協会

出版会、定価 4,290円 

・井部俊子監修、勝原裕美子編集：看護管理学習テキスト 第 3版 第 4巻 組織管理論 2023年版、日本看護

協会出版会、定価 3,740円 

・井部俊子監修、金井 Pak雅子編集：看護管理学習テキスト 第 3版 第 5巻 経営資源管理論 2023年版、日

本看護協会出版会、定価 3,850 円 

 

授業計画 (１５回) 

1.病院の看護管理の国内外の動向分析（2回） 

病院看護管理システムの国内外文献の検討から、看護管理の概念と歴史的背景、看護管理の機能について

概観 

2.組織論と組織分析（2回） 

1)組織論、組織の構造、集団の機能、医療・保健サービス提供組織、専門職組織 

2)自施設または提示組織の組織分析（SWOT分析）を実施し、組織の改善策を検討 

3.看護専門職としての人的資源活用（2回） 

1)組織行動論、人間行動学的理論をふまえたアプローチによる効果的な人的資源の活用方法 



 

 

2)専門職とはどうあるべきかを探求し、キャリアに関する理論をとおして自己のキャリア発達と組織にお

けるキャリア開発のしくみを理解 

4.看護サービスの提供（4回） 

1)看護サービスの基本的概念と、看護サービスの提供過程のとらえ方 

2)看護実践における倫理的問題の把握と意思決定や現場でおこる問題の解決手順を理解し、適切な解決策

を検討（演習） 

3)看護サービスの質管理 

質評価の枠組みを学び、提供される看護サービスの安全管理方法、医療・看護サービスの質の評価方法 

5.看護実践におけるリーダーシップ（3回） 

1)集団力学（グループダイナミクス）の機能、看護チームにおけるリーダーの役割、医療チームにおける

看護の役割 

2)看護実践の質を改善するための交渉や組織変革実践のプロセスについて変革理論を含めた理解 

3)看護組織内において、効果的な教育、研修の企画 

6.労務管理（1回） 

労働に関する法規を学び、看護職として心身ともに健康で働くことができるための組織支援の理解 

7.看護をとりまく社会情勢（１回） 

看護に関連する法律や制度の変遷をふまえた近年の社会情勢とその看護政策が職場に及ぼす影響 

（鈴木正子／15回） 

評価方法 

1.授業への参加状況 30%   2.プレゼンテーション 35%   3.課題レポート 35% 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．看護管理に関する知識と諸理論を修得し、科学的思考力をもつ看護実践現場のリーダーとし

て組織力の強化に必要な知識･技術が理解できる。 
    

２．看護専門職の役割と機能を認識し、看護現場でおこる問題の解決手順を理解し適切な解決策

の検討ができる。 
    

３．授業内容を含めて先行研究や既存資料の観察などを通した看護領域における現状分析、自身

の体験事例などを統合させて、論点を伝えることができる。 
    

 



 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MA0801 看護政策特論Ｍ 1年/後期 ２単位 

担当教員 課程 

鈴木 正子 博士前期課程 
 

授業計画詳細 

授業目的 

１）政策と政策決定プロセスに関する基本的な構造を理解できる。 

２）看護・医療に関連する課題を見出し、解決策を提示できる能力を養う。 

３）今後の我が国の看護・医療政策に対して、看護専門職として貢献できる内容を各自の立場で考察できる。 

授業内容 

 特に看護制度と関連する政策課題について看護行政における政策活動や政策的な働きかけの方法、看護サ

ービスに関する将来設計、看護職の政策的役割を探求する。看護の質向上と関係する社会保障のしくみや医

療制度、医療保険制度、介護保険制度、診療報酬制度、医療法、保健師助産師看護師法などの法的基盤を理解

し、看護の質向上と看護職のキャリアアップに伴う処遇改善の課題を明確にし、その課題に効果的に取り組

む政策決定のプロセス、看護行政における政策活動などの方策を提言できる力を涵養する。 

留意事項 

授業内容について自己の課題と照合させ、事前に関連文献等に目を通しておき、授業中は積極的に討論が

できる準備をしておくこと。 

なお、本科目の単位修得には、授業時間以外に文献研究、発表時間等、およそ授業時間の 3 倍程度の自己 

学修を要します。 

教材 

必要文献は都度提示する。 

（参考書） 

見藤隆子他：看護職者のための政策過程入門、2017年、定価 2,090円 

尾形裕也：この国の医療のかたち医療政策の動向と課題 2022年日本看護協会出版会、定価 3,000円 

福井トシ子・齋藤訓子・小野田舞編集：診療報酬・介護報酬の仕組みと考え方【第 6版】、日本看護協会出版

会、定価 3,200円 

田村やよい：私たちの拠りどころ保健師助産師看護師法 日本看護協会出版会 定価 2,200円 

授業計画 (１５回) 

1-2 政策決定の過程と政策提言活動（2回） 

わが国の立法行政について閣法、議員立法を確認し、法律案の成立過程、政策決定のプロセスが理解で

きる。看護政策について具体的な政策決定プロセスが理解できる。また政策決定における職能団体の役

割と課題(日本看護協会や日本看護連盟など，諸団体の活動や今後の課題)を概説する。 

3-4 医療施策と看護政策（2回） 

国民のヘルスニーズと医療法改正を理解し、現状における政策課題が見いだせる。 

5-6 近年の診療報酬・介護報酬改定の要点等を概説する。（2回） 

6-8 課題の抽出・明確化（2回） 

受講者が関心を持っている社会的にも解決が求められる看護・医療政策に関連した課題を抽出

し，受講者間の議論により課題の内容を明確化する。 

8-10看護制度と看護マンパワー（１回） 

保健師助産師看護師法の改正過程を検証し、看護基礎教育の向上と看護専門職としてのあり方を考察

することができる。看護師等の人材確保の促進に関する法律を確認し、看護職員需給見通し、看護職員

確保対策が理解できる 

10-11保健医療福祉制度とヘルスケアシステム（1回） 

保健・医療・福祉の主要な法律を概観し、これらの法律の基盤にたつヘルスケアシステムと現



 

 

状課題が理解できる。 

12-14演習（２回） 

これまでの看護政策論の学びの中から解決策の洗練・プレゼンテーションの作成・リハーサルの内容に基

づき，受講生が抽出・明確化した課に対する提言や要望を文書及びプレゼンテーション資料の形でまと

める。 

看護行政における政策活動などの方策を提言する。 

14-15プレゼンテーション及びディスカッションで作成したプレゼンテーションを発表（2回） 

認定看護管理者に講評してもらう。さらに受講生間でディスカッションを行う。 

（鈴木正子／15回） 

評価方法 

1.授業への参加状況 30%   2.プレゼンテーション 35%   3.課題レポート 35% 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．保健・医療・福祉の主要な法律を概観し、これらの法律の基盤にたつヘルスケアシステムと

現状の課題を理解し、看護政策について具体的な政策決定プロセスが理解できる。 
    

２．国内外の社会保障制度の軌跡を確認し、現在の課題と将来の福祉ビジョンについて検討する

ことができる。 
    

３．社会保障に必要な費用やマンパワー、現状の課題を理解し看護職員需給見通し、看護職員確

保対策について考察できる。 
    

４．ヘルスケアシステムについて看護職として自分の考えをもち、現状における政策課題が見い

だせる。 
    

 



 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MA0901 国際保健看護学特論Ｍ共通 １／後期 2単位 

担当教員 課程 

正司 孝太郎     博士前期 
 

授業計画詳細 

授業目的 

グローバル化の中で、国際的な視点に立って、ヘルス、医療や看護を学ぶ。そのために世界の

様々な地域で行われた健康促進のためのプロジェクトの成果を学習します。それにより、地域ご

との文化的背景を考慮しながら、健康促進・病気予防を行っていくにはどのような方法を取るこ

とができるのかを学びます。 

授業内容 

国や地域によって、その土地独特の健康問題が存在します。それらの健康問題を学びつつ、さ

らにそのような健康問題をどのように解決することができるのかを学習していきます。プレゼン

テーションでは世界中の健康問題を選び、その健康問題に対する防止策・または解決策を考えて

発表してもらいます。 

留意事項 

学生には積極的に質疑・討論に参加することを期待します。 

 

教材 

＜資料＞  

Million Saved: New cases of proven success in global health. Amanda Glassman & Miriam 

Temin. Center for Global Development, 2016. Project Muse. ISBN: 978-1-933286-88-4 

授業計画 (１５回) 

1. アフリカの「髄膜炎ベルト」を横断して髄膜炎 Aを根絶する旅路の幕開け 

2. 不可能を可能に：ボツワナの大規模抗レトロウイルス療法プログラム 

3. 中国におけるがんリスクの低減：肝炎 Bワクチンの均等化 

4. 蚊を一匹ずつ: ザンビアのマラリア制御計画 

5. 子供の健康のための揺るぎない基盤: メキシコのピソ・フィルメ計画 

6. 明るい未来への新たな一歩: ケニアの学校基盤脱虫計画 

7. 蔓延を止め、未来を切り開く: ハイチにおけるポリオ撲滅 

8. 失望から学び、未来への道を切り開く: バングラデシュにおける幼児疾患の統合管理  

9. 全ての人への健康へのアクセス: タイのユニバーサルカバレッジ計画 

10. 健康への投資、地域の力: アルゼンチンのプラン・ナセル 

11. 病気の根源に立ち向かう: ブラジルのプログラマ・サウデ・ダ・ファミリア 

12. 医療従事者を動機づけ、より良い健康を目指す: ルワンダの健康サービスのための実績報酬

制度 

13. 失望からの学び、コストを削減: グジャラート州、インドにおける機関的な出産の費用削減  

14. プレゼンテーション 

15. プレゼンテーション 

 

 

 

 

 

 



 

 

評価基準 

プレゼンテーション５０％ 

授業参加５０％ 

 

Ａ(100～80点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

それぞれの研究の中での国際的な位置づけが理解できる     

グローバル化の中で、国境を越えた看護師の移動の意味、利点と欠点が理解で

きる 
    

世界の看護の動向：それぞれのセクションで学ぶ、ヘルス、医療、看護が理解

でき、世界を総合的に、それぞれの特徴としてとらえることができる。 
    

世界のヘルス、保健、看護をサポートする国際機関、国際的な職能団体や NGO

の役割を理解することができる 
    

国際機関で働くためのヒントを得ることができる     

     

     

 

 



 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MA2101 フィジカルアセスメント特論 M １年/前期 2 

担当教員 課程 

篠崎 惠美子、山口 貴子 博士前期課程  
 

授業計画詳細 

授業目的 

１．フィジカルアセスメントの概念について理解する 

２．看護におけるフィジカルアセスメントの必要性を理解する 

３．生命維持に関するフィジカルアセスメントを実践できる 

４．生活を支えるためのフィジカルアセスメントを実践できる 

授業内容 

様々な疾患の早期発見・予防を目的としたフィジカルアセスメントの知識・技術を修得する。具体的には、看護

実践現場で遭遇する患者の訴えから、インタビュー・フィジカルイグザミネーションにより情報を収集し、アセ

スメントするということを事例により学習する。また各自が事例を作成することにより、患者の訴えに対応し、

生命維持や生活を支えるために必要なフィジカルアセスメントについて理解を深める授業を展開する。 

留意事項 

1．授業に主体的に参加することを期待する。 

2．授業の課題について積極的に取り組む。 

教材 

その都度必要な資料は配布する 

また参考図書などはその都度紹介する 

授業計画 (１５回) 

１ ：フィジカルアセスメント総論：ヘルスアセスメント、フィジカルアセスメント、 

フィジカルイグザミネーション、看護実践におけるフィジカルアセスメント（講義） 

２ ：生命維持に関するフィジカルアセスメント「看護介入の実際」（講義・演習） 

    ①事例をとおして、患者の訴えからアセスメントをするために必要な情報を検討する 

３ ：生命維持に関するフィジカルアセスメント「看護介入の実際」（演習） 

    ②事例をとおして、患者の訴えからアセスメントをするために必要な情報を収集する 

４ ：生命維持に関するフィジカルアセスメント「看護介入の実際」（演習） 

    ③事例に対して集めた情報からアセスメントをする 

５ ：生命維持に関するフィジカルアセスメント「看護介入の実際」（講義・演習） 

    ④事例に対して集めた情報からアセスメントした内容をディスカッションする 

６～８：生命維持や生活を支えるためのフィジカルアセスメントの事例を作成する（演習） 

９ ：生命維持や生活を支えるためのフィジカルアセスメントの実際 （講義・演習） 

    ①各事例についてインタビューとフィジカルイグザミネーションを実施する 

10・11：生命維持や生活を支えるためのフィジカルアセスメントの実際 （講義・演習） 

    ①各事例についてインタビューとフィジカルイグザミネーションを実施する 

12～14：生命維持や生活を支えるためのフィジカルアセスメントの実際 （演習） 

    ②各事例についてアセスメントする 

15 ：看護に必要なフィジカルアセスメントを考える （講義） 

 



 

 

評価基準 

1.授業中の質疑・討議 40％  2.情報収集・分析 30％  3.課題に関する資料作成と発表 30％ 

Ａ(100～80 点)： 到達目標に達している (Very Good) 

Ｂ( 79～70 点)：  到達目標に達しているが不十分な点がある (Good) 

Ｃ( 69～60 点)：  到達目標の最低限は満たしている (Pass) 

Ｄ( 60点未満)：  到達目標の最低限を満たしていない (Failure) 

到達目標 A B C D 

1．フィジカルアセスメントの概念について理解する     

2．看護におけるフィジカルアセスメントの必要性を理解する     

3．生命維持に関するフィジカルアセスメントを実践できる     

4．生活を支えるためのフィジカルアセスメントを実践できる     

5．主体的に学習をすすめることができる     

 



授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MA2201 臨床薬理学特論Ｍ 1年/前期 ２単位 

担当教員 課程 

間宮隆吉 博士前期 
 

授業計画詳細 

授業目的 

現場で使用している主な医薬品について、その開発経緯などを知る。医薬品情報の特徴や利用方法、並び

に代表的な疾患の薬物治療の現状と動向、そして適正使用についても理解する。薬の効果や副作用の理解に

必要とされる薬物体内動態や薬物相互作用、医薬品情報の特徴や利用方法について理解する。また、さらに、

講義で学んだ知識をもとに看護アプローチを立案できる。 

授業内容 

ヒトへの薬物療法を効果的に行える能力を身につけるため、薬物の生体に対する作用機序と共に、生体の

薬物に対する効果反応を理解し説明できるようにする。疾患と重ね合わせることにより薬物の薬効メカニズ

ムを理解し、副作用、相互作用の機序、薬物の保管・管理方法などを理解し、より実践的な知識を身につけ臨

床の場で応用できる力をつける。得た知識を使って、現場における課題を取り上げ、看護アプローチあるい

は臨床研究を考え発表する。 

留意事項 

１．授業に積極的参加を期待する。  

２．授業の課題について事前に情報収集・分析をする。 

３．授業の中で自己の実践力強化と研究計画に反映させる。なお、本科目の単位習得には、授業時間以外に

文献研究、発表時間など、授業時間の３倍程度の自己学習を必要とする。 

教材 

資料等を事前にあるいは講義中に配布する。必要であれば、薬理学の教科書などを持参すること。 

授業計画 (１５回) 予定は変更になることがあります 

１．薬理学（学部講義）からの導入および医薬品開発プロセス 

２－３．医薬品と食品（健康食品）との違いおよび関連する法律、医薬品情報（添付文書など）の読み方 

４－５．薬物体内動態、薬物相互作用、薬の飲み合わせ実験 

６－７．薬に関わる社会問題、薬物乱用（麻薬、大麻、覚せい剤など） 

８－９．医療における多職種連携、社会活動（おくすり教室）など 

１０－１１．薬剤師の業務と看護師と連携 

１２－１３．文献の読み方、探し方（基礎および臨床研究） 

１４－１５．看護アプローチの立案、臨床研究の提案（まとめ） 

評価方法 

１．授業中の発表・質疑・討論 40% ２．レポート 60%から総合的に評価する。 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 
Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 
Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 
Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

現場における課題を取り上げ、看護アプローチや臨床研究を考えることができる。     

現場においてどのように薬剤師と連携できるか考えることができる。     

     

     

 



授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MA2301 病態生理学特論Ｍ 1年/前期 ２単位 

担当教員 課程 

西由紀 博士前期 
 

授業計画詳細 

授業目的 

① 疾患理解のための、病態生理に関する基礎的な知識と考え方を学ぶ。 

② 疾患に対する病態生理の知識を応用し、理解を深める。 

授業内容 

専門的な看護ができる基礎的知識を身につけるために、感染症、膠原病・免疫疾患、代謝・内分泌疾患、消

化器疾患ならびに呼吸器、循環器、腎臓などそれぞれの領域の基本的な疾患についてとりあげ、病態生理に

ついて演習形式で双方向講義を行い、理解を深めて基礎的知識を身につける。 

留意事項 

講義の出席は必須であり、課題についての予習を必要とする。また講義内容について復習し、講義内容に基

づいてそれぞれの疾患を調べ、考察して理解を深める。それぞれの講義の予習ならびに復習において合計４

時間以上を充てることが望ましい。 

教材 

看護のための臨床病態学 第 5版 南山堂(9,680円) ISBN 978-4-525-50515-8 

授業計画 (１５回) 

1. 呼吸器疾患：COPD、気管支喘息、肺癌の病態生理 

2. 循環障害：高血圧、うっ血性心不全、塞栓症、梗塞の病態生理 

3. 消化器疾患１：消化管の癌、炎症性腸疾患の病態生理 

4. 消化器疾患２：肝、胆、膵の癌、肝炎、肝硬変、胆管感染症、膵炎の病態生理 

5. 代謝異常：糖尿病、脂質異常症、痛風の病態生理 

6. 内分泌疾患：各種ホルモンの分泌異常による代表的疾患の病態生理 

7. 泌尿器・生殖器疾患：前立腺の癌および良性腫瘍、糸球体腎炎、腎不全の病態生理、女性生殖器の癌お

よび良性腫瘍の病態生理 

8. 脳・神経系疾患：脳血管障害、神経変性疾患、末梢神経疾患、神経系腫瘍の病態生理 

9. 運動器疾患：骨疾患、関節腫瘍および主要疾患、脊椎・脊髄疾患の病態生理 

10-15.：血管系の変異について各自で論文を検索し、まとめる。各自まとめた内容について授業内で発表す

る。 

 

評価方法 

毎回の講義の出席と質疑 40％、課題に対するレポート提出 60％など積極的参加を総合的に評価する。 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ( 79～70 点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ( 69～60 点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ( 60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

対象の状態、生理学的変化の解釈、臨床看護判断と実践における知識を習得できる。     

基本的な疾患の病態生理が理解でき、それを臨床判断に活かすことができる。     

慢性期疾患の患者の生理学的変化を理解でき、臨床判断に活かすことができる。     

 



 

 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MA2401 発達心理学特論 １年/後期 2 

担当教員 課程 

正司 孝太郎 博士前期課程  
 

授業計画詳細 

授業目的 

発達心理学の主要な理論、概念、および研究手法に関する包括的な理解をすることが目的です。

また、批判的思考、分析スキル、および研究結果を総合的に評価する能力を促進することも目指

します。以下はこの授業の主な目的です。 

１．生物学的、認知的、心理社会的、および生態学的システム理論など、分野内の主要な理論的

視点の概要を理解する。 

２．発達に関連する主要な概念（自然 vs. 養育、継続 vs. 不連続、個人差など）の理解を深め

る。 

３．発達における社会や文化の役割を理解する。 

４．観察および実験的手法など、発達心理学で一般的に使用される研究手法についての知識を深

める。 

５．実証研究の評価を通じて、批判的思考と分析スキルを開発する。 

６．特に研究対象としての子どもや青少年に対する倫理的考慮を検討し促進する。 

７．教育、育児、精神保健などの現実世界の問題に発達理論と研究結果を適用できるように奨励

する。 

８．学生が自分自身の研究提案を開発し、発表する機会を提供する。 

９．発達心理学と神経科学、教育、公共政策などの関連分野の共通点を探究する。 

全体的に、この授業の目的は、人間の一生にわたる発達の複雑さを深く理解し、この知識を意味

のある、影響力のある方法で応用するためのツールを学生に提供することを目的としています。 

授業内容 

この授業では、多くの学生の発達段階である青年期から始まり、一生にわたる人間の発達に関連

する様々なトピックをカバーしています。以下は、この授業で学習するトピックです。 

１．発達心理学の紹介：歴史と主要な理論的視点。 

２．発達の生物学的基盤：遺伝、出生前の発達、出産。 

３．認知的発達：知覚、注意、記憶、言語、推論。 

４．社会的・感情的発達：愛着、社会認知、感情調整。 

５．心理社会的発達：アイデンティティ、自己概念、人間関係。 

６．道徳的発達：道徳的推論と利他的行動。 

７．発達的精神病理学：リスクとレジリエンス要因、一般的な子供の障害。 

８．発達に影響を与える社会的要因。 

９．発達心理学の研究方法：観察、実験、長期的デザイン。 

１０．応用発達心理学：教育、育児、精神保健、公共政策。 

授業の内容は、各分野での現在の研究結果や議論を含み、研究の評価や分析を通じた批判的思考

スキルの開発を重視します。また、発展途上の人口、特に子どもや青少年などの脆弱な人々との

取り組みにおける倫理的考慮についての議論も含まれます。最後に、学生は、個人またはグルー

プで、授業で学んだスキルや知識を適用するために自分自身の研究プロジェクトを考えることが

求められます。 

教材 

テキスト 配布資料 

授業計画 (１５回) 

１．イントロダクション 

２．青年期① 

３．青年期② 

４．青年期③ 

５．誕生前 



 

 

６．乳幼児期① 

７．乳幼児期② 

８．乳幼児期③ 

９．児童期① 

１０．児童期② 

１１．児童期③ 

１２．成人期① 

１３．成人期② 

１４．老年期① 

１５．老年期② 

評価方法 

１．授業時の討論 30％ ２．プレゼンテーション 40％ ３．レポート 30％ 

評価基準 

Ａ(100～80点)： 到達目標に達している (Very Good) 

Ｂ( 79～70点)：  到達目標に達しているが不十分な点がある (Good) 

Ｃ( 69～60点)：  到達目標の最低限は満たしている (Pass) 

Ｄ( 60点未満)：  到達目標の最低限を満たしていない (Failure) 

到達目標 A B C D 

1． 発達心理学における主要な理論的視点を包括的に理解し、各アプローチ

の強みと限界を批判的に評価できるようにする。 
    

2．認知、社会感情、心理社会的発達の核心的なトピックに関する基盤を築

き、この知識を現実のシナリオに適用できるようにする。 
    

3． 発達に関する問いに対して様々な研究方法を使用し、適切な方法と統計

分析を備えた研究プロジェクトを設計・実行できるようにする。 
    

4． 研究における問題点を評価し、強みと弱点を特定し、その結果の意義に

ついて的確な判断・分析ができるようになる。 
    

5．研究結果や理論的議論を、プレゼンテーションの形で明確かつ説得力のあ

る形式で提示し、同僚や教員との建設的な議論に参加しながら、効果的な

コミュニケーションスキルを発展させる。   

    

 



 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MB0101 看護教育学特論Ｍ 1年／前期 2 

担当教員 課程 

篠崎惠美子、伊藤千晴、山口貴子、服部美穂、原好恵 博士前期課程 
 

授業計画詳細 

授業目的 

 教育学や教育心理学などの諸理論を基盤として、看護教育学に関する基礎的概念や理論を修得し、基礎看

護教育における基礎的知識、看護ケア技術、臨地実習での指導方策を探求する。合わせて、諸理論や EBN な

どの先行文献をクリティークすることにより、効果的な教育方法や教材の開発法などについて探求する。 

授業内容 

看護教育の現状と課題、看護教育制度と課程の変遷、看護学カリキュラム作成のプロセス、学習理論と学習

方法、教育評価、看護技術および臨地実習に関する教育指導法などについて、先行文献を提示しながら講義

する。（オムニバス方式／15回） 

留意事項 

１．授業に積極的参加を期待する。 

２．授業の課題について事前に情報収集・分析をする。 

３．自己の実践力強化と研究計画に反映させる。 

教材 

必要に応じてその都度提示及び配布する。 

参考書： 

１．杉森みど里・舟島なをみ（2021）．看護教育学 第７版，医学書院． 

２．近藤潤子、小山真理子訳（1988）．看護教育カリキュラム，その作成過程，医学書院． 

３．Kolb, D. A.（1984）. Experiential Learning: Experience as the Source of Learning and Development, 

Prentice-hall, New Jersey. 

４．佐藤みつ子，宇佐見千恵子，青木康子（2009）看護教育における授業設定 第 4版，医学書院 

５.池西静江，石束佳子（2022）看護教育へようこそ 第 2 版，医学書院． 

授業計画 (１５回) 

１ 看護教育の現状と課題                           （篠崎恵美子／１回） 

２-３ 看護教育制度と看護教育課程の変遷                   （篠崎惠美子／２回） 

４-６ 看護学カリキュラム作成のプロセス                                     （山口貴子／３回） 

７—８ 学習理論と学習方法                                               （伊藤千晴／２回） 

９ 教育評価                                                            （伊藤千晴／１回） 

１０－１２ 看護技術教育と学習                                               （原好恵／３回 

１３－１５ 基礎看護学の位置づけと臨地実習の展開                              （服部美穂／３回） 

評価方法 

1.授業中の質疑・討議40％  2.情報収集・分析30％  3.課題に関する資料作成と発表30％ 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１． わが国の看護教育制度の歴史的発展にみられる特徴と課題について分析できる     

２．看護学カリキュラム作成のプロセスを理解し、現行大学のカリキュラムをクリテ

ィークできる。 
    



 

 

３．学習理論について理解できる。     

４．看護技術に関する教育の評価方法を理解し、考察することができる     

５．看護技術に関する教育の指導案の基礎的知識を理解し、考察することができる     

 



 

 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MB0201 看護教育学演習Ｍ 1年／後期 2 

担当教員 課程 

篠崎惠美子、伊藤千晴、山口貴子、服部美穂、原好恵 博士前期課程 
 

授業計画詳細 

授業目的 

 看護教育学特論 M の学習を踏まえ、授業展開方法や演習展開方法、目的に応じた教育評価や実習評価方法

などの演習を通して学修し、効果的な教育方法や教材の開発法、及び評価法などを先行研究やエビデンスに

基づいて探求する。看護学生の看護実践能力、問題解決能力、判断能力などを高める教育・実習指導法とその

効果を測定する評価法を模索すると同時に、看護学教師としての教育力を発展させ、自己の研究課題や研究

計画に反映させる。 

授業内容 

１．教育研究のエビデンスに基づく看護学生の特性の理解 

２．目的に応じた授業案の設計法と教育評価法 

３．教材の解発のプロセスとその効果測定尺度の開発 

４．アセスメント技術、看護基礎技術、倫理教育の授業展開法とその評価法 

５．問題解決過程の思考過程（臨床判断能力を高める）を重視した授業指導 

６．評価の目的に応じた実習評価法 

７．臨地実習指導者の教育指導と実習環境間との調整 

８．まとめ  

留意事項 

１．授業に積極的参加を期待する。 

２．授業の課題について事前に情報収集・分析をする。 

３．自己の実践力強化と研究計画に反映させる。 

教材 

必要に応じて適宜使用  

参考テキスト 

１．杉森みど理・舟島なをみ（2021）．看護教育学 第７版，医学書院． 

２．近藤潤子、小山真理子訳（1988）．看護教育カリキュラム，その作成過程，医学書院． 

授業計画 (１５回) 

授業はオムニバス方式、一部共同して展開する。 

1-2 教育研究のエビデンスに基づく看護学生の特性の理解           （篠崎恵美子／２回） 

3-6 教材の開発のプロセスとその効果測定尺度の開発             （篠崎恵美子／４回） 

7-12 目的に応じた授業案の設計法と教育評価法                （原好恵／６回） 

13-18 アセスメント技術に関する授業展開法とその評価法            （山口貴子／６回） 

19-24 看護基礎技術に関する授業展開法とその評価法             （服部美穂／６回） 

25-27 倫理教育に関する授業展開法とその評価法                （伊藤千晴／３回 

28-30 問題解決過程の思考過程（臨床判断能力を高める）を重視した授業指導    （伊藤千晴／３回） 

評価方法 

1.授業中の質疑・討議40％  2.情報収集・分析30％  3.課題に関する資料作成と発表30％ 

評価基準 



 

 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．一単元の授業設計の作成プロセスについて理解ができる。     

２．各自でアセスメント技術、看護基礎技術、倫理教育の授業案を作成できる。     

３．グループワークにおけるファシリテーターの役割をとることができる。     

４．看護教育における実習指導の意義と実習評価上の留意点をあげ説明できる     

５．知識、技術、態度などの目標達成に向けての具体的指導法を討議することができ

る。 
    

 



 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

ＭＢ0301 看護教育学演習ＭⅡ １年/前・後期 ２ 

担当教員 課程 

山口貴子 服部美穂、原好恵、篠崎惠美子 伊藤千晴  博士前期課程 
 

授業計画詳細 

授業目的 

 看護実践能力は看護教育において基盤を形成し、また生涯にわたり個々の能力を維持・向上させることが

求められる。この科目では基礎教育および継続教育における看護実践能力育成のための教育の能力を強化す

ることを目指す。具体的には次の２点である。 

１）看護基礎教育における臨地実習での実習指導を体験し、看護学実習の意義や目的・目標到達のための効

果的な指導方法の実際を学ぶ。これらの体験を振り返ることで看護者としての倫理観の育成や、看護学

実習指導に関する自己の課題を明確にする。 

２）看護実践現場での継続教育の現状について文献検討し、継続教育における課題を明確にする。 

授業内容 

看護教育学特論 M、看護教育学演習 Mなどで学んだ内容を踏まえて、看護基礎教育を受ける学部生への臨地

実習に参加し、担当教員とともに学生への指導の計画・評価を行う。 

臨地実習の指導案を作成し、教員とともに指導を振り返ることで、看護学実習の意義や目的・目標到達の

ための効果的な指導方法の理解を深める。具体的には教員の指導のもとで以下のことを行う。１）学内で授

業案（実習指導案）・教育評価の方法などの検討 ２）臨地実習での学生指導 ３）臨地実習指導終了後に学

生の評価を検討する。臨地実習での教育指導の体験を振り返り、看護学実習の意義、看護者としての倫理観

の育成、看護学実習指導に関する自己の課題を明確にする。 

また、看護実践現場での教育能力を強化するために、１）看護実践現場での継続教育の現状に関する文献

検討 ２）看護実践現場での継続教育の課題の考察および発表・討議を行う。 

留意事項 

１．学内および実習現場での学習に積極的に参加し、現場の指導者・スタッフの協力が得られるようにする 
２．提示された事前課題については、期日までにまとめて積極的に教員から指導を受ける 
３．臨地実習での教育指導体験を振り返り、自己の課題を明確にし、発表・討議する 

４．看護実践現場での継続教育の現状と課題について考察し、発表・討議する 

教材 

必要に応じて適宜使用する 

 

授業計画 (１５回) 

1－8 臨地実習における授業案の作成               （山口貴子、服部美穂、原好恵） 

   実際に指導を行う看護学実習について 

・目的・目標の明確化 

   ・指導対象となる学生の学生観の明確化 

   ・授業案の作成（学習目的、教授方法、場所、教材・教具、評価など） 

9－24 臨地実習指導             （篠崎惠美子、伊藤千晴、山口貴子、服部美穂、原好恵） 

   ・教員とともに実際に指導を行う臨地実習について打ち合わせを行う 

   ・担当する臨地実習に参加する 

   ・事前に作成した実習指導案をもとに、学部生への指導を行う 

   ・学部生への指導の報告を教員へ行う  

25 臨地実習での教育指導の体験の振り返りおよび自己の課題の明確化の発表・討論・まとめ 

                               （山口貴子、服部美穂、原好恵） 

・臨地実習での教育指導を振り返る 

・看護学実習の意義を探求する 

・看護学実習指導に関する自己の課題を明確にする 



 

 

26-27 看護実践現場における継続教育の基本的な考え方                 （原好恵） 

   ・継続教育の定義  

   ・継続教育の対象 

   ・継続教育の範囲 

   ・継続教育の基準 

28-29 看護実践現場における継続教育の現状に関する文献検討              （原好恵） 

   ・継続教育の現状・実態について文献検討する 

   ・現状を分析し、課題を見いだす 

30 看護実践現場における継続教育の課題の発表・討議                 （原好恵） 

   ・文献検討をもとに継続教育の課題を考察する 

   ・継続教育の現状と課題を発表し、討論する 

評価方法 

５つの到達目標について事前課題 60％、看護学実習への積極的な参加状況 20％、事後課題 20％で評価する 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．看護教育学特論 M、看護教育学演習 Mなどで学んだ内容を踏まえて、看護基礎教育

を受ける学部生への臨地実習における授業案を作成することができる 
    

２．看護基礎教育の看護学実習において目的・目標到達のために効果的な指導ができる     

３．看護学実習の指導体験をもとに、看護学実習の意義、看護者としての倫理的態度の

教育、看護学実習指導に関する自己の課題を明確にすることができる 
    

４．看護実践現場での継続教育に関する現状を把握し、今日的な課題を見いだすことが

できる 
    

５．見いだされた継続教育の課題について考察することができる     

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MB9101 看護教育管理学特別研究 MⅠ 1年／通年 4 

担当教員 課程 

篠崎惠美子、伊藤千晴、山口貴子、原好恵 博士前期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

本研究目的は看護教育・看護管理の質保証をめざして、看護活動の改善・改革のための先進的な課題で実

践的研究に取り組む、看護教育学・看護保健管理学の領域を看護教育管理学分野としている。その分野で広

い視点が持てるように、分野で指導を行う。学生は分野の中から主指導教員を選び、その教員と相談して副

指導教員を選択する。専門的視点から科学的思考力と研究能力を持った、看護の実践リーダー・管理者・教育

者として社会貢献できる高度専門職業人となるために必要な研究能力を身につける。適切で実行可能な研究

計画書を作成し、研究計画発表会での発表を目指す。 

授業内容 

本授業科目は看護の質保証を重視して、専門性の高い看護を行うための科学的な知見を明らかにしていく

ために、看護の現象をよりとらえやすい諸要素に分解し、それらの要素間にどのような関連があるのかにつ

いての枠組みを明確化し、看護の実践に有用な研究を行う。 

研究は分野の広い視野を基盤として個別研究を行う。看護の改善・改革のために、看護サービスの提供方

法、看護システム、看護教育内容と展開方法などについて取り組む。研究の過程を理解し、研究計画書を作成

する。研究の課程は、①研究テーマと目的の決定、②研究倫理を含めた研究デザインの選定、データ収集法、

③データ分析法、④研究の精度を保つ質管理方法、⑤修士論文計画書を完成する。 

授業は、学生が広い視野をもつために分野の教員が学生のテーマに合わせて討論を主体として講義を含め

て展開する。学生主体で研究過程に沿って取り組み、教員は上記①～⑤に沿って指導する。 

看護教育領域では、看護教育および基礎看護領域における独自の研究テーマ・方法を含む研究計画書を作

成する。 

（篠崎惠美子） 

研究テーマは、フィジカルアセスメント、臨床の看護実践家のアセスメント教育、基礎看護実習に関する

振り返り、学び、模擬患者による解釈モデル効果の経時的特徴、看護技術に関する研究、臨床と教育の両者が

求める呼吸に関すフィジカルアセスメントに関する課題を探求する。 

（伊藤千晴） 

研究テーマは学生に基礎看護学実習に関する研究、フィジカルアセスメントに関する研究、看護の歴史、

新人看護師の研究と倫理教育の歴史的変遷ついての研究を行う。 

（山口貴子） 

研究テーマは、診療援助技術・生活援助技術・フィジカルアセスメントなどの看護技術に関する研究、看護

技術教育に関する研究を行う。 

（原好恵） 

研究テーマは、診療援助技術・生活援助技術・フィジカルアセスメントなどの看護技術に関する研究、看護

と形態機能学の関連についての教育研究に関する課題を探求する。 

留意事項 

１．国内外の文献などから情報収集を行い、レビューを作成する。 

２．授業への出席率と研究への積極的な取り組みが求められる。 

３．レポートなどの提出物と発表資料は期日ごとに提出する。 

教材 

・学生は自己の研究課題に関連した文献を教員の支援により、検索する。 

・教員は必要に応じて、研究テキスト、研究論文、資料を紹介する。 

授業計画 



 
 

1 -20 共通性が高く有用な研究課題と手法の代表的な研究例などを用いて、担当教員並びに看護教育管理分

野が紹介し、併せて教授する。 

21-23 研究テーマと目的を決定：（自己の関連研究において国内外文献のクリティークを行い、研究テーマ・

研究目的を検討し、研究に関する社会的ニーズの分析・研究の新規性、独創性・社会的価値・研究倫理

を明確にする。 

24-27 研究デザインの選定、論文レポートと研究方法の適切性・妥当性を具体的に検討                       

28-30  研究目的を達成するために実行可能なデータ収集法を選択 

31-35 データ分析法の選択 

36-41 研究プロセスにおいて研究の精度を保つ質管理方法 

42-48 研究計画書を作成 

49-52 看護学研究科委員会による学生とテーマ関連教員参加の下「発表会」において準備・発表・討論         

53-60 発表した研究計画の評価に基づいて修正し、また看護教育管理学関連教員が参加し助言の

下、研究計画書を完成する。 

評価方法 

１．授業中の質疑・討議 10％ ２．文献クリティーク 20％ ３．情報収集・分析 30％  
４・研究計画書の作成と発表 40％ 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1.研究論文のクリティークができる。     

2.研究テーマと目的について社会的ニーズの分析・研究の社会的価値・研究倫理を検討

し、研究テーマと目的を決定できる 
    

3.適切な研究デザインを選択し、研究の具体的な方法を決定できる     

4.研究データ収集方法の具体化とデータ分析法を決定できる     

5.看護教育管理学分野の看護活動の改善・改革のために新しい知見が予測される研究計

画を研究計画発表会で発表できる 
    

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MB9201 看護教育管理学特別研究ＭⅡ 通年 ４ 

担当教員 課程 

篠崎惠美子、伊藤千晴、山口貴子、原好恵 博士前期課程 ２年 
 
授業計画詳細 

授業目的 

特別研究Ⅱでは特別研究Ⅰの研究計画書に沿って看護教育・看護管理の質保証をめざして、看護活動の改

善・改革のための先進的な課題で実践的研究に取り組む。看護教育学・看護管理学の領域を看護教育管理学

分野としている。その分野で広い視点が持てるように２つの領域でのいずれかにおいて個別専門的視点から

科学的思考力と研究能力と看護の実践リーダー・管理者・教育者として社会貢献できる高度専門職業人とな

るために必要な研究能力を身につける。そのために倫理審査の承認を得て、研究を実施し、中間・最終発表会

で研究について発表する過程を経て、研究論文を完成させる。 

授業内容 

 本授業科目は看護の質保証を重視して、専門性の高い看護を行うための科学的な知見を明らかにしていく

ために、看護の現象をよりとらえやすい諸要素に分解し、それらの要素間にどのような関連があるのかにつ

いての枠組みを明確化し、看護の実践に有用な研究を行う。そのため研究目的を達成するために特別研究Ⅰ

で作成した研究計画に沿って次の①〜⑧の通り研究を進める。研究の精度を保つ方法で①データを収集する。

②効率的なデータ入力方法、③妥当なデータ分析方法によって、研究結果の信頼性と妥当性を検討して図、

表を加えて結果をまとめる。④研究結果データに基づいて、適切な考察と結論を導き論理的にまとめる。⑤

研究目的から結論までの論旨一貫性と信頼性・妥当性を適切に検討する。⑥「修士論文中間発表会」において

評価を受けて修士論文を修正し、完成させる。 

 看護教育領域では、看護教育および基礎看護領域における独自の研究テーマ・方法を含む研究計画書を作

成する。 

（篠崎惠美子） 

研究テーマは、フィジカルアセスメントの教育・実践に関する研究、看護技術教育に関する研究、コミュニ

ケーションスキルに関する研究などである。 

（伊藤千晴） 

研究テーマは、看護教育に関する研究（基礎教育・継続教育）、看護倫理に関する研究などである。 

（山口貴子） 

  研究テーマは、看護技術、看護技術教育に関する研究などである。 

（原好恵） 

研究テーマは、看護技術に関する研究、看護と形態機能学の関連についての教育研究などである。 

留意事項 

１．科学文献などから情報収集と分析、論理的な文章化が求められる。 

２．レポートなどの提出物は期日ごとに行う。 

３．授業への積極的参加と研究への積極的な取り組み、行動力が求められる。 

教材 

１．学生は自己の研究課題に関連した参考文献は自身で検索する。 

２．教員は必要に応じて研究テキスト・研究論文・資料を紹介する。 

授業計画 (60回) 

１-10 研究倫理審査委員会の承認を得て、研究計画に沿って研究の実施準備 

11-20 研究の精度を保つ方法でデータを収集 

21-35 効率的なデータ入力方法、適切なデータ分析方法によって、研究結果の信頼性と妥当性を検討して図、

表を加えて文章化研究結果に基づいて、適切な考察と結論を導き論理的にまとめる 

36-43 研究目的から結論までの論旨一貫性と信頼性・妥当性を検討 



 
 

44-50 「論文発表会」において適切な準備の上で発表・討論 

51-60 発表した論文の評価に基づいて修正し論文を完成する 

評価方法 

１．授業中の質疑・討議 20％ ２．課題に関する作成と発表 80％ 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．倫理審査の承認を得ることができる      

２．研究計画に沿って研究を進め、研究の精度を保ちデータ収集ができる     

３．適切なデータ分析方法によって結果の信頼性を高め妥当な解釈ができる     

４．適切な図表を加えて結果をまとめることができる     

５．研究結果に基づいて適切な考察と結論を導くことができる     

６．研究目的から結論までの論旨の一貫性と信頼性・妥当性が確認できる     

７．「中間発表会」「最終発表会」において、評価を受け、論文を修正することができる     

８．決められた期日までに最終論文を提出することができる     

 



 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MG2101 生涯発達看護学特論 M 1年/前期 ２ 

担当教員 課程 

 山根友絵 宮田延実 深谷久子 中神友子 博士前期課程 
 

授業計画詳細 

授業目的 

生涯発達を遂げる発達段階各期における対象理解を深めるために基盤となる諸理論に基づいて、対象の健

康問題の把握方法や健康増進と質の高い看護実践への適用を探究する。また、対象の最善の利益を保障する

ための倫理的判断に基づき、さまざまな課題を抱える対象に応じた援助方法を考究する。さらに、時代の変

化および日本の文化の中でこれらの理論を応用する上での課題を探求する。 

授業内容 

人間の一生涯を発達のプロセスとしてとらえる生涯発達の観点から、発達段階各期の対象をめぐる現代社

会の特徴をふまえ、人間発達に関する諸理論を用いて対象への質の高い看護実践への適用を探求する。発達

段階各期における対象のさまざまな現代的課題を理解し、倫理的判断に基づき、対象の意思決定、セルフケ

ア能力、QOL の向上をめざした援助方法を探求する。 

１．対象の健康増進に関する諸理論について説明できる。 

２．諸理論と看護学との関係を説明することができる。 

３．関心領域に関連のある理論、概論、現象を分析し、課題を述べることができる。 

４．理論と既存の研究を用いて、対象への援助を考案することができる。 

留意事項 

各回の授業テーマに関する事前学習を主体的に行い、授業に積極的に臨むこと。 

１．関連文献や資料に基づき、プレゼンテーション、ディスカッション等を通して主体的に学びを深める。資

料は前日まで、あるいは当日に配布する。 

２．授業内容に沿った事柄をより深く学習できるよう、授業概要または配布資料に参考資料を記す。 

【事前学習】授業概要または配布資料に記した文献リストにある関連資料に目をとおし、要旨をノートにま

とめる。 

【事後学習】授業内容をもとに自身の専門領域の視点から考察し、A4 用紙 1 枚にまとめる。 

教材 

教科書 

各自必要な文献を用いること。そのため、特に教科書は指定しない。参考書、参考資料等 

開講時、参考文献を提示し、随時授業で資料を配付する。 

服部祥子（2020）：生涯人間発達論第 3 版，医学書院． 

上田礼子（2012）：生涯人間発達学改訂第 2 版増補版，三輪書店． 

舟島なをみ（2017）：看護のための人間発達学第 5 版，医学書院． 

授業計画 (１５回) 

１   オリエンテーション／理論の説明 （講義・討論） （深谷久子） 

２   発達理論（１）フロイト（自我） （発表・GW・討論） （宮田延実） 

３   発達理論（２）エリクソン （発表・GW・討論） （深谷久子） 

４   発達理論（３）ピアジェ （発表・GW・討論） （深谷久子） 

５   発達理論（４）ボウルビー （発表・GW・討論） （深谷久子） 

６   発達理論（５）総括 （発表・GW・討論） （深谷久子） 

７   子どもと家族をめぐる理論の課題学習 （演習） （深谷久子） 

８   発達障害とその支援（１）人間のライフサイクルと発達およびその支援（新生児期・乳児期） 

９   発達障害とその支援（２）人間のライフサイクルと発達およびその支援（幼児期） 

新生児期・乳児期・幼児期の発達過程や複雑な健康問題に応じた適切なケア方法とケアの質評価 



 

 

について検討する．現場で起こりやすい倫理的諸課題に対応するための方法を検討する 

（発表・GW・討論）                          （深谷久子/２回） 

10   発達障害とその支援（３）人間のライフサイクルと発達およびその支援（学童期） 

学童期の発達過程や複雑な健康問題に応じた適切なケア方法とケアの質評価について検 

討する．現場で起こりやすい倫理的諸課題に対応するための方法を検討する 

（発表・GW・討論）                             （宮田延実） 

11   発達障害とその支援（４）人間のライフサイクルと発達およびその支援（青年期）  

青年期の発達過程や複雑な健康問題に応じた適切なケア方法とケアの質評価について検 

討する．現場で起こりやすい倫理的諸課題に対応するための方法を検討する 

（発表・GW・討論）                             （中神友子）                             

12   発達障害とその支援（５）人間のライフサイクルと発達およびその支援（成人期） 

成人期の発達過程や複雑な健康問題に応じた適切なケア方法とケアの質評価について検 

討する．現場で起こりやすい倫理的諸課題に対応するための方法を検討する 

（発表・GW・討論）                                                     （中神友子） 

13   発達障害とその支援（６）人間のライフサイクルと発達およびその支援（老年期） 

老年期の発達過程や複雑な健康問題に応じた適切なケア方法とケアの質評価について検 

討する．現場で起こりやすい倫理的諸課題に対応するための方法を検討する 

（発表・GW・討論）                                                     （山根友絵） 

14   生涯学習者としての経験／ライフサイクルにおけるキャリア発達 （発表・GW・討論）（山根友絵）         

15   学生の修得内容のまとめ、レポート作成 （演習） （山根友絵） 

評価方法 

テーマに沿ったレポート課題の作成、授業中の質疑・発表・GW・討議、授業の参加状況、予習・復習 

深谷 50％ 山根 20％ 宮田 20％ 中神 10％ 

評価基準 

テーマに沿ったレポート作成および授業への取り組み・発表内容・参加状況等から総合的に評価する。 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．人間発達に関する諸理論について理解し、対象の理解・健康増進および看護実践へ

の理論的裏づけに応用できる。 
    

２．科学的根拠に基づいた人間の発達過程や健康状態のアセスメント方法およびケアの

質評価について理論・文献・事例から検討し、対象への適切なケアを探求すること

ができる。 

    

３．諸理論と看護学との関係を説明することができる。     

４．関心領域に関連のある理論、概論、現象を分析し、課題を述べることができる。     

５．理論と既存の研究を用いて、対象への援助を考案することができる。     

６．さまざまな課題を抱えた対象の最善の利益、意思決定、セルフケア、QOL 向上を保

障するための具体的援助方法について提案できる。 
    

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MG2201 生涯発達看護学演習 M 1年/後期 ２ 

担当教員 課程 

山根友絵 宮田延実 深谷久子 中神友子 博士前期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

生涯発達を遂げる対象への看護実践能力の向上をめざし、学生の関心領域において、健康問題をもつ対象

への支援体系の開発・構築の基盤となる援助方法を検討する。 

授業内容 

生涯発達看護学特論 M を基盤に、対象への看護実践能力の向上に寄与する方法を検討する。病棟や外来、

在宅等看護実践をする際に必要となる社会資源やチームアプローチの適用、対象の最善の利益を保証するた

めの具体的方法について検討する。学生の関心の高いテーマについての文献検討や事例検討で得られた示唆

をもとに、対象に貢献できる看護実践モデルや支援計画を考究する。 

留意事項 

各回の授業テーマに関する事前学習を主体的に行い、授業に積極的に臨むこと。 

教材 

必要に応じてその都度提示する。 

授業計画 (３０回) 

（共同方式／30 回） 

1－10  オリエンテーション 

関心領域の国内外の文献検索、文献の整理および文献検討 

    対象の生涯発達を促し、QOL およびセルフケア能力向上を目指した看護実践とその評価      

11－16 総括（発表・GW・討議）  

17－24 さらなる文献や実践事例検討を行うとともに、課題に基づいて、対象への支援体系の開発・構築を

目指した看護実践モデルや支援計画を作成する。 

25－30 総括（発表・GW・討議）    

評価方法 

１．授業中の質疑・討議 40％ ２．情報収集・分析 30％ ３．課題に関する資料作成と発表 30％ 

評価基準 

テーマに沿ったレポート作成および授業への取り組み・発表内容・参加状況等から総合的に評価する。 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．生涯発達を遂げる対象への看護実践について、関心領域に沿って理論・文献・実践

事例から検討することができる。 
    

２．看護実践をする際に必要となる社会資源の活用、および多職種連携によるチームア

プローチ、考慮すべき倫理について検討できる 。 
    

３．対象の特性に応じたケアの特徴とポイント、アウトカムについて理解し、対象に寄

与できる支援方法と評価方法を提案できる。 
    

 



 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MG2301 生涯発達看護学演習 MⅡ 1年/前・後期 ２ 

担当教員 課程 

山根友絵 宮田延実 深谷久子 中神友子 博士前期課程 
 

授業計画詳細 

授業目的 

生涯発達を遂げる対象への看護のケアの質の向上と、人材育成をめざし、１）リーダー能力、２）管理能

力、３）看護実践を支援する教育能力の強化を目的とする。これらの能力について理解し、対象の最善の利益

を保障するための計画的かつ効果的な看護実践の展開方法を学ぶ。そのために、（１）実践リーダー、（２）管

理者、（３）教育支援者の役割・機能の実践力の強化・向上の 3 つの課題について、関連領域におけるフィー

ルドワークおよび学内演習によって展開する。 

授業内容 

あらゆる発達段階および発達状況にある対象への看護における（１）実践リーダー、 （２）管理者、 （３）

教育支援者の役割・機能を果たす能力を理解し、これらの能力の強化および向上をめざす。対象の在院日数

の短縮化が進む中、複雑な問題を抱える対象の最善の利益を守るためのケアの確立、人材育成をする上での

課題について現状を把握し、看護を提供する看護職者への教育支援・キャリア支援についても検討する。2 単

位のうち、1 単位（5 日間）は、病棟・外来・施設等フィールドでの具体的な実施とし、その前（準備）と後

（まとめ）は学内演習を設定する。担当教員の指導のもとに、１）学内でフィールドワークの準備のための文

献検討および討議によるレポート作成、２）フィールドワークにおいては、臨床のリーダーや看護管理者の

指導のもとに、実践の見学・共同実施をすることで、（１）実践リーダー、（２）管理者、（３）教育支援者の

役割の３つの課題を実践する。３）学習内容を深めるためのまとめは学内にて学生主体で教員とともに学生

のレポートに基づいて発表・討論により行う。 

（共同方式／30 回） 

１－４ フィールドワークの準備（文献検討、討議、レポート作成） 

５－12 看護実践の現場におけるリーダーの役割・機能・コンサルテーション能力の向上 

13―22 看護実践の現場における管理者としての役割・機能を果たす実践力の向上 

23－28 看護実践の現場におけるスタッフと看護学生（臨地実習）への教育的支援の実践力の向上 

29－30 上記の 3 つの課題のレポートに基づく発表・討議・まとめ（学内） 

 

留意事項 

各回の授業テーマに関する事前学習を主体的に行い、授業に積極的に臨むこと。 

教材 

必要に応じてその都度提示する。 

授業計画 (３０回) 

（共同方式／30 回） 

１-４ （学内）フィールドワークの準備（文献検討、討議、レポート作成） 

５-12 （実習場）看護実践の現場におけるリーダーの役割・機能・コンサルテーション能力の向上                              

１）受け持ち対象と家族へのケアの質保証を目指したスタッフへのケア支援 

２）医療チーム、他職種との連携調整方法 

３）対象が抱える倫理的問題に対する調整 

４）中間看護管理者としてのリーダーの役割・機能 

13-22  （実習場）看護実践の現場における管理者としての役割・機能を果たす実践力の向上 

１）対象の最善の利益の保障および説明と同意の方法 

２）病棟・外来・施設におけるケアの質を保証するシステム 

３）人材資源管理とキャリア支援 



４）病棟・外来・施設における感染管理・安全管理

５）ケアの可視化および経済的評価

23-28  （実習場）看護実践の現場におけるスタッフと看護学生への教育的支援の実践力の向上

１）スタッフへの教育支援

（１）スタッフの看護実践の評価と支援

（２）新卒および異動看護師への支援

２）看護学生の看護実習における教育支援

実習計画に基づく実習展開における教育支援方法

29-30 （学内）上記の 3 つの課題のレポートに基づく発表・討論・まとめ

評価方法 

１．学内における質疑・討議 20％ ２．実習場での実践状況 50％ 

３．課題に関する資料作成と発表・討議 30％ 

評価基準 

テーマに沿ったレポート作成および授業への取り組み・発表内容・参加状況等から総合的に評価する。

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good)

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good)

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass)

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure)

到達目標 A B C D 

１．看護実践リーダーの役割・機能の理解と対照の最善の利益を保障する看護実践につ

いて理解し、対象に応じた方法で実施できる。 

２．対象が療養している現場における看護管理者の役割・機能，看護の質保証および人

材育成について理解し、現場の状況に応じた方法で実施できる。 

３．看護における教育的機能について理解し、自己能力を判断して現場や対象に応じた

方法で実施できる。 



授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MG4101 エンドオブライフケア看護学特論Ｍ 1年/前期 2 

担当教員 課程 

博士前期課程 

授業計画詳細 

授業目的 

質の高いエンドオブライフケア実践ならびに研究を発展させるために、必要な知識・技術を学修し、理解を

深める。具体的には以下4つの学修目標を掲げる。1．国内外の関連制度、ケア提供システム、疾患・療養場

所の違いによるエンドオブライフケア特徴について理解し、わが国のエンドオブライフケアを巡る医療とケ

アの課題を検討する。2．エンドオブライフケアの定義や基盤となる概念について学修し、理解を深める。

3．エンドオブライフ期にある人々と家族についての対象理解の視点、看護実践に関わる理論、ケアモデ

ル、アセスメント・評価方法について学修し理解を深める。4.エンドオブライフケア実践、教育、研究に関

連する国内外の研究動向を調べ、エンドオブライフケアに関する研究課題を明らかにする。以上の目標をも

って、エンドオブライフケア看護学の科学的思考力と実践力の向上をめざす。 

授業内容 

上記目標達成に向け、以下のとおり学修する。授業は、講義、学生による文献検討を中心としたプレゼンテー

ション、グループディスカッションにより進める。

1．国内外の関連制度、ケア提供システム、疾患・療養場所、発達段階の違いによるエンドオブライフケア特

徴についての講義、学生によるプレゼンテーションに基づき、参加者同士でわが国のエンドオブライフケア

を巡る医療とケアの課題を討議する。 

2．エンドオブライフケアの基盤となる概念について、講義により理解を深めると共に、アドバンス・ケア・

プランニング、事前指示や延命措置に関連した我が国のエンドオブライフケアを巡る課題について参加者同

士で討議する。 

3．学生が自己の臨床経験に基づくエンドオブライフケアに関連する事例をプレゼンテーションし、看護実践

に関わる疑問や課題について参加者同士で討議する。さらに、その臨床事例に関連した、エンドオブライフ

期にある人々と家族についての対象理解、看護実践に関わる理論、ケアモデル、アセスメント・評価方法につ

いて取り上げた国内外の先行研究・文献を検討し、エンドオブライフケア実践、教育、研究の現状と課題につ

いて理解を深める。 

【全 15回】 

・国内外の関連制度、ケア提供システム、エンドオブライフケアが必要とされてきた社会・文化的背景

エンドオブライフケアの定義、基盤となる概念（2回）

・疾患・療養場所、発達段階の違いによるエンドオブライフケア特徴（4 回）

・エンドオブライフケアにおける倫理的課題と意思決定支援（1回）

・臨床経験に基づくエンドオブライフケアに関連する事例、エンドオブライフ期にある人々と家族について

の対象理解、看護実践に関わる理論、ケアモデル、アセスメント・評価方法について取り上げた国内外の先

行研究・文献についての検討・学生による発表（6回）

・まとめ：学修内容のまとめと振り返りにより自己の研究や実践力強化に反映させる（2回）

留意事項 

１．授業への学生の主体的な参加を期待する。 

２．授業の課題について事前に情報収集・分析をする。 

３．自己の実践力強化と研究計画に反映させる。 

なお、本科目の単位習得には、授業時間以外に文献研究、発表準備等、およそ授業時間の 2 倍程度の自己

学習を要します。 

天野　薫



教材 

教科書 

１．谷本真理子・増島麻里子編（2022）：エンドオブライフケア，南江堂 

参考図書 

２．長江弘子編集（2014）：看護実践に生かすエンド・オブ・ライフケア、日本看護協会出版会. 

授業計画 (１５回) 

第1・2回：オリエンテーション 

国内外の関連制度、ケア提供システム、エンドオブライフケアが必要とされてきた社会・文化的背

景、エンドオブライフケアの定義、基盤となる概念（2回） 

第3回：疾患・療養場所、発達段階の違いによるエンドオブライフケア特徴① 

疾患ごとのエンドオブライフケアの特徴、エンドオブライフ期にある人々の全身状態（1回） 

第4回：疾患・療養場所、発達段階の違いによるエンドオブライフケア特徴② 

療養場所ごとのエンドオブライフケアの特徴（1回） 

第5回：疾患・療養場所、発達段階の違いによるエンドオブライフケア特徴③ 

高齢者のエンドオブライフケア（1回） 

第6回：疾患・療養場所、発達段階の違いによるエンドオブライフケア特徴③ 

症状マネージメント（1回） 

第7回：エンドオブライフケアにおける倫理的課題と意思決定（1回） 

第8-13回：臨床経験に基づくエンドオブライフケアに関連する事例、エンドオブライフ期にある人々と家族

についての対象理解、看護実践に関わる理論、ケアモデル、アセスメント・評価方法について取り上

げた国内外の先行研究・文献についての検討・発表（6回） 

第14・15回：まとめ：学修内容を振り返り、自己の研究課題への適用について考察する。（1回） 

評価方法 

1.授業中の質疑・討議40％ 2.情報収集・分析30％ 3.課題に関する資料作成と発表30％

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．国内外の関連制度、ケア提供システムについて理解し、わが国のエンドオブライ

フケアを巡る医療とケアの課題について述べることができる。

２． 疾患・療養場所の違いによるエンドオブライフケア特徴について述べることがで

きる。 

３．エンドオブライフケアの定義や基盤となる概念について述べることができる。 

４．エンドオブライフ期にある人々と家族についての対象理解の視点、看護実践に関

わる理論、ケアモデル、アセスメント・評価方法について理解し、述べることができ

る。 

５．エンドオブライフケア実践、教育、研究に関連する国内外の研究動向を調べ、エ

ンドオブライフケアに関する研究課題を述べることができる。



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MG4201 エンドオブライフケア看護学演習Ｍ 1年/後期 2 

担当教員 課程 

 天野 薫 博士前期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

エンドオブライフ期にある人々の療養環境に応じたケアの展開方法、疾患や発達段階に応じたケアの展開

方法、エンドオブライフ期にある人の全身状態のアセスメント・ケアの評価方法、エンドオブライフケアの

質管理、社会資源活用とチームアプローチ等についての文献検討を通して、質の高いエンドオブライフケア

を実践するための課題や対象理解の視点、方法論について理解を深め、自己の研究課題に活かすことができ

る。 

授業内容 

エンドオブライフ期にある人々の療養環境に応じたケアの展開方法、疾患や発達段階に応じたケアの展開方

法、エンドオブライフ期にある人の全身状態のアセスメント・ケアの評価方法、エンドオブライフケアの質

管理、社会資源活用とチームアプローチ等についての先行研究に基づいて、エンドオブライフケア領域の研

究を概観する。文献検討により、エンドオブライフケアに関する研究領域の知識発展のための研究課題を明

確化することができる。授業は、履修学生の発表、討議を中心に進めていく。 

（全30回） 

・各発達段階にある患者とその家族へのエンドオブライフケアの特徴（2回） 

・一般病棟・緩和ケア病棟でのエンドオブライフケア展開（2回） 

・ホスピス病棟でのケア展開（2回） 

・高齢者ケア施設及び在宅ホスピスにおけるエンドオブライフケア展開（2回） 

・在宅ケア看護におけるエンドオブライフケア展開（2回） 

・エンドオブライフケアの質管理の視点とケアの展開方法（4回） 

・エンドオブライフケアにおけるコミュニケーション技術（6回） 

・エンドオブライフケアにおける臨床倫理（2回） 

・エンドオブライフケアにおける意思決定能力のアセスメントと支援（2回） 

・エンドオブライフケア看護のアウトカム評価方法（2回） 

・エンドオブライフケアにおける社会資源活用とチームケア（2回） 

・まとめ：学習内容のまとめ 討議や発表により自己の研究課題への適用を検討する（1回） 

留意事項 

１．授業への主体的参加を期待する。 

２．授業の課題について事前に情報収集・分析をする。 

３．自己の実践力強化と研究計画に反映させる。 

 なお、本科目の単位習得には、授業時間以外に文献研究、発表準備等、およそ授業時間の 2 倍程度の自己

学習を要します。 

教材 

教科書 

１． Jennifer R. Gray, Susan K. Grove他/ 黒田 裕子 (翻訳)（2023）「バーンズ＆グローブ 看護研究入

門 原著第9版 評価・統合・エビデンスの生成」，エルゼビア・ジャパン 

参考図書 

１．Mary Fran Tracy, Eileen T.O’Grady (著)/中村美鈴、江川幸二（監訳）（2020）「高度実践看護 統

合的アプローチ」へるす出版 

２．谷本真理子・増島麻里子編（2022）：エンドオブライフケア，南江堂 

３．野口美和子「ナースのための質的研究入門」医学書院 

 



 
 

授業計画 (１５回) 

1 授業オリエンテーション（1回） 

2‐3 各発達段階「周産期・学童・青年期・成人期・壮年期・老年期」にある患者とその家族へのエンドオ

ブライフケアの特徴（2回） 

4‐5 一般病棟・緩和ケア病棟でのエンドオブライフケア展開（2回） 

6‐7 ホスピス病棟でのケア展開（2回） 

8‐9 高齢者ケア施設及び在宅ホスピスにおけるエンドオブライフケア展開（2回） 

10‐11 在宅ケア看護におけるエンドオブライフケア展開（2回） 

12‐15 エンドオブライフケアの質管理の視点とケアの展開方法（4回） 

16‐21 エンドオブライフケアにおけるコミュニケーション技術（6回） 

22‐23 エンドオブライフケアにおける臨床倫理（2回） 

24‐25 エンドオブライフケアにおける意思決定能力のアセスメントと支援（2回） 

26‐27 エンドオブライフケア看護のアウトカム評価方法（2回） 

28‐29  エンドオブライフケアにおける社会資源活用とチームケア（2回） 

30 まとめ：学習内容のまとめ 討議や発表により自己の研究課題への適用を検討する（1回） 

評価方法 

1.授業中の質疑・討議40％  2.情報収集・分析30％  3.課題に関する資料作成と発表30％ 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．一般病棟、緩和ケア病棟、高齢者ケア施設、在宅でのエンドオブライフケアの特

徴をいかした実際のケア支援方法を要約できる。 
    

２．患者のエンドオブライフの時期におけるケアニーズの変化をアセスメントとアウ

トカムの評価のポイントを挙げることができる。 
    

３．患者の病態や発達段階に応じたケア展開上のポイントを挙げることができる。     

４．エンドオブライフケアの質管理のポイントを説明できる。     

５．エンドオブライフケアにおける社会資源利用とチームケアの要点を説明できる。     

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MG4301 エンド・オブ・ライフ ケア看護学演習ＭⅡ 1年／前・後期 2 

担当教員 課程 

天野 薫 博士前期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

 本科目は質の高いエンドオブライフケアの提供に必要な実践について理解するとともに、実践の場におけ

るフィールドワークを通して、自己の研究課題を深化・精錬させるための研究力の強化を目指す。具体的に

は、自己の研究課題に沿って、エンドオブライフを生きる人々への実践、倫理調整、意思決定支援等が行わ

れている場に赴き、効果的なエンドオブライフケア実践の展開方法を理解する。エンドオブライフケア実

践、およびエンドオブライフケア領域における知識発展に資する研究課題の深化・精錬に向けた自己の課題

を検討し、研究計画に反映させる。 

授業内容 

 自己の研究課題に沿って、エンドオブライフを生きる人々への実践、倫理調整、意思決定支援等が行われ

ている場に赴き、効果的なエンドオブライフケア実践の展開方法を理解する。エンドオブライフケア実践、

およびエンドオブライフケア領域における知識発展に資する研究課題の深化・精錬に向けた自己の課題を検

討する。 

具体的には以下のように展開する。 

１．学内でフィールドワークの準備のための文献検討と演習計画の作成（5回） 

２．自己の研究課題に沿って、エンドオブライフケアを提供するさまざま施設（緩和ケア病棟、ホスピス、在

宅ホスピス、訪問看護ステーション、ペインクリニック施設）に赴き、フィールドワークは現場のリーダ

ー（専門看護師を含む）と管理者の指導のもとに、実践活動の見学及び指導の下で一部実践（20回） 

３．フィールドワークによる体験学習内容を深めるためのまとめ 

レポート作成、発表、討議(5回) 

留意事項 

１．授業に積極的参加を期待する。 

２．授業の課題について事前に情報収集・分析をする。 

３．自己の実践力強化と研究計画に反映させる。 

教材 

各教員により研究論文を中心に適宜使用。 

授業計画 (30回) 

1-5回：学内で、フィールドワークの準備： 

エンドオブライフケアを提供するさまざま施設（緩和ケア病棟、ホスピス、在宅ホスピス、訪問看護

ステーション、ペインクリニック施設）におけるエンドオブライフケア実践能力を強化する上での課

題、および自己の研究を遂行する上での課題ついて、文献検討ならびに討議により明確化し、演習計

画を作成する 

5-25回：自己の研究課題に沿って、エンドオブライフケアを提供するさまざま施設（緩和ケア病棟、ホスピ

ス、在宅ホスピス、訪問看護ステーション、ペインクリニック施設）に赴き、フィールドワークは現

場のリーダー（専門看護師を含む）と管理者の指導のもとに、実践活動の見学及び指導の下で一部実

践する 

１）エンドオブライフケア施設の受持事例ケアの質保証のためにスタッフへのケア支援 

２）チームケア、他機関との連携調整方法 

３）倫理的調整の方法 

４）意思決定支援  

26-30回：フィールドワークのまとめ、自己の研究課題の精錬・深化、研究計画への反映についての検討

（学内）  

評価方法 

1.授業中の質疑・討議40％、2.情報収集・分析30％、3.課題に関する資料作成と発表30％ 



 
 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．看護実践リーダーの役割と機能および効果的な実施方法について理解できる。     

２．看護実践リーダーの役割・機能を果たす効果的な実施方法について、自己能力を 

判断して現場に有効な範囲で実施できる。 
    

３．看護管理者の役割と機能および効果的な実施方法について理解できる。     

４．看護管理者の役割・機能を果たす効果的な実施方法について、自己能力を判断し 

て現場に有効な範囲で実施できる。 
    

５．エンドオブライフケアにおける教育的機能について理解できる。     

６．エンドオブライフケアにおける教育的機能について、自己能力を判断して現場に有効な範

囲で実施できる。 
    

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MG9101 実践看護学特別研究ＭⅠ １年／通年 ４単位 

担当教員 課程 

山根友絵 宮田延実 深谷久子 天野薫 博士前期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

本科目の目的は、実践看護学（生涯発達看護学領域、エンド・オブ・ライフケア看護学領域）において、科

学的思考力と研究能力を有する看護の実践リーダー・管理者・教育者として社会貢献できる高度専門職業人

となるために必要な研究能力を身につけるために、研究計画書を作成することである。看護活動の改善・改

革につながることをめざして、理論的・実践的な課題を生涯発達看護学特論Ｍまたはエンド・オブ・ライフケ

ア看護学特論Ｍと生涯発達看護学演習Ｍ・ＭⅡまたはエンド・オブ・ライフケア看護学演習Ｍ・ＭⅡおよび共

通科目から学んだ内容を活用して、先進的な課題で実践的研究にとり組む。適切な研究計画書を完成するこ

とができる。さらに、研究倫理審査会への提出をめざす。 

授業内容 

本授業科目は看護の質保証を重視して、専門性の高い看護を行うための科学的な知見を明らかにしていく 

ために、看護の現象をよりとらえやすい諸要素に分解し、それらの要素間にどのような関連があるのかにつ 

いての枠組みを明確化し、看護の実践に有用な研究を行う。 

研究は分野の広い視野を基盤として、２つの領域のいずれかに焦点を当てて個別研究を行う。看護の改善・ 

改革のために、看護サービスの提供方法、看護システム、看護教育などについてとり組む。研究のプロセス 

を理解し、研究計画書を作成する。研究のプロセスは、①研究テーマと目的の決定、②研究倫理を含めた研 

究デザインの選定、データ収集法   ③データ分析法   ④研究の精度を保つ質管理方法   ⑤修士論文計画

書を完成する。 

 

【担当教員の指導目的・指導の焦点・指導方法・研究テーマ】  

（山根友絵） 

 生涯発達看護学の中でも老年期を対象とし、高齢者とその家族への看護に関するテーマの研究を指導する。

超高齢社会における老年看護の動向を踏まえ、在宅高齢者と家族への支援、認知症ケア、高齢者支援におけ

る多職種連携等、学生の関心のあるテーマを探求する。研究方法については、研究テーマに合った手法を取

り入れる。 

（宮田延実） 

生涯発達看護学の中でも、学童期から前思春期の発達段階の子どもを中心として、成長発達にかかわる心

理的変化や相互の関係性をテーマとする研究を指導する。研究手法としては、対象者の現象の量的理解をめ

ざして、量的研究方法を主に用いる。仮説の検証や予測をおこない、要素と要素間の因果的傾向や蓋然性で

表現する。 

（深谷久子） 

生涯発達看護学の中でも特に、こどもとその家族への看護の質の向上と対象者の最善の利益の保障を追究

したテーマとする。発達段階からみたこどもの看護過程、先天性の疾患をもつこどもと家族の看護に関する

研究、NICU におけるファミリーケア・NICU 医療チームと家族の協働、子育て支援、こどもの看護ケアや

家族への支援、健康に課題のあるこどものきょうだい支援、健康に課題のあるこどもと家族がかかえる課題

等、こどもと家族に関連した学生自身が興味関心のある分野の研究を探究する。研究手法としては、看護の

対象者の内的体験を正確により深く理解するための質的研究方法を主に用いる。 

（天野薫） 

がんを含む慢性疾患と共に生きる人々とその家族のエンドオブライフケアに関する研究を指導する。看護実

践経験に基づく研究疑問から、病状が不可逆的に悪化する時期にがんや慢性疾患と共に生きる人々について

の対象理解、意思決定、チームアプローチ等に関わる研究テーマを探究していく。研究方法は、質的研究方法

を主に用いる。 



 
 

留意事項 

１．国内外の文献などから情報収集を行い、レビューを作成する。 

２．授業への出席率と研究への積極的なとり組みが求められる。 

３．レポートなどの提出物と発表資料は期日ごとに提出する。 

教材 

１．学生は、自己の研究課題に関連した文献を教員の支援により検索する。 

２．教員は、必要に応じて研究テキスト・研究論文・資料を紹介する。 

授業計画 (60回) 

１-15  研究疑問の明確化（１）：関心のある臨床場   

研究疑問の明確化（２）：問いの発見 

研究疑問の明確化（３）：問いの洗練 

15-23  文献検討  

国内の文献クリティーク、国内の研究論文のまとめ 

海外の文献クリティーク、海外の研究論文のまとめ  

研究テーマの検討（１）：研究の背景に関する検討 

研究テーマの検討（２）：文献レビューのまとめ 

研究テーマの検討（３）：研究目的と課題の明確化  

研究テーマの検討（４）：研究課題の意義と必要性の検討 

研究テーマと目的を決定：（自己の関連研究において国内外文献のクリティークを行い、研究テー 

マ・研究目的を検討し、研究に関する社会的ニーズの分析・研究新規性、独創性・社会的価値・研究 

倫理を明確にする。） 

24-25   研究方法論の検討（１）：既存の研究アプローチ 

研究デザインの選定、論文レポートと研究方法の適切性・妥当性を具体的に検討 

26-30   研究方法論の検討（２）：研究施設と研究協力者 

    研究方法論の検討（３）：研究協力者の募り方 

    研究方法論の検討（４）：データ収集と分析の方法 

研究目的を達成するために実行可能なデータ収集方法と分析方法を選択 

31-32   研究における倫理的配慮（１）：研究協力者の脆弱性に対する配慮 

    研究における倫理的配慮（２）：個人情報保護のための配慮 

    研究における倫理的配慮（３）：研究参加における不利益に対する配慮 

研究プロセスにおいて研究の精度を保つ質管理方法 

33-34   研究計画書の検討（１）：研究計画書の書き方 

34-48   研究計画書の検討（２）：研究計画書作成の実際 

49-52 研究計画書の検討（３）：学生と看護学研究科委員による学生のテーマ関連教員参加のもと、「研究計

画発表会」にむけた準備・発表・討議 

53-60  研究計画書の検討（４）：発表した研究計画の評価に基づいて修正し、また、実践看護学分野のテー

マ関連の教員が参加し助言のもと、研究計画書を完成する。 

評価方法 

１．授業中の質疑・討議 10％ ２．文献クリティーク 20％ ３．情報収集・分析 30％  
４・研究計画書の作成と発表 40％ 

評価基準 

科目の到達目標の到達度により評価 



 
 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．研究論文のクリティークができる。     

２．研究テーマと目的について社会的ニーズの分析・研究の社会的価値・研究倫理を検

討し、研究テーマと目的を決定できる 
    

３．適切な研究デザインを選択し、研究の具体的な方法を決定できる     

４．研究データ収集方法の具体化とデータ分析法を決定できる     

５．実践看護学分野の看護活動の改善・改革のために、新しい知見が予測される研究計

画を完成できる。 
    

６．研究計画発表会で発表できる。     

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MG9201 実践看護学特別研究ＭⅡ ２年／通年 ４単位 

担当教員 課程 

山根友絵 宮田延実 深谷久子 天野薫 博士前期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

本科目では、生涯発達看護学・エンド・オブ・ライフケア看護学領域を実践看護学分野として構成し、特別

研究ＭⅠの研究計画書に沿って、特別研究ＭⅡは生涯発達看護学・エンド・オブ・ライフケア看護学の質保証

をめざして、看護活動の改善・改革のための先進的な課題で実践的研究にとり組む。その分野で広い視点が

持てるように２つの領域でのいずれかにおいて個別専門的視点から科学的思考力を備えた看護の実践リーダ

ー・管理者・教育者として社会貢献できる高度専門職業人となるために必要な研究能力を身につける。その

ため、研究論文を作成する。 

授業内容 

授業内容は、研究目的を達成するために特別研究ＭⅠで作成した研究計画に沿って次の①〜⑤のとおり研

究を進める。研究の精度を保つ方法で①データを収集する、②効率的なデータ入力方法、③妥当なデータ分

析方法によって、研究結果の信頼性と妥当性を検討して図、表を加えて結果をまとめる、④研究結果データ

にもとづいて、適切な考察と結論を導き論理的にまとめる、⑤研究目的から結論までの論旨一貫性と信頼性・

妥当性を適切に検討する。 

 

【担当教員の指導目的・指導の焦点・指導方法・研究テーマ】 

（山根友絵） 

生涯発達看護学の中でも老年期を対象とし、高齢者とその家族への看護に関するテーマの研究を指導する。

超高齢社会における老年看護の動向を踏まえ、在宅高齢者と家族への支援、認知症ケア、高齢者支援におけ

る多職種連携等、学生の関心のあるテーマを探求する。研究方法については、研究テーマに合った手法を取

り入れる。 

（宮田延実） 

生涯発達看護学の中でも、学童期から前思春期の発達段階の子どもを中心として、成長発達にかかわる心

理的変化や相互の関係性をテーマとする研究を指導する。研究手法としては、対象者の現象の量的理解をめ

ざして、量的研究方法を主に用いる。仮説の検証や予測をおこない、要素と要素間の因果的傾向や蓋然性で

表現する。 

（深谷久子） 

生涯発達看護学の中でも特に、子どもとその家族への看護の質の向上と対象者の最善の利益の保障を追究

したテーマとする。発達段階からみた子どもの看護過程、先天性の疾患をもつ子どもと家族の看護に関する

研究、NICU におけるファミリーケア・NICU 医療チームと家族の協働、子育て支援、子どもの看護ケアや

家族への支援、健康に課題のある子どものきょうだい支援、健康に課題のある子どもと家族がかかえる課題

など、学生自身が興味関心のある分野の研究を探究する。研究手法としては、看護の対象者の内的体験を正

確により深く理解するための質的研究方法を主に用いる。 

（天野薫） 

がんを含む慢性疾患と共に生きる人々とその家族のエンドオブライフケアに関する研究を指導する。看護

実践経験に基づく研究疑問から、病状が不可逆的に悪化する時期にがんや慢性疾患と共に生きる人々につい

ての対象理解、意思決定、チームアプローチ等に関わる研究テーマを探究していく。研究方法は、質的研究方

法を主に用いる。 

留意事項 

１．科学文献などから情報収集と分析、論理的な文章化が求められる。 



 
 

２．レポートなどの提出物は期日ごとに行う。 

３．授業への積極的参加と研究への積極的な取り組み、行動力が求められる。 

教材 

１．学生は、自己の研究課題に関連した参考文献は自身で検索する。 

２．教員は、必要に応じて研究テキスト・研究論文・資料を紹介する。 

授業計画 (60回) 

１-10 研究倫理審査委員会の承認を得て、研究計画に沿って研究の実施準備。 

11-20 研究の精度を保つ方法でデータを収集。 

21-35 効率的なデータ入力方法、適切なデータ分析方法によって、研究結果の信頼性と妥当性を検討して 

図、表を加えて文章化研究結果に基づいて、適切な考察と結論を導き論理的にまとめる。 

36-43 研究目的から結論までの論旨一貫性と信頼性・妥当性を検討。 

44-50   発表会において適切な準備の上で発表・討論。 

51-60 発表した論文の評価に基づいて修正し論文を完成する。 

評価方法 

１．授業中の質疑・討議 30％ ２．課題に関する資料作成と発表 70％ 

評価基準 

科目の到達目標の到達度により評価 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．倫理審査の承認を得た後、研究計画に沿って研究を進め、研究の精度を保ちデータ

収集ができる。 
    

２．適切なデータ分析方法によって結果の信頼性を高め妥当な解釈ができる。     

３．適切な図表を加えて結果をまとめることができる。     

４．研究結果に基づいて適切な考察と結論を導くことができる。     

５．研究目的から結論までの論旨一貫性と信頼性・妥当性が確認できる。     

６．「中間発表会」で発表し、論文を修正することができる。     

７．「最終発表会」において、評価を受け、論文を修正し完成することができる。     

８．決められた期日までに最終論文提出ができる。     

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

ME2101 地域看護学特論 M 1年/前期 2単位 

担当教員 課程 

松原紀子 肥後恵美子  博士前期課程 １年 
 

授業計画詳細 

授業目的 

公衆衛生看護学のコアとなる理論と実践技術を、論理的な柱に添って学習する。また、個と集団、集

団・組織等、国内・外の先駆的な活動実践例より地域看護・公衆衛生看護に必要な能力を獲得する。 

在宅看護活動に必要な諸概念と在宅ケア利用者の満足度、リスク要因、意思決定支援の学習に併せて

国内外の在宅ケアシステムを学び在宅看護に必要な実践力を体系的に獲得する。 

授業内容 

地域における保健師活動のコアとなる理論と実践技術を、論理的な柱に添って学ぶ。併せて保健・看

護行政関連情報ネットワークと倫理的課題、一連の地域看護過程を理解する。 

また、一定の行政単位(都道府県、政令市、市町村)、産業保健、学校保健等の地域ケアシステムを学

ぶ。併せて多様な個と集団及び行政の保健計画や健康支援と諸施策、情報システムなどモデル的先駆的

な活動実践例を通し理解する。地域看護学研究方法を理解する。 

 

（オムニバス全 15回） 

（ 肥後恵美子/8回）地域看護学の基盤となる理論、地域看護システムで用いる基盤となる概念、          

地域（行政）看護活動システムと用いる理論と概念、実際の展開、産業保健における対象への健康支

援と専門的実践の探求、地域看護学における研究方法 

諸外国の在宅ケアの制度・サービスシステム、わが国の在宅看護の特徴と動向、課題、在宅看護にお

ける諸概念の理解、在宅ケア利用者の心身アウトカムと満足度及び改善方法の検討、在宅ケアにおけ

るリスク要因と管理、病院から在宅ケアへの移行支援を含めた在宅ケア利用者と家族の意思決定支援 

 

（ 松原紀子/7 回）学校保健分野における対象コミュニティの診断と方策、ヘルスプロモーションの理

念による具体的健康づくり、子ども実態からみた子どもと家族への包括的支援システム、医療的ケア

を要する子どもの現状と包括支援システム、チーム学校と学校保健活動の展開 1，2、学校保健分野に

おけるにエビデンスに基づく介入方法と研究           

 

留意事項 

授業に①積極的に参加すること、②授業の課題について事前に情報収集・分析しておくこと、③授業の

中で自己の実践力強化と研究計画に反映させること。 

 

教材 

資料（書名、必要な文献など）は、その都度紹介する。 

 

授業計画 (１５回) 

1.地域看護学の基盤となる考え方 

地域看護システムで用いる理論と基盤となる概念（肥後 恵美子/1回） 

2.プライマリ・ヘルスケアにおける地域看護の役割について（肥後 恵美子/1回） 

3.ヘルスプロモーションとその展開方法（肥後 恵美子/1回）           

4.公衆衛生看護活動の実践における個人・家族、集団・地域・組織支援について、施策化や保健計画、

組織間・他組織連携と協働活動について （肥後 恵美子/1回）             

5.地域看護学における研究方法の理論や特徴（肥後 恵美子/1回） 



 
 

6.在宅看護に関連する諸概念の理解（肥後恵美子/1回） 

7. 諸外国の在宅ケアの制度・サービスシステム・看護の機能とわが国の在宅看護の特徴と動向、課題 

（肥後恵美子/1回）   

8.病院から在宅への移行支援を含めた在宅ケア利用者と家族の意思決定支援（肥後恵美子/1回） 

9.学校保健分野における対象コミュニティの診断と方策（松原紀子/1回）                  

10.ヘルスプロモーションの理念による具体的健康づくり（松原紀子/1回） 

11.子ども実態からみた子どもと家族への包括的支援システム（松原紀子/1回） 

12. 医療的ケアを要する子どもの現状と包括支援システム（松原紀子/1回） 

13. チーム学校と学校保健活動の展開１（松原紀子/1回） 

14. チーム学校と学校保健活動の展開 2（松原紀子/1回） 

15. 学校保健分野におけるにエビデンスに基づく介入方法と研究（松原紀子/1回） 

  

              

評価方法 

１.授業中の発表・質疑・討論 40％  ２.情報収集・分析 30％  ３.レポート 30％ 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点) ：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点) ：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満) ：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１． 地域看護活動で用いる理論と概念を理解し、地域における健康課題抽出ができ

る。 
    

２． 地域看護学における研究方法を理解できる。     

３． 在宅看護におけるケアシステムについて、事例をもとに論述し説明できる。     

４．在宅ケア利用者と家族の意思決定支援をはじめとした、研究課題の今日的傾向 

について理解できる。 

 

    

５．学校保健分野における対象コミュニティの診断が分かり、健康課題を抽出でき 

る。 
    

６. 学校保健分野におけるエビデンスに基づいた介入方法を説明できる。 

 
    

 



 
 

 授業コー

ド 
授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

ME2201 地域看護学演習 M 1年/後期 2 

担当教員 課程 

松原紀子 肥後恵美子 博士前期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

目的：地域看護の一端を担う国、都道府県・市町村や民間企業などに所属する看護専門職による地

域看護診断、看護計画、実践・評価の一連の展開過程と、その方法を理解できる。 
学習目標：①地域や職域における保健統計データ等を通して健康課題を抽出できる。 
②学校分野における健康課題を抽出できる。 
③在宅分野における健康課題を抽出できる。 

授業内容 

実際の地域を対象に、取り寄せた保健統計・報告・調査資料を GIS(Geographic Information 
System)地図などを用いて分析を行い、図表で示し、よりわかりやすく健康問題と関連課題を表示

し明確化を図る。また、地区踏査と机上演習によって一連の活動過程の展開を通して看護の立場で

援助可能な問題を明らかにできる。併せて、机上演習により資源開発や施・政策への発展に向けた

一連の政策形成の過程と評価の在り方について学び、具体例にあてはめ、分析、評価ができる。 
 

（オムニバス方式 全 30 回） 
（肥後恵美子 15 回） 
・コミュニテイ・アセスメントの理論とそのプロセス、地域看護実践のモデルと地域診断：地

区踏査資料,各種保健統計,各種報告書,調査。資料チェックと分析、地域ニーズに応じた事業企

画策定、地域ニーズに応じた事業企画・予算化、事業企画プレゼンテーション実施と評価、一

連の事業過程評価と分析の手法 
・地域包括ケアシステムの成り立ちと構成機関の理解、システムを構成する専門職・サービス

の種類と制度、構成の実態と課題・評価指標とプロトコル。地域包括ケアシステムにおける「自

助、互助、公助、共助」の実際と課題。対象と家族の発達段階に併せた在宅ケアの成り立ちと

地域包括ケアシステム。市町村の地域包括ケアモデル事業における地域包括ケアシステムの評

価。                     
（松原紀子 15 回）児童生徒の健康課題の調査結果（児童生徒の健康状態サーベランス事業報告

書）からみた学校保健の課題とその対応の現状、学校保健分野の特徴、学校保健分野における

研究の動向とその課題が分かり、自らの研究に活かす。 
留意事項 

授業に①積極的に参加すること、②授業の課題について事前に情報収集・分析しておくこと、③授業

の中で自己の実践力強化と研究計画に反映させること。 

 

教材 

資料（書名、必要な文献など）は、その都度紹介する。 

 

授業計画 ( 15回 ) 

授業計画（ 30 回 ） （松原紀子/肥後恵美子） 
1-2  コミュニテイ・アセスメントの理論とそのプロセス           
3-4  地域看護実践のモデルと地域診断：地区踏査資料、各種保健統計、各種報告書、調査資料 

チェックと分析                               



 
 

5-8  地域看護診断分析                 
9-11  地域包括ケアシステムの成り立ちと構成機関、システムを構成する専門職・サービスの実

態と制度・課題、及び介護保険事業計画と地域包括ケア計画の課題・評価プロトコル 
12-13  対象と家族の発達段階に合わせた在宅ケアの成り立ちと地域包括ケアシステム 
14-15   市町村の地域包括ケアモデル事業における地域包括ケアシステムの評価 
16-17 児童生徒の健康課題の調査結果からみた学校保健の課題とその対応の現状 

（児童生徒の健康状態サーベランス事業報告書） 
18-19 学校保健分野の健康支援の方策とその特徴            
20-21 学校保健分野における研究の動向とその課題             
22-23 公衆衛生看護の研究課題の現状について（１） 
24-25 公衆衛生看護の研究課題の現状について（２） 
26-27 公衆衛生看護の研究課題の現状について（３） 
28-30 公衆衛生看護の果たす役割・ 機能を統合について             
評価方法 
 １.授業中の発表・質疑・討論 40％  ２.情報収集・分析 30％  ３.レポート 30％ 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点) ：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点) ：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満) ：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．地域や職域における事例を通して既存の統計・報告・調査資料を適切に分析できる。     

２．在宅（高齢者）分野において必要な情報を収集し健康課題を抽出できる。 

 
    

３．学校分野において必要な情報を収集し健康課題を抽出できる。 

 
    

４．それぞれの分野における健康課題解決の必要性が理解できる     

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

ME2301 地域看護学演習 MⅡ 1年/前・後期 2単位 

担当教員 課程 

松原紀子 肥後恵美子 博士前期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

地域看護学の対象領域において、個人・家族・集団を対象とし、地域看護学演習Ｍで抽出した健康課題をベ

ースとして、地域住民や職域、学校分野、在学分野において、主に健康教育の方法を使って、課題解決ができ

る能力を養う。 

授業内容 

地域看護領域における実践リーダーとして、管理者として､教育者としての役割・機能を果たす能力を理解

し、その実施展開能力の強化・向上を目指す。そのため、リーダー能力、管理能力、教育力強化について学修

する。理論的な考え方を学び、その後、実践力の強化・向上を目指す。教育力については、臨地の保健師や、

関係スタッフ、保健師学生（公衆衛生看護学実習）への支援を見学、一部指導を体験したうえで考察する。学修

内容を深めるため、学生の授業目標に沿ったレポートに基づいて発表・討論を行う。 

 

地域の人々の健康課題の解決に向けたケア方法、ケアシステム、地区組織の育成、健康危機管理、保健医

療福祉計画の策定と評価、実習学生の教育とスタッフの育成について学ぶ。さらに、地域住民の健康課題か

ら、優先すべき課題を抽出し、地域の実情に応じた対応の在り方を予測する。／保健センター実習を経験する

／把握した健康課題とその対応の実態から、健康課題解決に向けて、地域看護が今後取り組むべき具体的な

内容は何かを、実際の事例やデータを基に議論する。そのうえで、今後の地域看護管理において優先的に取り

組むべき内容を具体的に提示しまとめ、発表する。／研究課題に応じて、学内でのまとめを修正し、発表する。 

留意事項 

①積極的に参加すること、②授業の課題について事前に情報収集・分析しておくこと、③授業の中で

自己の実践力強化と研究計画に反映させること。 

教材 

資料（書名、必要な文献など）は、その都度紹介する。 

授業計画 (30回) 

授業計画（30 回） 
１～10回  研究課題に合わせて、地域や職域の人々の健康課題の解決に向けたケア方法、健康教育、ケアシ

ステム、地区組織の育成、健康危機管理、保健医療福祉計画の策定と評価、実習学生の教育とス

タッフの育成について学ぶ。さらに、地域や職域の健康課題から、優先すべき課題に対して解決す

るための健康教育の在り方を学ぶ。 

                                  （肥後恵美子） 

 

11～20 回 健康教育指導プログラムの方法の基礎知識とその方法を学ぶ。学校保健における健康課題の解決

モデルを検討する。児童生徒のサーベランス事業報告書を基に抽出された健康課題を検討し、そ

の課題解決のための健康教育モデルのあり方を学ぶ。 （松原紀子） 

 

21～30 回 特定地域の地域包括ケアシステムを考察し、療養者と家族（介護者）を含めたケア対象の、在宅療

養上の健康課題に合わせた健康教育を立案、展開し、その効果について考察する。また、在宅療

養における対象者と家族の発達課題と時間性を踏まえた健康教育の構成と展開を通して、在宅ケ

アチームの一役を担う看護職者としての健康教育の在り方について考察する。 

（肥後恵美子） 

 



 
 

                             

評価方法 
１.授業への参加状況、作成資料やプレゼンテーション等 70％  ２.レポート 30％ 
評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点) ：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点) ：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満) ：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１. 地域看護学（地域・職域・学校・在宅）における看護の個人・家族・集団について的確

なアセスメントができる。（共通） 
    

２. 地域・職域・学校・在宅の健康課題から、優先すべき課題を抽出し、実情に応じた対

応の在り方を予測することができる。(共通) 
    

３. 健康課題の解決に向けた地域・職域における健康教育の企画・立案・実施・評価が

できる。（巽） 
    

４. 学校保健領域における健康課題の解決のための健康教育の方法がわかり、適切な

方法をつかって、健康教育モデルを立案することができる。 
    

５．特定地域の地域包括ケアシステムとその機能について考察するとともに、それらを健

康教育の企画・立案・実施・評価に反映させることができる。 
    

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

ME6101 学校保健特論 １年/前期 2 

担当教員 課程 

松原紀子/宮田延実 博士前期課程  
 
授業計画詳細 

授業目的 

学校保健に係る現状と課題や中核的役割を果たす養護教諭の職務について分析し、今後の対策を検討する

過程で問題解決能力と研究能力を身に付ける。 

授業内容 

子どもを取り巻く様々な環境の変化を受け、児童生徒の健康課題は明らかに変貌を遂げた。それに伴い学校

保健に対する社会的なニーズや子どものニーズも変化してきた。望ましい学校保健のあり方・進め方につい

て、現在かかえている学校保健の諸問題や課題を、学校教育や学校保健組織活動、家庭・地域・専門機関と

の連携などの諸側面、学校保健の中核とされる養護教諭との関連を通して理解する。以上、本特論では、学

校保健に係る現状と課題について分析し、今後の対策を検討する過程で問題解決能力と研究能力を養う。 

留意事項 

 

 

教材 

テキスト 

その都度必要な資料配布 

参考書・参考資料等 

・学校保健の課題とその対応 令和 2 年度改訂 日本学校保健会 

・児童生徒の健康状態サーベイランス事業報告書（隔年度毎発行）日本学校保健会 

・現代的健康課題を抱える子供たちへの支援 ～養護教諭の役割を中心として～ 文部科学省 

・生徒指導提要 文部科学省    

授業計画 (１５回) 

第１回：健康の概念-定義、歴史的変遷、健康へのニーズと課題 （松原） 

第２回：現代的な健康課題と健康ニーズにからみた学校保健の意義・目的・特質、 学校保健の領域、学校教

育と学校保健との関連（松原） 

第３回：学習指導要領からみた近年の学校保健の動向（松原） 

第４回：児童生徒の健康サーベランスからみた学校保健の現状（松原） 

第５回：医療的ケアの現状・学校保健と看護職の役割（松原） 

第６回：神経発達症群の諸相 （宮田） 

第７回：神経発達症群の子どもへの支援Ⅰ（宮田） 

第８回：神経発達症群の子どもへの支援Ⅱ（宮田） 

第９回：スクールカウンセリングⅠ（宮田） 

第１０回：スクールカウンセリングⅡ（宮田） 

第１１回：スクールソーシャルワークの視点理解（松原） 

第１２回：養護教諭に関する近年の施策と専門性（松原） 

第１３回：養護教諭に必要な資質能力の抽出（松原） 

第１４回：養護教諭のキャリアと能力（松原） 

第１５回：発表・講評・まとめ（宮田・松原） 

 

評価方法 

授業中の討論・課題レポート 40％、情報収集・分析 30％、課題レポートと発表 30％ 



 
 

評価基準 

Ａ(100～80 点)： 到達目標に達している (Very Good) 

Ｂ( 79～70 点)：  到達目標に達しているが不十分な点がある (Good) 

Ｃ( 69～60 点)：  到達目標の最低限は満たしている (Pass) 

Ｄ( 60 点未満)：  到達目標の最低限を満たしていない (Failure) 

到達目標 A B C D 

1．現代的な健康課題（健康サーベランス含む）と健康ニーズからみた学校保健の意義・

目的・特質を理解できる。 
    

2．健康課題（健康サーベランス含む）と健康ニーズからみた学習指導要領の変遷、学

校保健の変遷が理解できる。 
    

3． 発達障害について理解するとともに、保健室における支援活動の幅や対象を広げ

ることができる。 
    

4．様々な健康課題を持つ子ども達に対する課題が分かり、個、集団の支援の方法、プ

ロセス、政策が理解できる。 
    

5．様々な健康課題を持つ子ども支援における養護教諭の役割り、必要な能力とキャリ

ア形成の方法が理解できる。 
    

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

ME6201 学校保健演習 １年/後期 2 

担当教員 課程 

松原紀子/宮田延実 博士前期課程  
 
授業計画詳細 

授業目的 

講義をまじえながら、事例の振り返り、具体的展開を習得する。また、文献を中心に学修を深め、学校保健

学分野の実践や研究に活用する方法について習得する。 

授業内容 

学校保健特論で、学校保健に係る現状と課題について分析し、今後の対策を検討する過程で問題解決能

力と研究能力を養った。この能力・理論を基に学校保健活動における具体的展開方法を習得する。 

留意事項 

 

 

教材 

テキスト 

その都度必要な資料配布 

参考書・参考資料等 

・学校保健の動向（令和３年度版）日本学校保健会 

・児童生徒の健康状態サーベイランス事業報告書（隔年度毎発行）日本学校保健会 

・学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン 令和元年度改訂 日本学校保健会 

授業計画 (１５回) 

第１回：学校保健分野における生活上の課題・体・心の実態把握とその評価 （松原）    
第２回：生活習慣に関する指導におけるチームアプローチとその課題（松原） 
第３回：慢性疾患児のおけるケアとマネージメント（松原） 
第４回：慢性疾患児のおける多職種とのチームアプローチとその課題（松原） 
第５回： アレルギー疾患児童生徒のケアとマネージメント（松原） 
第６回： アレルギー疾患児童生徒へのチームアプローチとその課題（松原） 
第７回：医療的ケアにおけるケアとマネージメント（松原） 
第８回：医療的ケアにおける多職種とのチームアプローチとその課題（松原） 
第９回：保健室で扱える心理テストとアセスメントⅠ（宮田） 
第１０回：保健室で扱える心理テストとアセスメントⅡ（宮田） 
第１1 回：健康相談活動に関する事例検討、保健指導の検討Ⅰ（松原） 
    事例を基に健康相談活動の考察 
第１２回：健康相談活動に関する事例検討、保健指導の検討Ⅱ（松原） 
    事例を基に個別保健指導案の作成・考察 
第１３回：学校保健上の課題の設定Ⅰ（松原） 
     学校保健上の課題を１つ設定、現状分析・整理・課題解決の方策を学修（松原） 
第１４回：学校保健上の課題の設定Ⅱ 
     学校保健上の課題を１つ設定、現状分析・整理・課題解決の方策を学修（松原） 
第１５回：プレゼンテーション ・まとめ（宮田・松原） 
 
評価方法 

課題への取り組み状況 50％、情報収集・分析・課題レポートと発表 50％ 
評価基準 



 
 

Ａ(100～80 点)： 到達目標に達している (Very Good) 

Ｂ( 79～70 点)：  到達目標に達しているが不十分な点がある (Good) 

Ｃ( 69～60 点)：  到達目標の最低限は満たしている (Pass) 

Ｄ( 60点未満)：  到達目標の最低限を満たしていない (Failure) 

到達目標 A B C D 

1．様々な健康課題を持つ子どもへのケアとマネージメント・チームアプローチに

ついて理解できる。 
    

2．医療的ケアを必要とする子どもへの コーディネーションやトータルケアシステ

ムについて理解できる。 
    

3．心理テストを用いて客観的なアセスメントを行う方法について理解することが

できる。 
    

4．様々な健康課題を持つ子どもへの支援計画を立案することができる。      

5．学校保健上の課題を選定し、現状分析・整理・課題解決の方策を立案」し、発

表することができる（チームアプローチ・トータルシステムの開発）。  
    

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

ME9101 広域看護学特別研究ＭⅠ １年/通年 ４単位 

担当教員 課程 

松原紀子 博士前期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

本研究の目的は、地域看護の質保証をめざして、看護活動の改善・改革のための先進的な課題で実践的研

究に取り組む。その分野で広い視点が持てるように個別専門的視点から科学的思考力と研究能力を有する看

護の実践リーダー・管理者・教育者として社会貢献できる高度専門職業人となるために必要な研究能力を身

につけるために、適切で実行可能な研究計画書を作成し、研究倫理審査委員会に提出できるようにすること

である。 

授業内容 

 本授業科目は看護の質保証を重視して、専門性の高い看護を行うための科学的な知見を明らかにしていく 

ために、看護の現象をよりとらえやすい諸要素に分解し、それらの要素間にどのような関連があるのかにつ 

いての枠組みを明確化し、看護の実践に有用な研究を行う。研究は分野の広い視野を基盤として 2つの領域 

のいずれかに焦点を当てて個別研究を行う。看護の改善・改革のために、看護サービスの提供方法、看護シ 

ステム、看護教育などについて取り組む。研究の過程を理解し、研究計画書を作成する。研究のプロセスは、 

① 研究テーマと目的の決定、② 研究倫理を含めた研究デザインの選定、データ収集法 ③ データ分析 

法 ④ 研究の精度を保つ質管理方法 ⑤ 修士論文計画書を完成する。 

 主指導教員と必要に応じて副指導教員の指導体制で、学生主体で自己学修をプロセスに沿って行い、教員

が上記①〜⑤において指導する。 

 地域住民の健康づくり、児童性への虐待、生活習慣病の重度化予防、学校保健学領域に視点をあて、様々な

状況にある児童生徒等の健康や発達支援に関わる研究課題を設定し、倫理的配慮に基づいて研究計画を立案、

適切な調査法によるデータ収集、質的また量的な手法による分析を通して、研究論文作成のプロセスが主体

的に進められるように研究指導を行う。 

 

留意事項 

１．国内外の文献などから情報収集を行い、レビューを作成する。 

２．授業への出席率と研究への積極的な取り組みが求められる。 

３．レポートなどの提出物と発表資料は期日に提出する。 

教材 

・学生は自己の研究課題に関連した文献を教員の支援により、検索する。 

・教員は必要に応じて、研究テキスト、研究論文、資料を紹介する。 

授業計画 (１５回) 

１-20 共通性が高く有用な研究課題と手法の代表的な研究例などを用いて、担当教員並びに広域看

護学関連教員が紹介し、併せて教授する。 

21-23 研究テーマと目的を決定：（自己の関連研究において国内外文献のクリティークを行い、研究

テーマ・研究目的を検討し、研究に関する社会的ニーズの分析・研究の新規性、独創性・社会的価

値・研究倫理を明確にする。 

24-27 研究デザインの選定、論文レポートと研究方法の適切性・妥当性を具体的に検討 

28-30 研究目的を達成するために実行可能なデータ収集法を選択 

31-35 データ分析法の選択 

36-41 研究プロセスにおいて研究の精度を保つ質管理方法 

42-48 研究計画書を作成 

49-52 看護学研究科委員会による学生とテーマ関連教員参加の下、「研究計画発表会」において準備・

発表・討論（10月）（担当教員全員） 

53-60 発表した研究計画の評価に基づいて修正し、また広域看護学分野のテーマ関連教員が参加し、

助言の下、研究計画書を完成。 



 
 

評価方法 

1.授業中の質疑・討議 40％、2.文献検討と課題の抽出 30％、3.研究計画書の作成 30％ 

評価基準 

科目の到達目標の到達度により評価 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１．研究論文のクリティークができる。     

２．社会的ニーズの分析・研究の社会的価値・研究倫理を検討し、研究テーマと目的を決定で

きる 
    

３．適切な研究デザインを選択し、研究の具体的な方法を決定できる。     

４．研究データ収集方法の具体化とデータ分析法を決定できる     

５．各看護学領域の看護活動の改善・改革のために新しい知見が予測される研究計画を完成で

きる。 
    

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

ME9201 広域看護学特別研究ＭⅡ 2年/通年 ４単位 

担当教員 課程 

松原紀子 博士前期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

 広域看護学特別研究ＭⅡの目的はＭⅠ研究計画に沿って、研究倫理委員会の承認を得た後に、研究データ 

を収集し、得られたデータの分析を行い、結果の解釈を検討し、論文を作成し、決められた期日までに最終論

文提出する。 

授業内容 

特別研究ＭⅠで作成した研究計画書に沿って研究を進め、中間発表会発表、最終発表会発表を行う。デー

タの収集は倫理的配慮のもとに適切に行う。データの分析は量的データでは記述統計を行い、適切な統計手

法を用いて分析する。結果から、仮説の検証を行い、解釈・考察を行う。質的データは主にコード化、カテゴ

リー化して中核概念を抽出し、研究課題に応じた解釈法で結果と考察を行う。これら論文作成の一連のプロ

セスを教授する。 

 

留意事項 

根拠に基づいた結果にから導きだした論文を作成する。 

レポートなどの提出物は期日ごとに行う。 

授業への出席率と研究への積極的な取り組みが求められる。 

教材 

適宜示す。 

授業計画 (１５回) 

１-５ 妥当性のある調査方法によって、データの収集を行う。 

６-９ 得られたデータの入力を行う。 

10-19 得られたデータについては、量的データは記述統計を行い、その後目的を明らかにできる統

計手法を用いて分析し、結果を導く。出された結果から仮説検証と、解釈・考察を行う。質的

データは主にコード化、カテゴリー化し中核概念を抽出する。研究課題に応じた解釈法で結

果と考察を行う。 

20  研究テーマに沿って結果および考察をまとめ、発表する。 

（広域看護学分野の学生と教員による意見、助言） 

21-30 論文の作成を行う。 

評価方法 

1.授業中の質疑・討議、2.研究発表と質疑応答 30％、3.論文の作成 30％ 

評価基準 

科目の到達目標の到達度により評価 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

１. 倫理審査の承認を得る     



 
 

２．研究計画に沿って研究を進め、研究の精度を保ちながらデータ収集ができる。     

３．適切なデータ分析によって結果の信頼性を高め妥当な解釈ができる。     

４．適切な図表を加えて結果をまとめることができる。     

５．研究結果に基づいて適切な考察と結論を導くことができる。     

６. 中間発表会で発表し評価を受ける     

７．最終発表会で発表し評価を受ける     

８．研究目的から結論までの論旨一貫性がある論文の作成ができる。     

９. 決められた期日までに最終論文提出ができる     

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF0101 助産学特論 M 1年/前期 ２ 

担当教員 課程 

杉下佳文 水野祥子 博士前期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

リプロダクティブへルスや助産学の歴史および理論を学び、母性と父性を育む看護学とジェンダー視点から

今日的課題の生殖医療における倫理と女性の人権を守る視座で、女性のエンパワーメントを高める健康支援

の課題を明確にする。また、助産学的観点から周産期および思春期から更年期までの女性とその家族を対象

に近年のトレンドとなる助産ケアの方略を探求する。 

授業内容 

自立した実践リーダー・管理者・教育者の育成のために性と生殖に関する健康課題や健康問題から、また、近

年の動向について研究論文をもとに講述する。Well-being の維持や各健康問題に対する援助方法論では、看

護理論や概念とその活用法を講義しディスカッションする。院生は生殖医療の倫理的問題や施策を理解し、

女性がリプロダクトの正しい知識や意志決定ができ次世代育成遂行に向け、看護活動や研究ができるよう助

産ケアの本質から論文をクリティカルに分析し、助産学として新しい理論構築の方法を学ぶ。さらには、自

らの研究シーズを探索し、研究課題を明確にするための研究 MAPや概念図を作成する。 

留意事項 

助産学課題研究Ⅰと連動している。講義及び課題についてプレゼンテーションやレポ－ト発表や、討議・デ

ィベ－トを行うので、積極的に参加することを期待する。本科目の単位取得にあたり、30 時間の自己学習が

必要である。 

教材 

適時、配布資料として紹介する。 
参考図書：系統看護学講座 別巻 看護研究 医学書院、2019 
     看護研究 原理と方法 医学書院、2010 年 
     黒田裕子の看護研究 Step by Step 医学書院、2021 年 

授業計画( 回) 

1． ガイダンス 課題図書からの学び（杉下）     
2． 課題図書からの学び（水野） 
3． 母性看護学・助産学に有用な概念と理論（水野） 
4． 母性看護学・助産学への既存理論の応用（杉下） 
5． 研究シーズの探索①文献レビューの手法・文献リストの作成方法（水野・図書館） 
6． 研究シーズの探索②量的研究論文のクリティーク手法（杉下） 
7． 研究シーズの探索③質的研究論文のクリティーク手法（水野） 
8． 助産学への既存理論の応用 発表と討議①（杉下） 
9． 助産学への既存理論の応用 発表と討議②（水野） 
10． 研究シーズの探索④ 文献クリティーク（水野） 
11． 研究シーズの探索⑤ 文献クリティーク（杉下） 
12． 論文クリティーク（杉下） 
13． 論文クリティーク（水野） 
14． 研究 MAP・概念図作成（水野） 
15． 研究 MAP・概念図作成（杉下） 

  
評価方法 

課題についてプレゼンテーション 30%、討議・ディベ－ト 30%、文献リスト 20％、研究 MAP/概念図 20％ 



 
 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1.リプロダクティブヘルスおよび助産学に関する健康問題と健康課題の国内外の

今日的動向を分析し、探究すべき課題の提示ができる。 
    

2.リプロダクティブヘルスケアおよび助産学に関する健康課題や健康問題への科

学的アプローチの方法を説明できる。 
    

3.助産ケアについて研究的視点を持った実践方法を説明できる。     

4.自らの研究シーズや研究課題を明確にでき、研究 MAP や概念図を作成できる。     

5.文献レビューの手法を身につけ、文献リストを作成することができる。     

 

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF0201 助産学演習 M 1年/後期 2 

担当教員 課程 

杉下佳文・水野祥子 前期課程 
 
授業計画詳細 

授業目的 

助産学の視座から生涯を通じた女性の健康支援の学問分野から知識に依拠し，子どもを産み育てるケアの

本質を追究する方法と理論を学び、自己の関心課題を中心に，文献検討を通し研究的感性を培う。更に自己

の研究課題を明確にできるよう事例を用い問題や課題を討議し、健康に関わる研究を PBL 学習でクリティカ

ルに分析し、女性の安寧を考慮した助産技術とケアシステム確立に向かう修士論文もしくは課題研究論文の

作成を容易にする。 

授業内容 

助産学の文献の分析で介入モデルを検討し、自己の研究課題を明確にできるよう実践から女性の健康を考

え、研究的に発展させる論文作成に導く。特に、周産期および助産ケアを必要とする思春期・更年期講座や子

育て家族や医療施設の実践活動に参加し対象のアセスメントから、研究課題を探求する。また、今日的動向を

取り上げ講述しながら、Well-being の維持や各健康問題の援助方法論では理論やその活用法を講義し、質疑

し討議する。 

評価方法 

１回の授業時間：９０分、助産学および母性看護理論や今日的課題や動向を中心に進める。 

講義及び課題についてプレゼンテーションやレポ－ト発表や、討議・ディベ－トを行うので、積極的に参加

することが必要である。 

留意事項 

講義と課題学習に毎回参加して、討議やプレゼンテーションを積極的に行うことを求める。また、学会参加

および発表、可能な範囲で地域へ出向き演習として体験学習を期待する。講義の必携テキストは多く提示さ

れているが、文献に親しみ読破することを望む。 

教材 

1.APA 論文作成マニアル：APA 著、江藤裕之他：医学書院    
2.看護研究 原理と方法：D.F.ポーリット＆C.T.ベック 医学書院 
3.適宜、配布資料として紹介する。 

授業計画( 回) 

1． 自己の課題発表と討論および評価（杉下） 

2． 自己の課題発表と討論および評価（水野） 

3． 助産ケアにおけるエビデンス 論文からの考察（杉下） 

4． 助産ケアにおけるエビデンス 論文からの考察（水野） 

5． 海外における助産ケアの文献検討（杉下） 

6． 海外における助産ケアの文献検討（水野） 

9． 海外における助産ケアにおける課題 発表と討論（杉下・水野） 

10． 海外における助産ケアにおける課題 発表と討論（水野・杉下） 

11． 夫婦関係・家族関係における助産学的文献検討（杉下） 

12． 子育て支援における助産学的文献検討（水野）  

13． 対象理解のためのアプローチ方法 （杉下） 

14． 自己の課題発表と討論および評価（杉下・水野）  

15.   自己の課題発表と討論および評価（水野・杉下）  

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 



 
 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1. 助産学領域における自らの研究課題を明示できる。     

2. 助産学に関する健康問題と健康課題の国内外の今日的動向を分析し、探究すべ

き課題の提示ができる。 

    

3． 助産学に関する健康課題や健康問題への科学的アプローチの方法を説明でき

る。 

    

4. 科学的根拠を持った助産ケアの方法を説明することができる。     

5.  自らの積極的な意見を持ち、活発な討議を行うことができる。     

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF0301 助産学演習 MⅡ 1年/前・後期 1 

担当教員 課程 

杉下佳文・水野祥子 博士前期 
 
授業計画詳細 

授業目的 

助産学における管理能力、看護実践力の質的向上への臨床指導力の強化を図ることを目的とする。周産

期における倫理的問題への対応、エビデンスの臨床への適用、業務管理、ケア評価、周産期周辺の母子

支援システムを充実・発展させるうえでのリーダーシップ、社会参画の方法など、実践で知識・技術・

コンサルテーション力を含めて計画的効果的な実践の展開方法を学ぶ。そのために周産期センターでの

フィールドワークを行い、その前後に学内演習を加えて展開する。 

授業内容 

助産学演習 MⅡは、リーダーシップ・看護管理・臨床指導力についても、強化・向上を目指す。周産期センタ

ーでのフィールドワークを中心とする。後期履修期間で、各自が実習を計画する。その具体的日程は、演習到

達度目標に沿って３段階のレベルを設定し、３区分（１期プレ実習・導入、２期メイン実習・展開、３期ポスト実習・

まとめ）に分け、日常業務の臨床現象で看護スタッフが困っていること、知りたいことの価値ある課題を、探索す

るための実習であり、科学的に検討することである。プレ実習の前（オリエンテ－ション・準備）と後の（まとめ）、メ

イン実習の後（まとめ）、ポスト実習と、その後の（まとめ）の学内演習を設定し、理論的な考え方を学び実践力の

強化・向上をめざして進める。本科目演習Ⅱの演習･実習は、クリティカルシンキングにより、入院中の妊産褥婦

と看護職者のケア満足度やケアリングの評価の一致度、管理者の課題や、臨床実習の指導方法の課題や、リー

ダーシップなどについて、フィールドワークを中心に行い、リプロダクティブヘルスケアの向上につながることをめ

ざして実施する。 

（1）学内でフィールドワークの準備のための文献検討と討議によるレポート作成 （2）フィールドワークは臨床のリ

ーダーと管理者の指導のもとに実践の見学・共同実施および臨床にとって効果的である範囲で課題を実践す

る。ここでいう教育支援者の役割・機能は臨床のスタッフや看護学生（母性看護学実習）への支援を指す。（3）

学習内容を深めるためのまとめは学内で実施し、教員と共に学生が主体的にレポートに基づき発表・討論により

進める。 

（学内演習） 
助産学演習Ⅱオリエンテーション、フィールドワーク準備について：文献調査、討論、レポート作成、

学内演習として、PBL 教育方法で、進め適時、教員や学生が相互に質疑・討議して効果的に進める。               
（学内演習）フィールドワークの課題の討論・まとめを行う。   

周産期周辺のリプロダクティブヘルス看護における業務管理､ケア評価、周産期周辺の母子支援シス

テムを充実・発展させるうえでのリーダーシップ、社会参画の方法リーダーの役割能力・コンサルテー

ション能力向上／ 周産期センターにおける看護業務管理、ケア評価について／周産期センターにおけ

るスタッフと看護学生（母性看護学実習）および助産学生（助産学実習）への教育的支援の実践力向上 
評価方法 

１回の授業時間：９０分、助産学に関連した理論や概念および今日的課題や動向を中心に進める。 

講義及び課題についてプレゼンテーションやレポ－ト発表や、討議・ディベ－トを行うので、積極的に参加

することが必要である。 

留意事項 

１．課題について事前に情報収集し、レポートを期日毎に作成し発表や報告を行う。 
２．フィールド・ワークの演習計画を教員の指導のもとに立案する。 
３．自己の実践力強化・向上について具体的に評価する。 

教材 

研究論文を中心に適宜使用 



 
 

授業計画( 回) 

1-3：（学内演習） 
１）助産学演習Ⅱオリエンテーション 
２）フィールドワーク準備について：文献調査、討論、レポート作成                        
３）学内演習として、以下の内容で、PBL 教育方法で、進め適時、教員や学生が相互に質疑・

討議して効果的に進める。              
4-9:（実習場） 周産期周辺のリプロダクティブヘルス看護における業務管理､ケア評価、周産期周辺の

母子支援システムを充実・発展させるうえでのリーダーシップ、社会参画の方法リーダーの役

割能力・コンサルテーション能力向上 

1）母子支援システムと、ケアの質保証のためにスタッフへのケア支援 
2）他職種・機関との連携調整方法の実際 
3）倫理的調整の方法 
4）中間管理者としてのリーダーの役割・機能 

10-12:（学内演習）フィールドワークの課題の討論・まとめを行う。 
13-18:（実習場） 周産期センターにおける看護業務管理、ケア評価について                      

1）個人情報の保護の方法 
2）個別事例と家族のケアの質管理方法 
3）事例ケアの質保証のためのケアの組織化とケア評価、及びケア体制づくり 
4）人事管理と組織力強化  
5）周産期センターにおける危機管理 
6）ケアの質管理と経営管理を両立させる方法 

19-21:（学内演習）フィールドワークの課題の討論・まとめを行う。            
22-27: （実習場）周産期センターにおけるスタッフと看護学生（母性看護学実習）への教育的支援の実

践力の向上          
1) スタッフへの教育支援 
(1)各スタッフのケア実践力の形成的評価を行い、各スタッフの受け持ち事例を用いてリプロダク

ティブヘルス看護の知識と技術力向上（事例検討・実践場面での共同実施・アセスメント・ケ

ア方法・技術などの個人およびグループへの指導・訓練）に向けた教育的支援を行う。 
(2)実践例について連携調整方法・社会資源利用・チームケア展開方法を分析する。 

2) 看護学生の母性看護学実習での教育支援 
実習計画に基づく実習展開における教育支援方法を挙げ、教育実践する。 

28-30:（学内演習）フィールドワークの課題をレポートし、発表・討論・まとめを行う。                       
評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1.  看護管理者・リーダーシップの役割・機能の理解と効果的な実施方法について

理解し、自己能力を判断して臨床に有効な範囲で実践できる。 

    

２．看護実践力の質的向上への臨床指導力の強化を図るための助産および看護を実

践できる。 

    

3．助産学における教育的機能について理解し、自己能力を判断して臨床に有効な

範囲で教育的役割を実践できる。 

    

 



 
 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF9101 助産学特別研究 MⅠ 1年通年 4 

担当教員 課程 

杉下佳文・水野祥子 博士前期課程 

 

授業計画詳細 

授業目的 

母子とその家族を取り巻くさまざまな課題をとらえ、助産の専門性を追究し、研究的視点をもって助産ケア

に取り組む能力を身につける。また、臨床に還元できるリサーチマインドを育成する。 

授業内容 

当該科目では、助産実践と近接した研究ニーズを文献や助産学実習Ⅰを通して発掘し、研究計画書を作成し、

1 年次後期（10 月）には研究計画発表会で報告する。また研究計画書を基に、研究倫理審査における承認を

目指す。 

評価方法 

研究計画書 70％、研究倫理審査関連資料 30％ 

留意事項 

本科目の単位取得にあたり、30 時間の自己学習が必要である。自己学習には文献検索をはじめ、母子とその

家族がとりまく課題について探索する。 

教材 

1. 編集北川眞理子・内山和美：今日の助産、改訂第 4版、 南江堂 

2. 編集我部山キヨ子他：医学書院 

3. 必要な資料は講義時に配付する。 

授業計画(30回) 

1・2 助産学における研究① 

3・4 助産学における研究② 

5・6 臨床研究① 

7・8 臨床研究② 

9・10 研究シーズの探索① 

11・12 研究シーズの探索② 

13・14 文献検索① 

15・16 文献検索② 

17・18 文献検索③ 

19・20 文献検索④ 

21・22 文献検索⑤ 

23・24 文献のまとめ発表 

25・26 文献検索のまとめ発表 

27・28 リサーチクエッションの発表 

29・30 リサーチクエッションの発表 

31・32 研究計画書について① 

33・34 研究計画書について② 

35・36 研究計画書作成① 

37・38 研究計画書作成② 



 
 

39・40 研究計画発表① 

41・42 研究計画発表② 

43・44 研究計画発表会予演 

45・46 研究計画発表会（研究計画発表会ＭⅠ） 

47・48 研究計画発表会（研究計画発表会ＭⅠ） 

49・50 研究計画リフレクション① 

51・52 研究計画リフレクション② 

53・54 倫理審査計画書 

55・56 倫理審査計画書 

57・58 倫理審査計画書 

59・60 倫理審査計画書 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1. 助産学の関連する文献検討をまとめることができる。     

2. 助産における研究課題と研究における実現可能なシーズを見つけることができる。     

3. 研究計画書を作成することができる。     

4. 研究計画発表会（MⅠ）で発表することができる。     

5. 倫理審査計画書および関連資料の作成ができる。     

6. 倫理審査委員会に申請することができる。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF9202 助産学特別研究Ⅱ 1年通年 4 

担当教員 課程 

杉下佳文・水野祥子 博士前期課程 

 

授業計画詳細 

授業目的 

母子とその家族を取り巻くさまざまな課題をとらえ、助産の専門性を追究し、研究的視点をもって助産ケア

に取り組む能力を身につける。また、臨床に還元できる研究ニーズであるリサーチマインドを育成する。 

授業内容 

当該科目では、助産学特別研究Ⅰをもとに、実際の研究データを収集し、分析する。研究結果の信頼性と妥当

性を検討し、図や表の作成をもとにまとめる。研究目的から結論までの論旨一貫性と臨床への還元性を丁寧

に考察する。2年次後期（10月）の中間発表会 MⅡを通して研究論文のブラッシュアップを行う。さらに 

に課題研究論文として精錬し提出する。さらには最終発表会（2月）では課題研究修了を目指す。 

評価方法 

修士研究論文 100％ 

留意事項 

助産学特別研究Ⅰと連動している。本科目の単位取得にあたり、30 時間の自己学習が必要である。自己学習

には文献検索をはじめ、母子とその家族がとりまく課題について探索する。 

教材 

1. 必要な資料は講義時に配付する。 

授業計画(30回) 

１～５回：倫理審査計画書の承認を得て、研究計画書に沿って研究実施の準備を行う。 

６～１５回：研究の精度を保持する方法で研究データ収集を行う。 

１６～２５回：効率的なデータ入力方法、データの分析、結果のまとめ 

２６～３５回：結果からの考察、研究目的から考察までの論旨の一貫性と助産学の専門性を考慮する。 

３６～４５回：考察から結論を導き出す。研究背景から結論までの論旨の一貫性を考慮する。 

４６～５０回：最終発表会の発表方法 

５１～６０回：最終発表会を通した論文のブラッシュアップと修士研究論文の完成 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1. 研究計画に沿って研究実施の準備ができる。     

2. 適切な方法で研究データの収集ができる。     

3. データ入力および信頼性のある分析ができる。データの解析ができる。     

4. 適切でわかりやすい方法で結果をまとめることができる。     

5. 研究目的および研究結果に基づく考察ができる。     

6. 研究目的から考察にもとづく結論を導きだすことができる。     

7. 研究の背景から結論まで論旨一貫性のある論文を作成できる。     

8. 助産学の専門性について考察できている。     



 
 

9. 中間発表会や最終発表会を基にブラッシュアップすることができる。     

10. 決められた期日までに最終論文を提出することができる。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF3101 助産学概論 １年/前期 １ 

担当教員 課程 

杉下佳文/鈴木正子 博士前期課程 
 

授業計画詳細 

授業目的 

助産の基本的理念および概念と歴史と文化、助産師の業務と責務についての基本姿勢について学修し、助

産師としての考え方やアイデンティティの確立、助産師としての倫理観を養うことを目的とする。また、専

門的自律能力を身につけ、今後の助産師のあり方と受講生自身のアイデンティティと展望について考察を深

める。 

授業内容 

助産の基本的概念と歴史と文化、助産師の業務と責務、そして今後の展望および助産学を構成する概念や

理論を教授し、プロフェッショナリズムやアイデンティティの形成を図る。助産師としての高度な職業倫理、

と助産師としての自律性について考察できるよう教授する。 

（オムニバス方式／全 8回 杉下佳文 5回・鈴木正子 3回） 

事項 

 本科目の単位取得にあたり、30時間の自己学習が必要である。 

教材 

1. 編集北川眞理子・内山和美：今日の助産、改訂第 4版、 南江堂 

2. 編集我部山キヨ子他：基礎助産学[1]助産学概論、助産学講座 1、医学書院 

3. 福井トシ子編：新版 助産業務要覧、基礎編、第 4版、2023年版、日本看護協会出版会 

4. 必要な資料は講義時に配付する。 

授業計画(15回) 

１ 助産の概念（杉下） 

２ 助産師の定義、助産実践に必須のコンピテンシー（鈴木） 

３ 助産師の業務と助産ケア —周産期における助産ケア—（杉下） 

４ 助産師の業務と助産ケア —女性の健康と助産ケア—（杉下） 

５ 助産の歴史と文化（鈴木） 

６ 助産の文化論（鈴木） 

７ 助産師と教育（杉下） 

８ 母子保健の歴史・動向と諸制度（杉下） 

評価方法 

筆記試験 70％、課題レポート 30％ 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1. 助産に関連する概念や理論について理解できる。     

2. 助産師の業務や責務および職業倫理について理解できる。     

3. 助産の歴史や文化について理解できる。     

4. 母子保健の動向と諸制度およびその課題を理解できる。     



 

 

5. 助産師としての自らの専門的自律能力やアイデンティティについて考察すること

ができる。 

    

 

 

 

 

 

 



 
 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF1201 母子の基礎科学特論 １年/前期 ２ 

担当教員 課程 

鍋田美咲/西由紀/早川博生/澤田富夫/高久道子 博士前期課程 

 

授業計画詳細 

授業目的 

助産学を学ぶ上で必要な基礎的知識である性と生殖に関する解剖と生理、周産期における内分泌機構、性

の機能と行動および女性の健康に影響を及ぼす因子について基本的知識の習得を目的とする。また、遺伝や

遺伝疾患の理解とその助産ケアおよび生殖補助医療の実際と問題点について近年の動向を踏まえて理解す

る。 

授業内容 

助産学の基礎的な知識であるリプロダクションに関する解剖・生理等の身体的および内分泌学的特徴と、

妊娠成立およびそれに伴う生理的変化について教授する。また、近年の生殖分野における現状と課題、出生

前診断と遺伝カウンセリングの知識や技法の実際を臨床の非常勤講師が教授する。 

（オムニバス方式／全 15回 西由紀 6回・鍋田美咲 4回・早川博生 2回・澤田富夫 2 回・高久道子 1 回） 
留意事項 

本科目の単位取得にあたり、30時間の自己学習が必要である。 

教材 

1. 編集我部山キヨ子他：助産学講座 2 基礎助産学[2] 母子の基礎科学 第 6版 医学書院 

2. 編集北川眞理子，内山和美：今日の助産 訂第 4版 南江堂 

3. 必要な資料は講義時に配付する。 

授業計画(15回) 

１ 助産学における解剖生理①（西） 

２ 助産学における解剖生理②（西） 

３ 生殖生理に関する視床下部-下垂体系機能①（西） 

４ 生殖生理に関する視床下部-下垂体系機能②（西） 

５ 卵巣機能（西） 

６ 母子の歯科保健（西） 

７ 母子感染（鍋田） 

８ ライフサイクル各期における健康と健康課題①（鍋田） 

９ ライフサイクル各期における健康と健康課題②（鍋田） 

10 性の分化と発達および性障害と性同一性障害・性感染症(STI)（高久） 

11 遺伝と遺伝性疾患①（早川） 

12 遺伝と遺伝性疾患②（早川） 

13 遺伝カウンセリング（鍋田） 

14 生殖補助医療の実際（澤田） 

15 生殖補助医療の問題点（澤田） 

評価方法 

筆記試験 70％ 課題レポート 30％ 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 



 
 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1. 性と生殖に関する解剖と生理について理解できる。     

2. 母子感染について理解できる。     

3. ライフサイクル各期の性機能と行動および健康課題について理解できる。     

4. 遺伝と遺伝性疾患およびその助産ケア方法について理解できる。     

5. 生殖補助医療および出生前診断について理解できる。     

 



 
 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF1301 母子の健康科学特論 １年/前期 ２ 

担当教員 課程 

筧侑子/鍋田美咲/星貴江/一ノ尾志保/福田知里/三村佳久 博士前期課程 

 

授業計画詳細 

授業目的 

妊産婦および胎児・新生児・乳児の健康水準を診断し、妊娠・出産・産褥が自然で安全に経過するように助

産ケアができることを目標に、本科目では助産学を学ぶ上で必要な基礎的知識である妊産褥婦の栄養および

胎児新生児乳児の栄養について、周産期にかかわる薬理について基本的知識の習得を目的とする。また、妊

産婦運動に関する指導およびリプロダクティブ・ヘルスに関する助産ケアとしての家族計画の保健指導を学

ぶ。 

授業内容 

妊娠による女性の変化や正常な妊娠・分娩・産褥の経過において、基礎的知識を支える母子の栄養学や周

産期薬理学について教授する。また、リプロダクティブ・ヘルスに関する支援のための基本的な知識と根拠

を教示し、妊産婦運動の実際や家族計画の保健指導の実際を教授する。 

（オムニバス方式／全 15回：筧侑子 4回・鍋田美咲 2回・星貴江 2回・一ノ尾志保 2 回・福田知里 3回・三

村佳久 2回） 

留意事項 

 本科目の単位取得にあたり、30時間の自己学習が必要である。 

教材 

1. 編集北川眞理子・内山和美：今日の助産、改訂第 4版、 南江堂 

2. 編集我部山キヨ子他：基礎助産学[3]母子の健康科学 助産学講座 3、医学書院 

3. 編集林昌洋他：実践 妊娠と薬 第 2版、じほう 

4. 必要な資料は講義時に配付する。 

授業計画(15回) 

１ 母子と栄養①（非常勤：福田） 

２ 母子と栄養②（非常勤：福田） 

３ 母子と栄養③（非常勤：福田） 

４ 母子と生活環境（筧） 

５ 周産期薬理学①（非常勤：三村） 

６ 周産期薬理学②（非常勤：三村） 

７ 助産活動を支える援助技術（鍋田） 

８ 助産活動における健康教育技法（鍋田） 

９ 妊産婦の運動生理学（筧） 

10 マタニティビクス・ヨガ（筧） 

11 母子と補完代替医療①（星） 

12 母子と補完代替医療②（星） 

13 リプロダクティブ・ヘルス/ライツと家族計画（一ノ尾） 

14 家族計画が内包する政治・文化的な課題（一ノ尾） 

15 家族計画指導（筧） 

評価方法 

演習課題レポート 80％ 保健指導案 20％ 



 
 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1. 妊婦・授乳婦・乳幼児の栄養について理解できる。     

2. 周産期の薬理について理解できる。     

3. 妊産婦への教育・相談技術および健康教育について理解できる。     

4. 妊産婦の運動生理学について理解できる。     

5. 妊産婦の運動について理解し、実践できる。     

6. 妊娠・出産における東洋医学と代替医療について理解し、実践できる。     

7. 家族計画の必要性について理解し、家族計画指導案を作成できる。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF1401 母子と家族の心理学特論 １年/後期 １ 

担当教員 課程 

杉下佳文/三後美紀/守村麻子 博士前期課程 

 

授業計画詳細 

授業目的 

女性のライフサイクルにおける心理的変化および社会的課題について、助産師としてのケアを習得するこ

とを目的とする。また、心理学専門の講師により母子関係に影響する発達心理について、臨床心理士からは

ハイリスク母子や精神障害については実際の事例を通して学ぶ。さらには、心理学科の心の健康教育に関す

る理論や実践を学ぶことで女性や母子への助産ケアに活かすことを目的とする。 

授業内容 

女性のライフサイクル各期における心理・社会的課題に対して、理論や概念に支えられる助産ケアやサポ

ートを教授する。心理学科教員による心理学的技法を用いて理解を深める。さらには現場で働く臨床心理士

から臨床心理学的アプローチの実際を講義演習で理解を深め心理学的手法を修得する。 

（オムニバス方式／全 15回：杉下佳文 4回・非常勤：守村麻子 3回・三後美紀 1回） 

留意事項 

 本科目の単位取得にあたり、30時間の自己学習が必要である。 

教材 

1. 編集北川眞理子・内山和美：今日の助産、改訂第 4版、 南江堂 

2. 編集我部山キヨ子他：基礎助産学[4]、母子の心理・社会学 助産学講座 4、医学書院 

3. 必要な資料は講義時に配付する。 

授業計画(15回) 

１ 母子の発達心理学（三後） 

２ 周産期のメンタルヘルス①（杉下） 

３ 周産期のメンタルヘルス②（杉下） 

４ 周産期（ハイリスク含む）の母子相互作用（非常勤：守村麻子） 

５ 臨床現場における流産・死産の心理過程（非常勤：守村麻子） 

６ 周産期の精神障害（非常勤：守村麻子） 

７ 切れ目のない子育て支援①（杉下） 

８ 切れ目のない子育て支援②（杉下） 

評価方法 

演習課題レポート 100％  

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1. マタニティサイクルにおける内分泌機能や心理的特徴についてケアを含め理解で

きる。 

    

2. 母子の発達心理について理解できる。     

3. 母子相互作用および母子の愛着形成についてケアを含め理解できる。     



 
 

4. 流産・死産の心理過程について段階的ケアを含め理解できる。     

5. 実際のハイリスク事例について助産ケアが提案できる。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF1501 妊娠期の助産学特論 １年/前期 ２ 

担当教員 課程 

星貴江/杉下佳文/水野祥子/鍋田美咲/筧侑子/杉本誠 博士前期課程 

 

授業計画詳細 

授業目的 

正常な妊娠の成立や妊娠経過、及び妊婦と胎児の健康状態の診断方法修得することを第一の目的とする。

妊娠の生理や妊娠期の心理社会的変化について学び、その助産ケアについて習得する。また、妊娠期の異常

やハイリスク妊娠について医学的知識および助産ケアについて学ぶ。妊娠期における助産診断ができること

が第二の授業目的である。 

授業内容 

 正常な妊娠の成立や妊娠経過、また妊婦と胎児の健康状態の診断方法を修得する。妊婦と胎児の健康状態

を維持・増進できるような助産ケアについて根拠ある技法を学ぶ。また、妊婦と胎児の家族や取り巻く社会、

環境においてもウエルネスな状態を維持できる技法を学ぶ。さらには、臨床医から正常妊娠からの逸脱を診

断できる技法を学び、ハイリスク妊婦への助産ケアについて学修する。                       

（オムニバス方式／全 15回：星貴江 5回・杉下佳文 4回・水野祥子 2回・鍋田美咲 1 回・筧侑子 1回・杉本

誠 2回） 

留意事項 

 本科目の単位取得にあたり、30時間の自己学習が必要である。 

教材 

1. 編集北川眞理子・内山和美：今日の助産、改訂第 4版、 南江堂 

2. 編集我部山キヨ子他：助産診断・技術学Ⅱ[1]妊娠期、助産学講座 5、医学書院 

3. 編集綾部琢哉・板倉敦夫：標準産科婦人科学 第 5版、医学書院 

4. 必要な資料は講義時に配付する。 

授業計画(15回) 

１ 助産診断の概要（杉下） 

２ 正常な妊娠の生理と診断法（杉下） 

３ 妊娠経過の診断と妊娠に伴う全身の変化および心理社会的側面（杉下） 

４ 胎児の発育と器官形成、胎児付物に関する診断（星） 

５ 妊娠に関連した検査（水野） 

６ 妊娠経過に対応した健康生活の診断とケア、マイナートラブル（鍋田） 

７ 胎児の発育と診断（星） 

８ 胎児モニタリング（星） 

９ 正常妊娠から逸脱時の診断（星） 

10 妊娠期の母乳育児に関する診断（水野） 

11 出産準備教育の意義と方法（筧） 

12 妊娠・出産における家族形成（杉下） 

13 ハイリスク妊娠の診断とケア①（杉本） 

14 ハイリスク妊娠の診断とケア②（杉本） 

15 正常性の助産診断とハイリスク妊娠の診断とケア（星） 

評価方法 

筆記試験 100％  

評価基準 



 
 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1. 正常妊娠について診断方法をふまえた理解ができる。     

2. 胎児の発育について方法をふまえた理解ができる。     

3. 胎児モニタリングについて理解できる。     

4. 妊娠期の異常およびハイリスク妊娠についての診断とケアが理解できる。     

5. 妊娠期の母乳育児に関する助産診断について理解できる。     

6. 出産準備教育の展開方法について理解する。     

7.  妊娠・出産における家族形成について理解する。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF1601 分娩期の助産学特論 １年/前期 ２ 

担当教員 課程 

杉下佳文/水野祥子/星貴江/筧侑子/杉本誠/中根茂晴 博士前期課程 

 

授業計画詳細 

授業目的 

分娩期における助産診断と助産ケアを行うために求められる専門的知識について正常性の助産診断を修得

することを本科目の目的とする。産科学的診断指標と助産学技術の整合性を学修し、正常逸脱時のアセスメ

ント、正常性へのケアおよびハイリスクな状態のリスク管理や助産診断に基づく助産ケアを修得する。 

授業内容 

分娩期における助産診断と助産ケアを行うために求められる専門的知識について正常性の助産診断を修得

する。産科学的診断指標と助産学技術の整合性を学び、分娩介助の技法について理論上の習得を行う。また、

正常分娩からの逸脱時のアセスメント、正常性へのケアについて理解する。さらに、臨床医よりハイリスク

な状態のリスク管理を学び、専任教員の助産師から助産診断に基づく助産ケアを修得する。 

（オムニバス方式／全 15回：杉下佳文 7 回・水野祥子１回・星貴江 2回・筧侑子 1回・杉本誠 2回・中根茂

晴 2回） 

留意事項 

受講生の主体性をもとに演習が行われることに留意すること。また、本科目の単位取得にあたり、30 時間

の自己学習が必要である。 

教材 

1. 編集北川眞理子・内山和美：今日の助産、改訂第 4版、 南江堂 

2. 編集我部山キヨ子他：助産診断・技術学Ⅱ[2]分娩期・産褥期、助産学講座 7、医学書院 

3. 綾部琢哉・板倉敦夫：標準産科婦人科学、医学書院 

4. 進純郎・堀内成子：正常分娩の助産術、医学書院 

5. 日本産科婦人科学会：産婦人科診療ガイドライン 産科編 2022 

6. 必要な資料は講義時に配付する。 

授業計画(15回) 

１ 分娩期開始の予知-分娩前徴候における診断（水野） 

２ 分娩経過の診断①-分娩の 4 要素（杉下） 

３ 分娩経過の診断②-分娩の 4 要素（杉下） 

４ 分娩経過の診断-統合と分娩後 24時間までの経過（杉下） 

５ 分娩経過に伴う助産ケア-分娩期の心理社会的側面（杉下） 

６ 分娩介助の原理①（杉下） 

７ 分娩介助の原理②（杉下） 

８ 産婦への理論的助産ケアｰ産痛緩和・呼吸法ケア（星） 

９ 分娩介助の原理③（杉下） 

10 出生直後の新生児（筧） 

11 分娩誘発、無痛分娩（星） 

12 出生後２４時間の新生児の管理（小児科医：中根） 

13 ハイリスク新生児の管理（小児科医：中根） 

14 分娩の異常（産科医：杉本） 

15 産科手術（産科医：杉本） 



 
 

評価方法 

筆記試験 100％  

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1. 分娩期の助産診断について理解できる。     

2. 分娩介助技術について理論や原理をふまえて理解できる。     

3. 心理社会的側面が分娩に及ぼす影響について理解できる     

4. 産痛緩和や呼吸法等の分娩時の助産ケアについて理解できる。     

5. ハイリスク新生児の管理について理解できる。     

6. 分娩の異常およびハイリスク分娩について理解できる。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF3701 産褥・育児期の助産学特論 １年/通年 ２ 

担当教員 課程 

水野祥子/杉下佳文/星貴江/筧侑子 博士前期課程 

 

授業計画詳細 

授業目的 

マタニティサイクルの中の産褥期、新生児期および育児期、乳児期における助産過程を展開するために必要

となる全身状態および心理・社会的状態や健康問題についての知識や理論を学修する。また、正常性の維持

とともに正常逸脱の回避に重点を置き、母子に合わせた効果的で適切な産後ケアを実践するための思考過程

を学ぶ。 

授業内容 

妊娠期からの事例を基に、産褥期の全身状態および心理・社会的状態や健康問題についての知識や理論を

学修する。実際の臨床事例について、新生児期および乳児期を含んだ産褥期および育児期（産後 4か月まで）

における助産診断の特徴を学ぶ。また、正常性の維持とともに正常逸脱の回避に重点を置き、母子および家

族形成期に合わせた効果的で適切な産後ケアを実践するための思考過程を修得する。 

（オムニバス方式／全 15回：水野祥子 10回・杉下佳文２回・星貴江２回・筧侑子１回） 

留意事項 

 関連科目の事例に沿って講義を行うため、事例をよく読んで本講義に臨むこと。 

本科目の単位取得にあたり、30時間の自己学習が必要である。 

教材 

1. 編集北川眞理子・内山和美：今日の助産 改訂第 4版,南江堂. 

2. 編集我部山キヨ子他：助産診断・技術学Ⅱ[2]分娩期・産褥期 助産学講座 7,医学書院. 

3. 編集綾部琢哉・板倉敦夫：標準産科婦人科学 第 5版,医学書院. 

その他、必要な資料は講義時に配付する。 

授業計画(15回) 

１ 産褥期の生理（水野） 

２ 産褥期のフィジカルアセスメントと退行性変化の促進ケア（水野） 

３ 進行性変化促進と日常生活適応の支援（水野） 

４ 新生児のフィジカルアセスメント（筧） 

５ 産褥期の心理社会的変化（杉下） 

６ 産褥経過の助産診断と助産過程の展開①（水野） 

７ 産褥経過の助産診断と助産過程の展開②（水野） 

８ 母乳育児支援（水野） 

９ 乳房管理（水野） 

10 育児期行動の取得・家族への支援（杉下） 

11 産褥期のマイナートラブルとケア（星） 

12 産褥期の異常とケア（星） 

13 家庭・社会生活復帰への支援（水野） 

14 特殊な状況にある褥婦への支援（水野） 

15 助産診断・助産過程のまとめ （水野） 

評価方法 

筆記試験 100％  

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 



 
 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1. 産褥期の全身状態・心理社会的状態の助産診断が理解できる。     

2. 退行性変化・進行性変化および日常生活適応の促進ケアについて説明できる。     

3. 産褥期の異常について説明できる。     

4. 乳房管理について乳房の異常を含めて説明できる。     

5. 新生児のフィジカルアセスメントおよび助産診断が理解できる。     

6. 家族関係形成の支援について説明できる。     

7. より質の高い産後ケアについて自らの考えを説明できる。     

8. 産褥期の助産診断と助産過程の展開方法が理解できる。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



 
 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF3801 妊娠期の実践助産学演習 １年・通年 １ 

担当教員 課程 

星貴江/筧侑子/杉下佳文/鍋田美咲/水野祥子/一ノ尾志保/（山田尚美）   博士前期課程 

授業計画詳細 

授業目的 

正常な妊娠の成立や妊娠経過、及び妊婦と胎児の健康状態の診断方法を修得し、実際の助産ケア技法を学

ぶことを本科目の目的とする。妊娠の生理や妊娠期の心理社会的変化について学び、その助産ケアについて

習得する。また、妊娠期の異常やハイリスク妊娠について助産診断方法及び助産ケアの実際について学ぶ。 

授業内容 

妊婦および胎児の健康状態を維持するための助産技術を修得できることを目的とする。また、異常時の早

期発見に向けたアセスメント能力と診断技法、助産ケアの方法論を学ぶ。さらには、妊婦と胎児、その家族の

状況に応じた助産ケアの選択をできる能力を養う。「妊娠期の助産学特論」と連動した講義展開をする。 

（オムニバス方式／全 15回：星貴江 7回・筧侑子 2回・一ノ尾志保 1回・杉下佳文 1 回・鍋田美咲 1 回・水

野祥子１回・（山田尚美 2回）） 

留意事項 

 妊娠期の助産学特論の理論や原則を復習し受講する。学外演習を含む。受講生の主体性をもとに演習が行

われることに留意すること。また、本科目の単位取得にあたり、30時間の自己学習が必要である。 

教材 

1. 編集北川眞理子・内山和美：今日の助産、改訂第 4版、 南江堂 

2. 編集我部山キヨ子他：助産診断・技術学Ⅱ[1]妊娠期、助産学講座 6、医学書院 

3. 必要な資料は講義時に配付する。 

授業計画(15回) 

１ 助産診断過程・助産実践過程の展開方法（杉下） 

２ 妊娠経過の診断・助産ケアのための診断技術に関する助産技術（星） 

  （妊娠反応、妊娠暦、経腟超音波など） 

３ 助産診断・助産ケアのための診査技術（中期以降）（星） 

４ 妊娠経過診断における内診技術、クスコ診（筧） 

５ 妊婦健康診査、経過診断過程の事例展開・学外演習（星） 

６ マイナートラブルの診断と助産ケア（鍋田） 

７ 妊娠期における超音波診断法（星） 

８ 妊娠期の保健指導の実際・学外演習（星・山田） 

９ 妊娠期の保健指導・ロールプレイ①（星・山田） 

10 妊娠期の保健指導・ロールプレイ②（星・山田） 

11 妊娠期の保健指導・ロールプレイ③（星・山田） 

12 出産準備教育・学外演習（筧） 

13 ハイリスク妊娠の助産ケアとグリーフケア（水野） 

14 妊娠期の助産実践過程の立案、評価①（星・一ノ尾） 

15 妊娠期の助産実践過程の立案、評価②（星・一ノ尾） 

評価方法 

実技および助産診断過程の展開 30％、保健指導案 40％、出産準備教育 30％  

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 



 
 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1. 妊娠成立と妊娠経過の診断方法について理解できる。     

2. 妊婦健康診査の技法について実践できる。     

3. 助産診断過程、実践過程の展開方法が理解できる     

4. 妊娠期の保健指導案を作成できる。     

5. ハイリスク妊娠の助産ケアとグリーフケアが理解できる。     

6. 出産準備教育の準備・計画をすることができる。     

 

 

 



 

 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF1901 分娩期の実践助産学演習  １年/通年 ２ 

担当教員 課程 

杉下佳文・星貴江・水野祥子・筧侑子・一ノ尾志保・鍋田美咲・（山田尚美） 博士前期課程 

 

授業計画詳細 

授業目的 

 分娩期の助産診断および正常な経過にある産婦への支援について基本的な技術の習得が本科目の目的であ

る。分娩介助技法では原理と基本を学修し、分娩介助時の助産技術を習得する。胎児新生児の健康状態の診

査や胎児付属物の検査法について理解する。また、正常分娩からの逸脱およびハイリスク分娩の助産ケア技

術について習得する。 

授業内容 

分娩期の助産診断技術や助産ケア技術の習得を目指し、事例を基に臨床推論を行いながら演習を行う。自律

した分娩介助技術を修得する。また、ハイリスクや危機的状況に対する判断や行動をシミュレーション演習

を通して身につけることができるように教授する。 

（オムニバス方式／全 30回：杉下佳文 13回・水野祥子 1 回・星貴江 6回・一ノ尾志保 8回・（山田尚美 6.5） 

留意事項 

 分娩期の助産学特論の理論や原則を復習し受講する。受講生の主体性をもとに演習が行われることに留意

すること。また、本科目の単位取得にあたり、30時間の自己学習が必要である。 

教材 

1. 編集北川眞理子・内山和美：今日の助産、改訂第３版、 南江堂 

2. 編集我部山キヨ子他：助産診断・技術学Ⅱ[2]分娩期・産褥期、助産学講座 7、医学書院 

3. 進純郎、堀内成子：正常分娩の助産術 医学書院 

4. 綾部琢哉・板倉敦夫：標準産科婦人科学、医学書院 

5. 日本産科婦人科学会：産婦人科診療ガイドライン 産科編 2022 

6. 必要な資料は講義時に配付する。 

授業計画(30回) 

１ 分娩期の助産診断①-分娩期の内診技術・陣痛測定法（筧・山田） 

２ 分娩の準備（筧・山田） 

３ 分娩の準備（セルフトレーニング）（筧・山田） 

４ 分娩経過に伴うアセスメント・助産診断（杉下） 

５ 助産診断における助産過程の展開①（杉下） 

６ 助産診断における助産過程の展開②（杉下） 

７～１４ 分娩介助技術①～⑥（杉下・星・水野・一ノ尾） 

１１・１２ 産婦への助産ケア方法①②（星・山田） 

１５・１６ 分娩介助技術⑦⑧（杉下） 

１７・１８ 出生直後の新生児フィジカルアセスメント（筧・山田） 

１９～２２ 分娩介助技術・出生直後の新生児フィジカルアセスメントセルフトレーニング（筧・山田） 

２３・２４ 出生直後の新生児フィジカルアセスメント実技試験（筧・杉下） 

２５・２６ 実習施設における分娩介助セルフトレーニング（セルフ・杉下） 

２７ フリースタイル分娩体位（水野） 

２８ 回旋異常、骨盤位、鉗子分娩介助法（杉下） 

２９ 硬膜外麻酔分娩（星） 

３０  肩甲難産時・異常出血時の助産ケア（星） 



 

 

評価方法 

実技試験 100％（前期試験期間中：中間実技試験）（11月：最終実技試験） 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1. 分娩開始および分娩経過の診断ができる。     

2. 分娩第 1期のケアが実践できる。     

3. 正常分娩の分娩介助（分娩第 2期～分娩第 4期）の一連の流れが実践できる。     

4. 産痛緩和および呼吸法指導について実践できる。     

5. 出生時の正常新生児のケアについて一連の流れが実践できる。     

6. 分娩の異常およびハイリスク分娩について理解できる。     

 

  



 

 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF4001 産褥・育児期の実践助産学演習 １年/通年 １ 

担当教員 課程 

水野祥子/杉下佳文/一ノ尾志保/筧侑子/星貴江 博士前期課程 

 

授業計画詳細 

授業目的 

母子や家族に質の高い助産実践を行うために、産褥期・育児期および新生児期・乳児期に必要な診査技術

やケア技術を修得することが目的である。事例における臨床推論を通して、正常からの逸脱の回避、異常へ

の予防について技術習得する。また、実際の保健指導の場面で活用できる有効な保健指導案を作成する。 

授業内容 

 産褥期および新生児期、乳児期に必要な診査技術やケア技術を修得する。また、シミュレーション演習を

通して、褥婦および新生児のハイリスクや危機的状況に対する判断や行動を身につけることができるように

教授する。出生直後の新生児に対して、新生児蘇生法（NCPR）専門コースを受講し修了する。乳児の発育発達

と健康診査は小児看護のスペシャリストから講義を受ける。また、実際の保健指導の場面で活用できる保健

指導案を作成する。（オムニバス方式／全 15 回：杉下佳文３回・水野祥子 6.5 回・星貴江 0.5 回・一ノ尾志

保４回・筧侑子１回） 

留意事項 

 産褥・育児期の助産学特論の理論や原則を復習し受講する。受講生の主体性をもとに演習が行われること

に留意すること。また、本科目の単位取得にあたり、30時間の自己学習が必要である。 

教材 

1. 編集北川眞理子・内山和美：今日の助産、改訂第 4版、 南江堂 

2. 編集我部山キヨ子他：助産診断・技術学Ⅱ[2]分娩・産褥期 助産学講座 7 

3. 編集綾部琢哉。板倉敦夫：標準産科婦人科学 第 5版 医学書院 

助産診断・技術学Ⅱ[3]新生児期・乳幼児期 助産学講座 8 医学書院 

4. 細野茂春：日本版救急蘇生ガイドライン 2020に基づく新生児蘇生法テキスト 第 4版 

5. 仁志田博司：新生児学入門 第 5 版 

6. 必要な資料は講義時に配付する。 

授業計画(15回) 

1. 産褥・新生児の看護技術（沐浴・授乳・児の観察）（水野） 

2. 産褥・新生児の看護技術（沐浴・授乳・児の観察）（水野） 

3. 新生児のケア技術（筧） 

4. 褥婦のフィジカルアセスメント（水野） 

5. 産褥経過診断と助産過程の展開①（水野） 

6. 新生児蘇生法（NCPR：専門コース受講）（一ノ尾） 

7. 新生児蘇生法（NCPR：専門コース受講）（一ノ尾） 

8. 乳房管理技術（水野） 

9． 産褥経過の助産診断と助産過程の展開②（水野） 

10. 産褥・新生児・乳児の健康診査（2週間・1か月・2か月） (杉下) 

11. 産褥期の保健指導案作成（杉下） 

12. 乳児の発育発達と健康診査（2か月～4か月）（一ノ尾） 

13. 乳児の発育発達と健康診査（5か月～1歳）（一ノ尾） 

14.  産褥期の保健指導案発表（ロールプレイ）（杉下・水野） 

15.  産褥期の保健指導案発表（ロールプレイ）（杉下・星） 



 

 

評価方法 

実技および助産診断課程の展開 50％ 保健指導案 30％ 新生児蘇生法(NCPR)専門コース修了書 20% 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1. 褥婦のフィジカルアセスメントの手技手法が実践できる。     

2. 乳房管理の手技手法が実践できる。     

3. 産褥期の保健指導案の作成および指導が実践できる。     

4. 新生児蘇生法（NCPR）専門コースが修了できる。     

5. 産褥期の健康診査や家庭訪問指導が実践できる。     

6. 乳児の発育発達を理解した健康診査が実践できる。     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF2101 地域助産活動論 2年/前期 2 

担当教員 課程 

鍋田美咲/（山田尚美）  博士前期課程 

授業計画詳細 

授業目的 

地域助産活動の基盤となる地域母子保健の諸理論や母子保健の動向を学修するとともに、母子保健システ

ムや母子保健制度、母子保健施策を理解する。また、地域の母子保健の実際を学び、地域助産活動における他

職種や組織との連携、対象を理解する。さらに、地域母子保健の現状や課題についての実際の健康診査事業

等を通じて、地域において助産師が果たすべき役割を考察する。 

授業内容 

地域助産活動の基盤となる地域母子保健の諸理論や母子保健の動向を学修するとともに、母子保健システ

ムや母子保健制度、母子保健施策を理解するために、地域母子保健の専門家や臨地の保健師により教授する。

さらに、国際母子保健の意味や意義について国際保健看護の専門家により教授する。学外演習では、保健セ

ンターや地域子育て支援拠点等における母子への支援の見学を通して、地域における助産師が果たすべき役

割を考察する。 

（オムニバス方式／全 15回：鍋田美咲 13回・山田尚美 2 回） 

留意事項 

 本科目は、助産学実習Ⅰおよび地域助産学実習と連動している。単位取得にあたり、30 時間の自己学習が

必要である。 

教材 

1. 編集我部山キヨ子他：地域母子保健・国際母子保健、助産学講座 9、医学書院 

2. 編集北川眞理子，内山和美：今日の助産、改訂第 4版、南江堂 

3. 必要な資料は講義時に配付する。 

授業計画(15回) 

１ 地域母子保健の意義（鍋田） 

２ 母子保健の現状と動向（鍋田） 

３ 地域母子保健行政の体系①（鍋田） 

４ 地域母子保健行政の体系②（鍋田） 

５ 地域母子保健活動の基盤（鍋田） 

６ 地域母子保健活動の展開①（鍋田） 

７ 地域母子保健活動の展開②（鍋田） 

８ 国際母子保健①（山田） 

９ 国際母子保健②（山田） 

10～15 地域での母子への支援（学外演習）（鍋田） 

評価方法 

筆記試験 50％ 学外演習記録・課題レポート 50％ 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1. 地域母子保健の意義を理解することができる。     



 
 

2. 地域母子保健の現状と動向を理解することができる。     

3. 地域母子保健行政の体系について理解することができる。     

4. 地域母子保健活動の基盤と展開について理解することができる。     

5. 国際母子保健の現状と課題を理解することができる。     

6. 地域母子保健における助産師の役割を理解することができる。     

 



 
 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF2201 助産マネジメント論 ２年/前期 ２ 

担当教員 課程 

水野祥子/鈴木正子/磯貝明/大島和美/叶谷克枝 博士前期課程 

 

授業計画詳細 

授業目的 

専門職の自律性をもとに、助産業務に係る法的規定および施設・組織の特性に応じた助産ケアの質について

学び、助産業務管理の視点を理解する。また、助産業務に関するマネジメントの概要及びリスクマネジメン

トの実際を学び、助産師に求められる役割と機能の拡大に向けた組織的活動について理解する。さらには、

助産所開設の手順と方法について習得する。 

授業内容 

助産管理の基本、助産業務管理、助産所の経営や管理、周産期医療とその安全について基本的な知識を教授

する。臨床の管理者から産科病棟の管理や周産期管理システム、助産業務管理の実際について学ぶ。また、経

営学的観点からマネジメントサイクルのためのリソース（ヒト・モノ・カネ・情報・システム）と活用の基礎

を学ぶ。 

（オムニバス方式／全 15回：水野祥子３回・磯貝明４回・鈴木正子５回・非常勤：大島和美１回・非常勤：

叶谷克枝２回） 

留意事項 

本科目の単位取得にあたり、30時間の自己学習が必要である。 

教材 

1. 編集北川眞理子・内山和美：今日の助産、改訂第 4版、 南江堂 

2. 編集我部山キヨ子他：助産管理、助産学講座 10、医学書院 

3. 日本看護協会出版会：助産師業務要覧第 3版 Ⅰ基礎編 

4. 必要な資料は講義時に配付する。 

授業計画(15回) 

１ 助産管理の概念（鈴木） 

２ 助産業務管理の基本（鈴木） 

３ 管理の基本概念とプロセス（磯貝） 

４ 医療経営学の基礎（磯貝） 

５ 経営学的見地における病院や助産院の組織構成およびその活用（磯貝） 

６ 経営学的見地からみた病院内の人的資源管理 （磯貝） 

７ 関係法規と助産師の責務①(鈴木) 

８ 関係法規と助産師の責務②(鈴木） 

９ 助産師の法的責任と義務(鈴木） 

10 周産期管理システム(水野） 

11 外来の助産管理(水野） 

12 産科病棟・バースセンターの管理の実際（非常勤：大島） 

13 周産期の医療事故とリスクマネジメント（水野） 

14 助産所における助産業務管理（非常勤：叶谷） 

15 助産所の運営（非常勤：叶谷） 

評価方法 

筆記試験 100％  



 
 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1. 助産管理に係る関係法規について理解することができる。     

2. 助産師の法的責任について理解することができる。     

3. 経営学的見地における組織管理について理解することができる。     

4. 医療経営および管理について理解することができる。     

5. 助産業務管理におけるリスクマネジメントについて理解することができる。     

6. 周産期管理システムについて理解することができる。     

7. 助産所における業務管理や運営について理解することができる。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF4301 助産学実習Ⅰ(分娩介助見学実習・周産期ケア見学実習） １年/後期 １ 

担当教員 課程 

水野祥子/星貴江/一ノ尾志保/筧侑子/(山田尚美) 博士前期課程 

 

授業計画詳細 

授業目的 

ローリスクの妊産褥婦・新生児を対象として、指導助産師が実践する助産ケアの見学を通し、妊娠期の健康

診査技術および分娩介助技術を含めた分娩期の助産技術、産褥期・新生児期の助産ケア技術の修得のための

基礎を学ぶ。 

授業内容 

1．周産期ケア見学実習 

妊娠期の健康診査技術および分娩介助技術を含めた分娩期の助産技術、産褥期・新生児期の助産診断・ケ

ア技術について指導助産師の実践を見学する。  

2．分娩介助見学実習 

分娩介助の見学を通して、分娩開始の診断および分娩進行に伴う経過診断、分娩予測の診断について学ぶ。

さらに分娩進行に伴う産婦と家族へのケアを学び、助産診断に基づいた助産ケアを一部実践する。 

留意事項 

本科目の単位取得にあたり、妊娠期の健康診査技術および産褥・新生児期のケア技術、助産技術に関しては

分娩期の実践助産学演習と連動し習得する。さらには 30時間の自己学習およびセルフトレーニングが必要で

ある。 

教材 

1. 編集北川眞理子・内山和美：今日の助産、改訂第 4版、 南江堂 

2. 編集我部山キヨ子他：助産診断・技術学Ⅱ[1]妊娠期、助産学講座 6、医学書院 

3. 編集我部山キヨ子他：助産診断・技術学Ⅱ[2]分娩期・産褥期、助産学講座 7、医学書院 

4. 編集我部山キヨ子他：助産診断・技術学Ⅱ[3]新生児期・乳児期、助産学講座 8、医学書院 

5. 編集平澤美惠子他：写真でわかる助産技術アドバンス、インターメディカ 

6. 必要な資料は講義時に配付する。 

授業計画(15回) 

1．実習期間（助産学実習計画参照） 

9月第 4週目の 1週間；令和 6年 9月 24日（火）～令和 6年 9月 28日（土） 

実習施設により、実習期間が変更される場合もある。 

1) 実習時間 

8：30～16：30（原則） 

分娩進行中の事例があれば、実習施設と相談の上、実習時間の延長や変更がされる場合がある。 

2．週間計画と実習内容 

1）令和 6年 9月 24日～9月 28日 

曜日 午前 午後 

9/24（火） (臨地)外来・病棟オリエンテーション (臨地) 分娩見学/褥婦ケア見学・助産計画立案 

9/25（水） (臨地)分娩見学/褥婦ケア見学・助産計画立案 (臨地)助産計画に基づいたケアの実施、ケア評価 

9/26（木） (臨地)分娩見学/新生児ケア見学・助産計画立

案 

(臨地)助産計画に基づいたケアの実施、ケア評価 

9/27（金） (臨地)分娩見学/妊婦ケア見学・助産計画立案 (臨地)助産計画に基づいたケアの実施、ケア評価 

9/28（土） (臨地)分娩見学/妊婦健康診査見学 (学内)まとめ、最終カンファレンス 
 



 
 

評価方法 

実習評価指標に基づいて評価する。助産学実習要項および手引き参照 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1. 分娩経過の正常性を助産診断できる。     

2. バースプランや産婦の主体性を引き出す分娩期助産ケアの見学を通し、実践の一部ができる。     

3. 分娩経過の正常性について予防的視点で助産診断できる。     

4. 分娩経過のハイリスク移行の助産診断ができる。     

5. 助産診断に基づいた分娩介助の見学を通して実践の一部ができる。     

6. 産褥早期・早期新生児期の助産診断ができる。     

7. 助産診断に基づき、セルフケアを支える助産ケアの見学を通して実践の一部ができる。     

8. 助産診断に基づき、退院後の生活を考慮した助産ケアを立案できる。     

9. 妊娠期からの継続的な産後助産ケアの見学を通して実践の一部ができる。     

10. 退院後の生活に向けた褥婦・新生児・家族への保健指導の見学を通して実践の一部ができる。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF4401 助産学実習Ⅱ（継続事例実習・ローリスク分娩介助実習） １年/後期 ６ 

担当教員 課程 

星貴江/水野祥子/杉下佳文/一ノ尾志保/筧侑子/(山田尚美) 博士前期課程 

 

授業計画詳細 

授業目的 

１．継続事例実習 

妊娠中期から産後 2 ヶ月までの継続事例を対象として、妊娠・分娩・産褥・育児の各期の母子とその家族

への継続的な支援に必要な助産診断および助産技術を修得することを目的とする。さらに、地域助産活動や

他職種との連携に必要な調整能力を養う。 

２．ローリスク分娩介助実習 

ローリスクの産婦を受け持ち、情報収集、アセスメント、助産診断、助産計画の立案等の助産過程を展開し

母子の状況に応じた安全で安楽な分娩介助および助産ケアを実践する。また、分娩介助した褥婦と新生児の

受け持ちを行い、助産過程の展開と助産ケアを実践する。 

授業内容 

１． 継続事例実習 

妊娠中期（妊娠 20週頃）から産後 2ヶ月までの母子を継続事例の対象として、妊娠・分娩・産褥・育児期

の母子とその家族への助産ケアを実践する。実習内容は、妊娠期の妊婦健康診断、正期産入院時の分娩期の

ケア（分娩介助を含む）、産褥入院中のケア（沐浴指導や退院指導を含む）、2週間健診、産後 1か月健診、産

後 2ヶ月までの家庭訪問 1回である。 

２． ローリスク分娩介助実習 

分娩介助事例は 7～8例、継続事例は 1例（助産学実習Ⅰ）を指導助産師の指導の下で実習する。分娩時に

おける間接介助は 3～4 例、新生児係（児受け）は 3～4 例を実習する。また、分娩介助した褥婦と新生児を

受け持ち、助産過程の展開と助産ケアの実施を行う。 

留意事項 

 本科目の単位取得にあたり、30時間の自己学習が必要である。本科目の単位取得にあたり、30時間の自己

学習が必要である。助産技術に関しては、分娩期の実践助産学演習と連動し習得すること、さらには 30時間

のセルフトレーニングが必要である。 

教材 

1. 編集北川眞理子・内山和美：今日の助産、改訂第 4版、 南江堂 

2. 編集我部山キヨ子他：助産診断・技術学Ⅱ[1]妊娠期、助産学講座 6、医学書院 

3. 必要な資料は講義時に配付する。 

授業計画(15回) 

1．実習期間（助産学実習計画参照） 
1）継続事例実習（妊婦健康診査）：令和 6 年 9 月 30 日～令和 7 年 1 月 13 日 
2）ローリスク分娩介助実習：令和 7 年 1 月 14 日～令和 7 年 2 月 14 日の 5 週間。継続事例実習の分

娩介助および産褥期のケアを含む。 
 
2． 実習時間 

8：30～16：30（原則）ただし、分娩進行中の事例があれば、実習施設と相談の上、実習時間の延

長や変更がされる場合がある。 
 
 



 
 

3. 週間計画と実習内容（例） 
曜日 午前 午後 

月 （臨地）受け持ち事例の選定・情報収集 （臨地）助産診断・助産計画 
火 （臨地）分娩介助 （臨地）分娩介助、産褥期・新生児期の助産

計画立案 
水 （臨地）産褥新生児実習 （学内）分娩介助の振り返り、評価 
木 （臨地）受け持ち事例の選定・情報収集 （臨地）助産診断・助産計画 
金 （臨地）分娩介助 （臨地）分娩介助、産褥期・新生児期の助産

計画立案 
 

評価方法 

実習評価指標に基づいて評価する。実習要項及び手引きの評価方法参照。 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1. 妊婦健康診査を助産診断をもとに実践することができる。     

2. 事例の受け持ち時の助産診断をもとに助産ケアを行うことができる。     

3. 事例の分娩経過の診断をもとに助産ケアを行うことができる。     

4. 分娩介助を助産診断をもとに行うことができる。     

5. 分娩介助評価指標にもとづいた安全・安楽な分娩介助を 7 例以上行うことができ

る。 

    

6. 分娩評価指標にもとづいた分娩間接介助を 3例以上行うことができる。     

7. 分娩評価指標にもとづいた児受けを 3例以上行うことができる。     

8. 産褥・新生児の助産ケアを助産診断をもとに行うことができる。     

9. 助産計画にもとづき、産後健診及び新生児健診を行うことができる。     

10. 助産計画にもとづき、産後の家庭訪問を行うことができる。     

11. 継続助産ケアについて診断と計画ができる。     

 

 

 

 

 



 

 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF4501 助産学実習Ⅲ（ローリスク・ハイリスク分娩介助実習） １年/後期 ２ 

担当教員 課程 

杉下佳文/星貴江/水野祥子/鍋田美咲/一ノ尾志保/筧侑子/（山田尚美） 博士前期課程 

 

授業計画詳細 

授業目的 

助産学実習Ⅱの学修をもとに、妊娠・分娩・産褥・育児期の各期の対象の理解をさらに深め、助産診断に基づ

いた助産計画の立案、実施、評価を実践し、個別性の尊重や状況に応じた助産ケアを修得することを目的と

する。ローリスクのみならず、正常からの健康状態の逸脱を予測し、ハイリスク産婦（帝王切開分娩、吸引分

娩・鉗子分娩を受ける産婦、無痛分娩）に対する実践能力を養う。 

授業内容 

 分娩介助事例は 3～4例を指導助産師の指導の下で実習する。また、ハイリスク産婦（帝王切開分娩、吸引

分娩・鉗子分娩を受ける産婦、無痛分娩）は 1 例を助産師の指導の下で部分的に実施および状況に応じて見

学実習する。分娩時における間接介助は 2 例、新生児係（児受け）は 2 例を実習する。また、分娩介助した

褥婦と新生児を受け持ち、助産過程の展開と助産ケアの実施を行う。 

留意事項 

 本科目の単位取得にあたり、30 時間の自己学習が必要である。助産技術に関しては、分娩期の実践助産学

演習および助産学実習Ⅰ・Ⅱと連動し習得すること、さらには 30時間のセルフトレーニングが必要である。 

教材 

1. 編集北川眞理子・内山和美：今日の助産、改訂第 4版、 南江堂 

2. 編集我部山キヨ子他：助産診断・技術学Ⅱ[1]妊娠期、助産学講座 6、医学書院 

3. 必要な資料は講義時に配付する。 

授業計画(15回) 

1．実習期間（助産学実習計画参照） 

令和 7年 2月 17日～2月 28日の 2週間。 

2．実習時間 

8：30～16：30（原則）ただし、分娩進行中の事例があれば、実習施設と相談の上、実習時間の延長

や変更がされる場合がある。また、分娩介助事例数が助産学実習ⅠとⅡとを合計して 10 例以上に到達

しないと判断された時点で、実習時間が土日や夜間に拡大される場合がある。 

 

3．週間計画と実習内容 

曜日 午前 午後 

月 （臨地）受け持ち事例の選定・情報収集 （臨地）助産診断・助産計画 

火 （臨地）分娩介助 （臨地）分娩介助、産褥期・新生児期の助産計画立案 

水 （臨地）産褥新生児実習 （学内）分娩介助の振り返り、評価 

木 （臨地）受け持ち事例の選定・情報収集 （臨地）助産診断・助産計画 

金 （臨地）ハイリスク分娩の一部介助 （学内）分娩介助の振り返り、評価 
 

評価方法 

実習評価指標に基づいて評価する。実習要項及び手引きの評価方法参照。 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 



 

 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1. 事例の個別性を含めた助産診断をもとに助産計画の立案ができる。     

2. 助産計画をもとに分娩介助評価指標にもとづいた分娩介助ができる。     

3. ハイリスク事例の一部分娩介助ができる。     

4. 異常分娩の助産診断および助産計画ができる。     

5. ハイリスクおよび異常分娩の間接介助の一部ができる。     

6．ハイリスク新生児の児受けの一部が出来る。     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF4601 助産学実習Ⅳ（ハイリスク管理実習） 2年/前期 1 

担当教員 課程 

一ノ尾志保 博士前期課程 

 

授業計画詳細 

授業目的 

妊娠期における合併症を有する事例および正常からの逸脱をしたハイリスクな事例において、健康障害の診

断と助産過程を通し、産科管理の実際や助産ケアの実際から助産管理の在り方を学ぶ。また、MFICU・NICU・

GCU の管理の実際を通し、ハイリスク妊産褥婦・新生児に対する管理の重要性や周産期医療連携システムの必

要性について理解し、医療チームの中で自律して助産ケアを提供するための能力を養う。 

授業内容 

MFICU に入院しているハイリスク妊婦（妊娠高血圧症候群や切迫早産等の合併症妊婦）を受け持ち、情報収

集、アセスメント、助産計画を立案し、指導助産師とともに助産ケアを実践する。また、NICU・GCU にてハイ

リスク新生児の管理や周産期医療連携システム、他職種連携等の実際について見学実習する。 

留意事項 

 本科目の単位取得にあたり、30時間の自己学習が必要である。 

教材 

1. 編集北川眞理子・内山和美：今日の助産、改訂第 4版、 南江堂 

2. 編集我部山キヨ子他：助産診断・技術学Ⅱ[1]妊娠期、助産学講座 6、医学書院 

3. 必要な資料は講義時に配付する。 

授業計画(15回) 

1. 実習期間（助産学実習計画参照）*変更の場合あり 

令和 6年 6月 24日～7月 5日（臨地実習施設と調整中）（2グループに分かれ 1週間ずつ実習を行う） 

2. 実習時間 

8：30～16：30（原則） 

3. 実習施設 

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院、総合周産期センター、MFICU、NICU、GCU 

4. 週間計画と実習内容  

曜日 午前 午後 

月 （臨地）病棟・MFICUでのオリエンテーション （臨地）受け持ち対象の決定・情報収集・助産計画の立案 

火 （臨地）助産計画に基づいたケアの実施 （臨地）助産計画に基づいたケアの実施 

水 （臨地）NICU／GCU見学実習 （臨地）NICU／GCU見学実習 

木 （臨地）助産計画に基づいたケアの実施 （臨地）助産計画に基づいたケアの実施・ケアの評価 

臨地最終カンファレンス 

金 （学内）受け持ち事例のまとめ （学内）最終カンファレンス 
 

評価方法 

実習評価指標に基づいて評価する。実習要項及び手引きの評価方法参照。 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点) ：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点) ：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満) ：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 



 
 

到達目標 A B C D 

1. 合併症妊娠等のハイリスク事例の助産診断およびケア計画を立案できる。     

2. MFICU、NICU、GCUの管理について説明できる。     

3. NICUで管理される新生児の助産診断およびケア計画を立案できる。     

4. 産科病棟、MFICUおよび NICUの連携について説明できる。     

5. 母体搬送システムにおける周産期センターの役割の実際が理解できる。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF2801 助産学課題研究Ⅰ 1年/通年 4 

担当教員 課程 

杉下佳文/水野祥子 博士前期課程 

 

授業計画詳細 

授業目的 

母子とその家族を取り巻くさまざまな課題をとらえ、助産の専門性を追究し、研究的視点をもって助産ケア

に取り組む能力を身につける。また、臨床に還元できる研究ニーズであるリサーチマインドを育成する。 

授業内容 

当該科目では、助産実践と近接した研究ニーズを文献や助産学実習Ⅰを通して発掘し、研究計画書を作成し、

1 年次後期（10 月）には研究計画発表会で報告する。また研究計画書を基に、研究倫理審査における承認を

目指す。 

留意事項 

本科目の単位取得にあたり、30 時間の自己学習が必要である。自己学習には文献検索をはじめ、母子とその

家族がとりまく課題について探索する。 

教材 

1. 編集北川眞理子・内山和美：今日の助産、改訂第 4版、 南江堂 

2. 編集我部山キヨ子他：助産学講座１ 助産学概論 医学書院 

3. 参考図書：系統看護学講座 別巻 看護研究 医学書院、2019 

4.      看護研究 原理と方法 医学書院、2010年 

5.      黒田裕子の看護研究 Step by Step 医学書院、2021年 

6. 必要な資料は講義時に配付する。 

授業計画(30回) 

1・2 助産学における研究① 

3・4 助産学における研究② 

5・6 臨床研究① 

7・8 臨床研究② 

9・10 研究シーズの探索① 

11・12 研究シーズの探索② 

13・14 文献検索① 

15・16 文献検索② 

17・18 文献検索③ 

19・20 文献検索④ 

21・22 文献検索⑤ 

23・24 文献のまとめ発表 

25・26 文献検索のまとめ発表 

27・28 リサーチクエッションの発表 

29・30 リサーチクエッションの発表 

31・32 研究計画書について① 

33・34 研究計画書について② 

35・36 研究計画書作成① 

37・38 研究計画書作成② 



 

 

39・40 研究計画発表① 

41・42 研究計画発表② 

43・44 研究計画発表会予演 

45・46 研究計画発表会（研究計画発表会ＭⅠ） 

47・48 研究計画発表会（研究計画発表会ＭⅠ） 

49・50 研究計画リフレクション① 

51・52 研究計画リフレクション② 

53・54 倫理審査計画書 

55・56 倫理審査計画書 

57・58 倫理審査計画書 

59・60 倫理審査計画書 

評価方法 

研究計画書 70％、研究倫理審査関連資料 30％ 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1. 助産学に関連する文献検討をまとめることができる。     

2. 助産における研究課題と研究における実現可能なシーズを見つけることができる。     

3. 研究計画書を作成することができる。     

4. 研究計画発表会 M１で発表できる。     

5. 倫理審査計画書および関連資料の作成ができる。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

授業コード 授 業 科 目 名 配当学年/学期 単位数 

MF2901 助産学課題研究Ⅱ 1年/通年 4 

担当教員 課程 

杉下佳文/水野祥子 博士前期課程 

 

授業計画詳細 

授業目的 

母子とその家族を取り巻くさまざまな課題をとらえ、助産の専門性を追究し、研究的視点をもって助産ケア

に取り組む能力を身につける。また、臨床に還元できる研究ニーズであるリサーチマインドを育成する。 

授業内容 

当該科目では、助産学課題研究Ⅰをもとに、実際の研究データを収集し、分析する。研究結果の信頼性と妥当

性を検討し、図や表の作成をもとにまとめる。研究目的から結論までの論旨一貫性と臨床への還元性を丁寧

に考察する。2年次後期（10月）の中間発表会 MⅡを通して研究論文のブラッシュアップを行う。さらに 

に課題研究論文として精錬し提出する。さらには最終発表会（2月）では課題研究修了を目指す。 

留意事項 

助産学課題研究Ⅰと連動している。本科目の単位取得にあたり、30 時間の自己学習が必要である。自己学習

には文献検索をはじめ、母子とその家族がとりまく課題について探索する。 

教材 

1. 必要な資料は講義時に配付する。 

授業計画(30回) 

１～５回：倫理審査計画書の承認を得て、研究計画書に沿って研究実施の準備を行う。 

６～１５回：研究の精度を保持する方法で研究データ収集を行う。 

１６～２５回：効率的なデータ入力方法、データの分析、結果のまとめ 

２６～３５回：結果からの考察、研究目的から考察までの論旨の一貫性と臨床への還元性を考慮する。 

３６～４５回：考察から結論を導き出す。研究背景から結論までの論旨の一貫性を考慮する。 

４６～５０回：最終発表会の発表方法 

５１～６０回：最終発表会を通した論文のブラッシュアップと課題研究論文の完成 

評価方法 

課題研究論文 100％ 

評価基準 

Ａ(100～80 点)：到達目標に達している(Very Good) 

Ｂ(79～70点)：到達目標に達しているが不十分な点がある(Good) 

Ｃ(69～60点)：到達目標の最低限は満たしている(Pass) 

Ｄ(60点未満)：到達目標の最低限を満たしていない(Failure) 

到達目標 A B C D 

1. 研究計画に沿って研究実施の準備ができる。     

2. 適切な方法で研究データの収集ができる。     

3. データ入力および信頼性のある分析ができる。データの解析ができる。     

4. 適切でわかりやすい方法で結果をまとめることができる。     

5. 研究目的および研究結果に基づく考察ができる。     

6. 研究目的から考察にもとづく結論を導きだすことができる。     

7. 研究の背景から結論まで論旨一貫性のある論文を作成できる。     

8. 臨床への還元性や専門性について考察できている。     



 
 

9. 中間発表会や最終発表会を基にブラッシュアップすることができる。     

10. 決められた期日までに最終論文を提出することができる。     
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